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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　寝ね起おきの意い識しきに疑ぎ問もんが一つ。

　シーツの下に隠かくれているそれを、シィナはベッドの上でぼ～っとしたまま見つめていた。

　頭の中に靄もやができたようで、どうもすっきりと目覚めてくれない。ともすれば落ちてしまいそうな瞼まぶたをなんとか押おし上げて、それを見つめる。

　膝ひざ先さきがかするぐらい近くに、こんもりとした大きな盛もり上がりがある。

「ん？」

　こくん、と小首を傾かしげる。

　はて、どうしてこんな物があるんだろう？

　それ以前に、どうしてこうも眠ねむいのだろうとも思う。人間の生活リズムに合わせて定期的に睡すい眠みんをとっているものの、本来、人間ではないシィナはそれほど睡眠を必要としない。二日三日の徹てつ夜やなんてなんでもない。姉に寝ね惚ぼけ癖ぐせがあるとからかわれるものの、寝起きに関してはまったく問題がないはずだ。そもそも、そうでないと戦せん闘とう兵器として役に立たない。

「ん～～～～」

　ふるふると頭を振ふってみても意識が冴さえるようなことはなかった。逆ぎやくに長い黒くろ髪かみが顔の前を覆おおって邪じや魔まになっただけだ。恨うらめしげにそれを押しのけたシィナは、それ以外のものを確たしかめるように部屋を見回した。

　重いカーテンの隙すき間まから朝日が伸のびて床ゆかに線を作っている。わずかな光が弱々しく部屋を照らし、気の抜ぬけた影かげが室内の調度品を浮うかび上がらせていた。鞄かばんが置きっぱなしになった机つくえ。毎日メイドのリンが世話をしている観葉植物。祖そ父ふ──という事になっている屋や敷しきの主──が習わせるつもりで置いたのだろう、やはり手のつけていないピアノ。後は空白、力のない影がただ存そん在ざいしているだけの空間。親友の部屋が軽く三つは入りそうな、もてあましてしまった空間……間ま違ちがいない、シィナの部屋だ。

「む？」

　確かく認にんしたシィナはさして満足した様子もなく、再ふたたび視し線せんをシーツに向ける。




　で、これはなんなのだろう？




　物体はシーツの下にあって、姿すがたを隠している。盛り上がりだけを見ても、シィナがなんとか抱かかえられるぐらいの大きさだ。

　しかし……普ふ通つう、起きていきなり知らないものが側そばにあるのを見つけたら、もっと驚おどろき、警けい戒かいするのではないだろうか？　そう思うのだが、どうにもそんな気は起きない。危き険けんは感じないのだ。

　物体の正体がなにかもまだわかっていないのに、危険ではないという事だけはわかっている──その事実にシィナはもう一度小首を傾げると、そろそろとシーツに手を伸ばした。

　布ぬの越ごしに指先に伝わる硬こう質しつな感かん触しよくに少しだけ緊きん張ちようしながら、そろそろとシーツをどける。薄うすい光が物体を包み、シィナの眼がん前ぜんに姿を現あらわした。

　その頃ころには、すでにシィナの頭はすっきりとしていた。

「…………」

　それなのに、言葉が出ない。

　それは楕だ円えん形けいの物体だった。硬かたそうな表面は、先日見たテルトアの海を思い出させる青に染そまっていた。ゆったりとした曲線を描えがく下部は柔やわらかいベッドに埋うまっているのだが、見た目よりも少し軽いようにも見える。そして下部に比くらべれば尖とがっているようにも見える上部……

　トントン……

「おはようございます」

　ノックとともにリンが入ってきた。最近になってようやく彼女の微び細さいな表ひよう情じようの変化がわかってきたシィナは、リンがすでに起きている自分を見て驚いているのを視界の端はしで確認した。それでもすぐに普ふ段だんの表情に戻もどると、リンは返事をしなかったシィナを置いて窓まどへと向かい、カーテンを開ける。

　朝の横向きの陽ひ射ざしが部屋全体に飛び込こみ、影を追い払はらう。目の前にある物体は光を受けて、よりその青の鮮せん烈れつさを増まし、星のようにきらめいた。

　眩まぶしさに目を細めながらも、シィナはそれを見つめていた。身動きできないシィナをよそに、カーテンを開け終えたリンはシィナの髪の手入れをすべく、側にきてエプロンからブラシを取り出す。

　そこでようやく、彼女の視線がシィナの前で存在感を主しゆ張ちようする物体に止まった。

「お嬢じよう様さま……」

　彼女は顔面の筋きん肉にくを動かす事が億おつ劫くうなのではないかと思えるほどに、ほんのかすかに眉まゆを動かしただけで困こん惑わくを示しめし、シィナに問いかけてきた。

「それは、卵たまごですか？」

　そう……シィナの眼前にあるそれは卵……《卵オヴン》だった。

　それが……突とつ然ぜんに……シィナのそばに……ある？

「また⁉」

　ようやくその事実を受け入れたシィナは、目を丸くして叫さけんだ。







　彼女の不ふ機き嫌げん
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「これは最後の手段だ」

　その声は眠り続ける少女に投げかけられた。

「この世界でこれ以上安全な場所はおそらく存在しない。しかしそこすらも暴あばかれた時、護まもるものは必要だろう。だからこそ、これは最後の手段だ」

　台の上で死んだように眠る少女に、声の主はそう語りかける。

　いや、実じつ際さいに死んでいるのかもしれない。台の上で裸ら身しんを晒さらす少女には、眠りを示す息いき遣づかいも、呼こ吸きゆうに合わせて胸むねが上下することもなかった。脈を取れば、何の反はん応のうも返ってこないことだろう。

　だが死んでいるわけではない。生以前の状じよう態たいが死であるならば、その限かぎりではないが。

「使われる事がないことを願う手段だ。なにより、これが起動する状態であるならば、私にはもう為なす術すべがないのかもしれんからな。また、その時が近くなればなるほど、これはその力を減げんじている、これはそういうものなのだ」

　目を閉とじたままの生きてはいない少女に語りかける。語りかけ続ける。

「お前たちに一様に与あたえられた命は守る事だ。故ゆえに、お前はそれを改めて意い識しきする必要などない」




「目覚めの瞬しゆん間かんに立ち会うのが誰だれか、お前がどう生きるか、誰と出会い、誰と過すごすか、何を感じ、何に嘆なげき、何に怒いかり、何を恐おそれるか……それが全すべて────に影えい響きようを及およぼしてしまう事だろう。命は同じであれど、お前に与えられたものは遥はるかに、他の何者よりも重いやもしれぬ」




「だが、気に病むことはない。お前はお前のままに生きるが良い。ただ、命だけを忘わすれなければいい。いや、お前が意識せずとも命はお前を縛しばり続けるだろう。全ての者が解かい放ほうされた後でも」

　語り続ける。いまだ生なき少女に語りかける。

「それは呪のろいであるかもしれない。祝福の鐘かねを鳴らすための呪い。世界を決めるための呪い。喜びを生むための呪いだ。だが必要な呪いでもある」

　声の主の手が伸のびる。台の端に置かれた機材のスイッチを押す。台に寝ねかされた少女はほんのわずかに四し肢しを震ふるえさせた。指が台を叩たたき、瞼まぶたが痙けい攣れんする。

　少女の体が生の兆ちよう候こうを示す。

「お前は私の希望だ。この世界でも、私の世界でもなく、私の生きる世界に希望を呼よぶための希望だ。それは覚えておいて欲ほしい」

　少女が起動したのを確たしかめると、声の主──レスフォール──は台から離はなれ、そのまま姿すがたを消した。

「……覚えてはいまいがな」

　消える直前に残された自じ虐ぎやく的な独どく白はく。

　そして、少女──シィナ──は目覚めた。
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　ピアノの奏かなでる音がいつもよりも乱みだれる。

「お嬢様～」

　困こまり果てたメイドのメィシーの声を無む視しし、レアナはピアノの前に座すわり、片かた手てで鍵けん盤ばんを叩いていた。奏でるメロディーに乱れがあるのは当然だ。なにしろレアナの左ひだり腕うでには添そえ木された上に包帯が巻まかれ、肩かたから布ぬので吊つるされている。包帯の隙すき間まからは符ふ術じゆつの師しであるクォレルの作った治ち癒ゆの符が見え隠かくれしている。左足も同じようにされており、さらに右手をただ動かしているだけなのに、背せ中なかの辺りにキシキシとした嫌いやな痛いたみが走る。その痛みが無事な右手の動きにまで乱れを呼ぶ。

　それでもレアナは絶ぜつ対たいに痛そうな顔をすることもなく、黙もく々もくと鍵盤を叩き続ける。

　怪け我がの原げん因いんはテルトアにあった。

　グリー基き地ちからの帰り道、レアナたちはテルトアの首都カーニルへと戻り、そしてその惨さん状じように息を吞のんだ。

　予想はしていたものの、そこはもはや都市と呼べるだけの形は何も残ってはいなかった。空港を出た時に感じた果物くだものや香こう辛しん料りようの香かおりなどどこにもなく、ただ、土つち埃ぼこりと煤すすの混まざり合ったきな臭くささだけが空気に含ふくまれていた。太陽を白く弾はじき返していた建物の群むれは黒く汚よごれ、石いし畳だたみがめくれ上がって剝むき出しになった大地に、昔せき日じつの影かげも残さない残ざん骸がいとなって転がっている。

　異い国こくの情じよう緒ちよはどこにもなく、ただ廃はい墟きよの寂せき寥りよう感かんだけが自じ己こ主張をしていた。

　無事に逃にげ出した人々が戻もどってきて、悲ひ嘆たんに暮くれた顔で逃げ遅おくれた被ひ害がい者しやたちを助け出し、あるいは呆ぼう然ぜんと、失われた自分たちの家と故こ郷きようを見つめて立ち尽つくしていた。

　その姿をレアナはじっと見つめていた。

　見つめるしかなかった。

《蛇タナトス》の脅きよう威いはレアナ個こ人じんではどうしようもなく、ドラグ・ヘッドたちが命を賭としてしか倒たおしようがなかった。

　何もかもが自分でできるわけがない。

　レッグモールのあの日から十数年、一人でできる事に限げん界かいがあることなど、レアナにだってもうわかっている事実だ。人間よりもはるかに高い戦せん闘とう能のう力りよくを持つドラグ・ヘッド……世界中から集まった彼らが自じ爆ばくという恐ろしい方法によってしか倒せなかった《蛇タナトス》を自分一人でどうこうできるわけがない。

　そう……わかっているはずなのに。

「もうお休みになってください」

　泣きそうなメィシーの声を無視し続けるのも可哀かわい相そうに思えてきたレアナは、ため息とともに指を動かすのをやめた。振ふり返るとメィシーがほっとした表ひよう情じようを浮うかばせていた。

「さあ、ベッドに……」

　メィシーがそう言いかけたところで、部屋の扉とびらがけたたましい音を立てて開いた。

「今、ピアノの音が聞こえましたが？」

　ほんの少し声を荒あらげさせてやってきたのは、執しつ事じの格かつ好こうで麦むぎ藁わら帽ぼう子しをかぶったイェンだった。手には作業用の手て袋ぶくろがはめられて、指先は土で汚よごれている。どうやら花か壇だんの手入れをしていた途と中ちゆうだったようだ。

　イェン・シェンカー。この世界に残る事を選んだドラグ・ヘッド。

《蛇タナトス》との戦いで生き残った数少ないドラグ・ヘッドは、イェンとミランを除のぞいて全てどこかへと消え去ってしまった。イェンたちの話では、彼らはレスフォールに導みちびかれ、世界の外側、空の果て、夜殻素材マテリアルナイトによってできた世界の殻からの向こうにあるという、真なる闇やみに包まれた《混こん沌とん》の海に浮かぶ艦かん隊たい──レスフォールの世界──へと帰っていったという。そこにはあの日、時を同じくして《混沌》の海で《蛇タナトス》の本体と戦っていた多くの同どう胞ほうたちがいるという話だ。

　主命もわからぬままこの世界をさ迷まよい続け、望まない戦いを強いられてきた彼らは、ようやく長い旅を終えたのだ。

　そして、その帰る道を選ばなかったドラグ・ヘッドが、やはり少しだけ目元に怒いかりを浮かべてレアナの前にやってくる。メイドのリンほどではないが、彼も表情をあからさまに浮かべるのを好まない。

　レアナの執事である事を選んだ、ドラグ・ヘッド。

「まだお体も治っていないというのに、なにをなさっているんです？」

　そう言うや、イェンは有う無むを言わせずレアナを抱だき上げた。

「なっ⁉」

「無む茶ちやをなさらないでください。医師にも、クォレル先生にも安静にと言われたではないですか」

　視界の端はしで、メィシーが頰ほおを赤らめ、目をキラキラと輝かがやかせてレアナたちを見ていた。レアナは頰が朱しゆに染そまったのを感じた。

「なにをするの⁉」

「ベッドにお運びするのです」

「自分で歩くわよ！」

　ジタバタともがいてみるが、イェンは聞く耳をもたなかった。レアナを抱かかえたまま歩き、そしてそっとベッドに下ろす。

「ゆっくりおやすみになってください」

　シーツをかけて見下ろしてくるイェンを恨うらみがましく睨にらみつけ、レアナはそっぽを向いた。そんなレアナにイェンはそれ以上なにも言わず、手袋をはめ麦藁帽子の位置を直すと、メィシーへと振り返る。

「では、お嬢じよう様さまのお相手、よろしくお願いします」

「は、はい～」

　きつめの視線にメィシーはたじろぐ。

　そのまま、イェンは再ふたたび花壇の手入れをするべく扉をくぐっていった。カツカツと廊ろう下かから聞こえてくる足音のなんと軽やかな事か。レアナは渋じゆう面めんになり、メィシーはほっと息を吐ついた。

「なんていうか、上じよう機き嫌げんですね」

「まったくね」

　イェンは執事である事を本当に楽しんでいる。それがレアナにも、メィシーにもわかった。

　足音が完全に聞こえなくなると、レアナはメィシーに書しよ斎さいから幾いく冊さつかの本を持って来るように頼たのむと、後は独りになりたいと、メィシーを下がらせた。メィシーはわずかに渋しぶるような態たい度どを見せたが、もう先ほどのような事はしないと約束すると、素す直なおに部屋から出ていった。

　広い部屋に独りになると、静けさがレアナを包んだ。開け放たれた窓まどから流れ込んでくる清せい涼りような風が、レアナの上半身を優やさしく撫なでていく。クッションに背せ中なかを預あずけると、レアナは一冊の本を膝ひざの上に載のせてページを開く。だが、文字を追う気にはなれず、何度も同じ行に目を走らせている事に気付いて、ため息とともに本を閉とじた。

　思考が、再びテルトアに飛ぶ。




　居いても立ってもいられなくなったレアナは、気が付くと救助作業を手伝っていた。近きん隣りんの都市はいまだに状じよう況きようがわかっていないはずで、救きゆう援えん隊がやってくるのはまだまだ先の話だった。そしてその空白の期間で、瓦が礫れきの下に閉じ込められた人々は死んでしまうだろう。

　フォルストーから授さずかった《律りつ法ぽう》で、レアナは幾いくつも力の強い符ふ獣じゆうを作り出し、瓦礫を撤てつ去きよしていった。ナギリの護ご法ほう童子が明めい敏びんな嗅きゆう覚かくを活用して、生き埋うめになった生せい存ぞん者しやを探さがし出す。リオンの勝利者の腕うでが砕くだけた建材を破は壊かいし、イェンやミランもまた、持ち前の能のう力りよくを活いかして凄すさまじい速度で瓦礫の山を崩くずし、あるいは発見した人々を医い師したちのいる場所に運んだ。ラングスのクァグ・ネレイドーも剣けんの代わりにシャベルを摑つかむと、巨きよ大だいな土木作業の機械と化して瓦礫を撤去していった。シィナとセレンも、急場に出来上がった医い療りよう所じよで医師たちを手伝って湯を沸わかし、あるいは痛いたみにうめく人々に声をかけていった。

　子こ供どもの頃ころ、レッグモールの時には思いも寄よらなかったことをレアナはしていた。だが、それをしたからといって満足感が得られたというわけでもなく、また、胸むねの痛みがなくなったというわけでもない。

　子供の頃には存そん在ざいする事すら考えなかった選せん択たく肢しを、レアナはごく自然に行っている。その事実をただ確かく認にんしただけにしか過すぎない。

　問題なのはその時に人助けをするか否いなかではなく、こういう悲ひ劇げきが起こらないようにすることなのだ。

　そのために、レアナは力を求めていたのではないのか。イェンが戦わなくて良い世界、レッグモールの悲劇が起こらない世界、レアナが望んでいるのはそれのはずだ。

　もっと、なにかができたはずだ。その想おもいがずっとレアナの心に貼はり付いて離はなれない。

　……それが起きたのは十日ほど後、ようやく隣となりの都市から救援隊がやってきた日だった。時を同じくして見覚えのある影かげが空の一角から姿すがたを現あらわした。符動機関の蒸じよう気きの線を幾いく重えにも絡からませた巨大な飛行船。船体を吊つるす大きな浮ふ揚よう部にはバーミリオン家の紋もん章しようが描えがかれている。

「エンプレス号……お母様」

　レアナは近づく飛行船を見上げ、呟つぶやいた。母親であるルシアの専せん用よう飛行船、エンプレス号だ。

　二つの大きな救い手の登場にカーニルの人々は狂きよう喜きした。緊きん張ちようから解かい放ほうされたレアナたちにも疲つかれが押おし寄せた。セレンはその場に座すわり込こむと、今まで我が慢まんしていた涙なみだをどっと溢あふれさせ、シィナに抱だきついて泣いた。ナギリやリオンも地面にへたり込んだ。ラングスは顔の下半分を覆おおった無ぶ精しよう髭ひげを撫なで、長々とため息を吐いた。二体のドラグ・ヘッドは元気なもので、はしゃぐミランの横で、イェンは黙もく々もくと撤去作業を続けていた。

　レアナは着陸地点を探して頭上を通り過ぎていくエンプレス号を見上げながら、肩かたから力が抜ぬけていくのを感じた。これで多くの人が助かる……その安堵が十日間、レアナを支ささえていた気力を抜き去ってしまった。

　その油ゆ断だんを、突つかれた。

　符獣の一体が抜き出した建材の破は片へんが原げん因いんで、瓦礫の山が均きん衡こうを失い、崩れた。今までにもこのような事が何度もあったが、細心の注意を払はらっていたレアナは事なきを得ていた。だが、気の抜けたこの瞬しゆん間かんに起きた事じ故こに対して、レアナは反はん応のうが遅おくれた。

「！」

　轟ごう音おんに目を向けた時には、すでに幾つかの石くれがレアナの前で空気を唸うならせて迫せまっていた。角張った物体が回転して生み出す奇き妙みような跳ちよう躍やくはレアナに逃にげる先の判はん断だんを付けさせず、足が痺しびれたように動かない。符獣たちが主の危き機きを察知し、身を挺ていして石くれを受け止めるが、それだけで全すべてを抑おさえる事はできなかった。

　背はい後ごで空気を破は砕さいさせるような音がイェンのものであると、レアナはこんな時でも確信していた。だが、間に合わないであろう事もまた、レアナは確信していた。

　巨大な石くれがレアナのすぐ目の前に迫り、影が全身を吞み込んだ。




　そしてその結果が、今のレアナの姿である。

　石くれに跳はね飛ばされはしたものの、ぎりぎりのところで間に合ったイェンが、レアナを巨大な質しつ量りようによって押し潰つぶされる運命から救ってくれたのだ。

　左腕と左足の骨こつ折せつに、同じく左側の肋ろつ骨こつにひびが入った。打だ撲ぼく傷しようの痕あとが体のあちこちにある。それでも、この程てい度どで済すんだのは不幸中の幸いだ。グリー基き地ちはすでに自らの役目を終え、機能を停止したという。医療システムももう使えない。生死に関かかわる重傷を負っていたら、レアナの命はなかっただろう。

　あの瞬間の事を思い出すと、今でも身み震ぶるいがする。今まで他ほかにいくらでも危き険けんな目に遭あった。命の危険を感じた事も一度や二度ではない。レアナ自身が首を突っ込んだものや、バーミリオン家の財ざい産さんを目当てに誘ゆう拐かいされかけた事もある。

　そんなレアナが何の意思もない、ただの石に命を奪うばわれそうになったのだ。

　まるでなにかの、皮肉のように思えてしまう。

　本の革かわ表びよう紙しをじっと見つめ物思いに耽ふけっていると、ノックの音がし、メィシーが顔を見せた。

「お嬢じよう様さま、お客様です」

「お客？　誰？」

「はい、セレン様とナギリ様、それに……」

「それに？」

「やっほー、元気？」

　メィシーの言葉が終わるよりも早く、彼女を押し退のけてナギリが姿を見せた。

「元気も何もないわよ」

「それはそうよね」

「ナギリさん、不ふ謹きん慎しんですわよ」

　カラカラと笑うナギリを、続いて入ってきたセレンがたしなめる。だが、彼女の視し線せんはまだ部屋に入ってきていない第三の客人に向けられていた。その視線はひどく非ひ友好的だ。

　その人物は姿よりも先に大量の花束をレアナの目に映うつさせた。

「レアナさん、ご加か減げんはいかがです？」

「リオン？」

　花束の横から顔を見せたのは手に持つ花に負けないだけの容よう姿しを持つ美青年、リオン・オースティンだった。かつての怪かい盗とう、そしてレアナに結けつ婚こんを前ぜん提ていにした付き合いを申し込んだという前歴を持ち、さらにオースティン・エンジニアリングという大会社を経けい営えいする一族の一人という奇妙な人物だ。

　そして、セレンを不ふ機き嫌げんにさせている人物でもある。

「ウォレントにいたのね」

「怪け我がをされたレアナさんをおいて、故こ郷きようになんて帰れませんよ」

　花束をメィシーに渡わたしたリオンは力強く頷うなずいた。その言葉に、セレンはさらに不機嫌になる。

「暇ひましてるんじゃないかなーと思って遊びに来て上げたわけよ。ありがたく思いなさい。あ、メィシーさん。あたし、チョコレートケーキがいいな」

「はい。すぐにお持ちしますね。そうそう、アソビベの茶葉が手に入ったのですけど、どうです？」

「淹いれられるの？」

「はい。リンに教えてもらいましたから」

「じゃ、よろしく～」

　メィシーは笑えみを作って頷き、花束を抱かかえて部屋から出ていった。その後、花束は他のメイドの手によって花か瓶びんに活けられ、部屋に飾かざられる。

　やがて、人数分のチョコレートケーキとグリーンティーが運ばれてきた。

「うわっ、こういうカップに緑茶が入ってるのって、なんか不ふ可か思し議ぎ」

　薄うすい陶とう器きのティーカップに注がれたグリーンティーを見て、ナギリは微び妙みような表ひよう情じようをしたが、それでも味にはまったく文もん句くを言わなかった。だがレアナを含ふくめた三人は、グリーンティーの渋しぶ味みに眉まゆを寄よせる。

「で、実じつ際さい調子はどうなの？」

　ケーキをすっかり食べ終えて、満足げなナギリが聞いてきた。

「体のあちこちがまだ痛いたいけど、それほどひどくもないわよ」

「レアナさんの大だい丈じよう夫ぶはぜんぜん信用できません。だって、絶ぜつ対たいに無理しますもの」

　怒おこった顔でセレンが言ってのけると、「ちがいない」とナギリが笑う。リオンが満面に「心配」の文字を浮うかべて言った。

「無理はしないでください。今は無理をする時ではないですよ」
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「わかってるわ」

「まっ、無理する時にはとことん無理するんだろうけどね。この間の時みたいに」

　邪じや気きのないナギリの皮肉を、レアナは苦く笑しようで誤ご魔ま化かすしかなかった。グリー基地では、噓うそを吐ついてまで一人残ったのだから、反はん論ろんできない。

　そしてそこまでしながら結局は、シィナやナギリたちの手助けで、メラムプスを討つ機会を得る事ができたのだ。

　ナギリが皮肉な調子そのままに、さらに言葉を紡つむぐ。

「なんていうかさ、レアナってばここ一番って時は絶対に一人でやりたがらない？」

「そうですわね。自分一人で何もかもを背せ負おい込もうとする、悪い癖くせがあります」

「それはいけない！　レアナさん、そういうのはいけない考えですよ」

　ナギリの言葉にセレンが同意し、さらにリオンが加わる。しかもさらに言い募つのり、三人の口が止まる様子がない。しかもリオンが加わっているというのに、セレンがまったく嫌いやな顔をしないのだ。

　最初はただ目を丸くしていたレアナだが、三人の目に宿っているのが純じゆん粋すいな、心配ゆえの怒いかりである事に気付いた。ナギリでさえ、ニヤニヤとした口元と冗じよう談だんめかした言い方とは対照的に、その目には真しん摯しな光があった。

　三人とも、あのグリー基き地ちでの一件けんには本当に腹はらを立てていたのだ。

　それがわかったレアナは……

「ごめんなさい」

　素す直なおに頭を下げた。
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　さてその頃ころ、

「…………」

「…………」

　シィナとリン、二人はじっと、ベッドにある物体を見つめていた。

《卵オヴン》である。

　朝、目を覚ましたときから朝食……そして昼食が終わった今もまだ、シィナの胴どう体たいほどもある大きな、そして青い《卵オヴン》はベッドの上に置かれたままだった。

「昨さく晩ばん、おやすみ前に戸と締じまりの点てん検けんに参った時は、ありませんでしたが」

「うん、わかってる……」

　その時はシィナも起きていた。レアナの部屋にいたシィナはリンにつれられて部屋に戻もどり、そして彼女が窓まどの鍵かぎを確たしかめ、カーテンを閉しめるのを見守ってからベッドに入ったのだ。その時に、こんな大きな物体があれば絶対に気がつく。

「寝ねてる間なんだろうけど……」

　ではどこから侵しん入にゆうしてきたのか？　それが問題になるのだ。

　そしてこの色。

　夜殻素材マテリアルナイトに似にた、光を受けて星のきらめきのような反はん射しやを見せる青い殻からに包まれた《卵オヴン》……こんな《卵オヴン》を見るのは初めてだ。だが夜殻素材マテリアルナイトのように重くはない。どちらかというと、尋じん常じようではなく軽い。持ち上げてみると、リンどころか、シィナでも苦もなく持ち上げる事ができた。だからといって脆もろいかというと、まったくそんな様子はない。試ためしに指で叩たたいてみると、金きん属ぞくよりも澄すんだ反はん響きよう音がした。

　こんな《卵オヴン》見たことがない。

《卵オヴン》──レスフォールがこの世界の孵ふ化かのシステムに似せて作り、世界を喰くらおうとやってきた《蛇タナトス》に対する囮デコイとして作ったものだ。《卵オヴン》には《混こん沌とん》とともに人の思いを吸きゆう収しゆうする性せい質しつがあり、《混沌》が一定量以上溜たまると、聖せい霊れいと呼よばれる術じゆつ理り生物が誕たん生じようする。

　目の前にある《卵オヴン》は、シィナの知っている《卵オヴン》とは形も大きさも違ちがっている。

　だが、《卵オヴン》である事は間違いない。

　リンが少し肌はだ寒ざむそうに腕をさすった。リンには見えていないが、感じてはいるのだ。シィナも術理遣つかいほどにはっきりと感じる事はできないが、なんとか知覚はできる。

　この部屋には今、《混沌》──世界の外側から染しみ込む原初の素もと──が視し認にんできるほどではないにしろ濃のう密みつに充じゆう満まんしていた。そしてそれを吸すい集めているのがこの《卵オヴン》なのだ。そしてそれは《卵オヴン》としては、まったくただしい活動だった。

　シィナはただもう、理り解かいできなくて首を傾かしげるばかりだった。

　リンが、提てい案あんしてきた。

「ナギリ様にお尋たずねしてみましょうか？　今、レアナお嬢じよう様さまを訪たずねていらしてますし……」

「だめ」

　シィナは自分でも驚おどろくほどに素す早ばやく決けつ断だんし、首を振ふった。

　ナギリの生まれ故こ郷きようアソビベは術理大国と呼ばれるほどに、術理に優すぐれ、そして《卵オヴン》を世界で最も多く保ほ有ゆうする国家だった。そしてナギリは、そのアソビベでも神み子こと呼ばれる重要な位置にいる一族の娘むすめなのだ。

「ナギリに言ったら、お姉ちゃんにも知られる」

　姉に叱しかられる事を恐おそれているわけではなく、シィナは純粋に姉の無む茶ちやさを心配した。姉……レアナはこうと決めたらとにかく突つっ走る悪い癖がある。それをシィナはグリー基地で痛つう感かんさせられた。この《卵オヴン》がなにかのトラブルの火種になると決まったわけではないが、そうなった時、レアナは躊ちゆう躇ちよする事がないだろう。

　そして今、レアナは怪け我がをしているのだ。余よ計けいな心配はさせたくない。

　心配なのは《卵オヴン》が集めている《混沌》の量だ。シィナやリンがこれだけ感じているのだ。術理遣いのレアナたちならば、部屋が離はなれていても異い常じように気付くかもしれない。

　その事を伝えると、リンは納なつ得とくしてくれた。

「では、どういたしましょうか？」

「とりあえず、ここに置いとく。でも、お姉ちゃんには内ない緒しよで」

　とりあえず、ばれるまではこのままにしておく。それ以外にシィナにできる事は思いつかなかった。

「はい。しかし……」

　言い淀よどむリンに、シィナは怪け訝げんな顔をした。リンはやはり表ひよう情じようをほんの少し言いにくそうにする。

「たしかこれから、アリシア様がお訪ねになられるのでは？」

「あ……」

　レアナの見み舞まいと、休みの間の課題を一緒に片かた付づけるという約束をしていたのだった。《卵オヴン》の事で頭が一いつ杯ぱいですっかり忘わすれていた。

「どうしよう……」

　リンに意見を求めようとしていると、ノックの音がして、メイドが部屋に入ってきた。二人は咄とつ嗟さの連れん携けいで《卵オヴン》を背せ中なかに隠かくす。

「お客様がいらっしゃいました」

　そんな事にはまったく気付かず、メイドはアリシアの到とう着ちやくを告げた。
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　そして同じ頃。

　ロイ・バーホーデン少しよう尉いの姿すがたが、ウォレントにあるレンドラント国軍本部の正門前にあった。北部国こつ境きようの戦場から首都に戻ってきたロイは非ひ常じように落ち着かない気分で、正門前に立つ衛えい兵へいが時折向ける不ふ審しんげな視線に耐たえていた。今の彼は戦術歩ほ兵へい師し団だんの軍服ではなく、綿めんのシャツにスラックスというラフな格かつ好こうで、軍人である事を示しめすものは訓練で培つちかわれてきた姿し勢せいのよさぐらいしかなかった。その姿勢も、心配事のせいで崩くずれている。じっと待っている事ができずに正門前を行ったり来たりしているので怪あやしい事この上ない。

　自分でもそれがわかっているのだが、約束している以上──たとえそれが一方的なものであっても──ここから離れる事はできなかった。

「まだか……」

　懐かい中ちゆう時計で時間を確たしかめ、ロイは本ほん営えいの建物を見上げた。重じゆう厚こうな石いし造づくりのその建物は、まだ人が剣けんと矢で戦っていた時代の無ぶ骨こつな砦とりでを思わせる造りをしていた。もちろん、いまさらこんな場所に砦があったところで意味はない。内部は現げん代だい風に作られているし、砦としての機き能のうなど望むべくもない。こんな場所で戦わなければならなくなるような事じ態たいに陥おちいった時は、すでにレンドラントに国家としての機能は求められないか、あるいはクーデターでも起きているのだろう。無用の長物。自じ虐ぎやく的だと、かつて同どう僚りようが言っていたのを思い出す。

　しかしそれでも、軍人であるロイはその建物に権けん威いと畏い敬けいを感じるし、用もなく近ちか寄よりたくはない。この前に立つ時は軍服を着て、誇ほこりを持って胸むねを張はり、堂々と正門を抜ぬけていきたいと思っている。

　しかし、今日はそういう日ではない。

　ロイは懐中時計の蓋ふたを開けては閉しめを繰くり返す。開かい閉へい音の連続が、ロイの気分をそのままに表していた。

　何度目かの正門前の往おう復ふくを敢かん行こうしようとした時、左の耳に軽かろやかに駆かけてくる一個の足音が聞こえた。振り向くと、正門の向こう、本部の敷しき地ちからまっすぐにロイに向かって走って来る一人の姿がある。戸と惑まどい気味の衛兵を無視してその人物は正門を突き抜けると、まっすぐロイに飛びつき、腕に絡からみついてきた。

「お待たせしました！」

　けっこうな勢いきおいだったというのに、風が吹ふきぬけた程てい度どの感かん触しよくしかなかった。卓たく抜ばつした体たい術じゆつのなせる業わざだ。いや、もしかしたら〝卓抜〟という言葉すら凌りよう駕がしているのかもしれない。

　ロイは腕うでに絡みつく人物を見つめた。彼女は満面に笑えみを浮うかべてロイの腕に頰ほおをすり寄せてきた。背中に流れた朱しゆ色いろの三つ編あみが機き嫌げん良く揺ゆれている。

「ミラン……一体なんなんだ？　急に呼よび出して？」

　朝の事だ。軍の宿しゆく舎しやに寝ね泊とまりしているロイは、ドアの隙すき間まに一通の切手も消印もない手紙が挟はさまっているのを見つけた。開けてみると、今日のこの時間にここで待っていてくれという内ない容ようの文面、そしてミラン・ソートの署しよ名めいがあった。

「なにか、特とく殊しゆな任にん務むなのか？」

　通常で考えれば、ドラグ・ヘッドであるミランからロイへという伝達はおかしいのだが、事が特殊であればそういう場合もあるかもしれない。そう思うと、ロイの表情は困こん惑わくから鋭するどいものに変わる。

　だがミランは、

「ぜーんぜん違ちがいます」

　元気良く首を振り、そして矢や継つぎばやに目をキラキラさせて言った。

「ロイさん、デートしましょう！」

「なっ！」

　突とつ然ぜんの申し出にロイは面食らって背を仰のけ反らせた。絡みついたミランの手が離れようとするロイをぎゅっと引き寄せる。

「なんでおれが⁉」

「嫌いやですか？」

　ミランの表情が変わる。眉まゆを寄せ、一杯に開かれていた瞳ひとみから放たれていた光が翳かげりを見せる。彼女の体から無む駄だに放ほう射しやされていた陽気が失われ……まるで儚はかなげな少女のようだ。

「う……」

　上目づかいに見上げてくるミランに、ロイは何も言えなくなった。
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「ま、まあ、特に予定があるわけじゃないけど……」

「じゃ、いいんですね！」

　いきなり、ミランの顔がいつもの無む邪じや気きな笑顔に変わった。その瞬しゆん間かん、ロイは何か騙だまされたような気分になったが、それ以上にほっとした気分にもなった。

「じゃあ、行きましょう。パーっと、美お味いしいものおごってくださいね」

「おい！　ちょっと待て！」

　財さい布ふの中身を心配してロイは叫さけんだが、ミランはまったく気にせず、上機嫌でロイの手を引っ張って商店の連なるストリートに小走りで向かった。

「なにしろ今日は、あたしの退たい役えき記念日になったんですから！」

　その言葉の意味を、ロイはしばらく理り解かいできなかった。理解できないままにミランに引っ張られ、しばらくして、国軍本部が見えなくなってからようやく理解できた。

　ドラグ・ヘッドが退役？

　それ以前にも、彼女には色々と聞きたい事がありながら、もしかしたら軍事機き密みつになっているかもしれないと思って聞けない事があったというのに……ロイは驚おどろきで、またも何も言えなくなってしまった。
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「また？」

　アリシアは、シィナとまったく同じ感想を口にした。

　シィナの部屋に招まねき入れられたクラスメートで親友でもあるアリシアは、トレードマークである縦たてロールの髪かみを揺らし、胸むな元もとにたらしたペンダントを指で弄もてあそんだ。

　アリシアにまで隠かくす必要はないと、シィナは遊びにきた彼女に素す直なおに告白した。

　そもそも、アリシア・バルツワードとここまで仲良くなれたのは《卵オヴン》が縁えんだった。

　未み孵ふ化かの《卵オヴン》を怪かい盗とうと払魔師エクソシストが取り合ったあの事じ件けん。シィナはそうと知らずに未み成せい熟じゆくなまま孵化した聖せい霊れいを拾い、アリシアとともに事件に巻まき込こまれてしまった。

　その時に、嫌いやな奴やつだと思っていたアリシアの真まっ直すぐさと優やさしさを知ったのだ。

　アリシアはため息をこぼし、居い心地ごこち悪く首を引っ込めているシィナに呆あきれた視し線せんを送った。

「まったく……あなたってこういう事に巻き込まれやすい性せい質しつなのかしら？　普ふ通つうの人が捨すてられた子犬を見つけるぐらいの確かく率りつで、こういう事に巡めぐり合うの？　テルトアに行っても、何だかとんでもない災さい害がいに巻き込まれたみたいだし」

　世間ではテルトアの首都カーニルが突とつ如じよ滅ほろんだ原げん因いんは知られていない。世界の外から、世界そのものを喰くらい尽つくすためにやってきた《蛇タナトス》の存そん在ざいなど、知る由よしもない。それでも、あの夜カーニルにいた人々は《蛇タナトス》の異い形ぎようの姿すがたを見ている。やがて、人の口を伝わってアリシアの耳にも届とどく事になるかもしれないが、その前にシィナはアリシアにその事を言っていいものかどうか、悩なやんだ。

　知らなければ、知らない方がいい事のような気がするのだ。それになにより、この世界はすでに《蛇タナトス》の危き機きから脱だつしているのだから。

「どうしよう？」

　その事はとりあえず置いておき、シィナは一いつ緒しよに見つめている《卵オヴン》をどうするべきか、アリシアに訊たずねた。

「どうするもなにも……こんなもの、捨てられないじゃない。それに捨てるなんてできるわけないでしょ？」

　そう言うと、アリシアはまたペンダントに手を伸のばした。ペンダントのトップには小さな楕だ円えん形けいの物体が付いている。あの日の聖霊、《御み使つかい様》が眠ねむる《卵オヴン》をペンダントに取り付けているのだ。人の想おもいが《卵オヴン》から現あらわれる聖霊の性質に影えい響きようを与あたえると教えて以来、アリシアは常つねに自分とシィナの想いが《卵オヴン》に注がれるようにこうしている。

「それにしてもこれだけ大きいのなら、もうすぐ《御使い》様が生まれるという事なのかしら？」

　ペンダントの《卵オヴン》と見み比くらべ、アリシアが期待に満ちた目をシィナに向けてきた。彼女は敬けい虔けんなアルリオス教徒なので、聖霊を《御使い》と呼よんでしまう。

「うん、たぶん。でも、こんなに大きくなるまで聖霊化しなかった方がおかしいんだけど……」

「そうなの？」

「……たぶん、だけど」

　自信なく、シィナは頷うなずいた。

「ふうん……でも、とにかくもうすぐ生まれそうなのよね？　だったら、名前を決めないと」

　その言葉に、シィナは嫌な顔をした。何度も言うが彼女は敬虔なアルリオス教徒だ。それゆえ、聖霊に対してとても特別な意い識しきがある。二人で名前を決めようと言っているペンダントの《卵オヴン》にしても、彼女の敬虔さが禍わざわいして名前が決まらず、いまだに《御使い様》だった。

　しかし、すでに自分の空想の中に埋まい没ぼつしたアリシアはシィナのそんな顔など見てはいなかった。

「どんな名前が良いかしら？　ヨフィエル、アナエル、ハミエル……うーん、なんだかどれもしっくりこないわ」

（…………）

　頭を悩ませるアリシアの横で、シィナの脳のう裏りに何かが閃ひらめいた。

　声にもならない希き薄はくな意思、それなのに強きよう烈れつにシィナに訴うつたえかけるものがある。

「サイア・ミュウ」

　気が付けば、そう呟つぶやいていた。

　驚いた顔でアリシアがシィナを見た。

「あら、シィナにしてはきれいな名前じゃない？　あなたってば《御使い様》の時にはバルフェラトウだとか、グングニラスクだとかディランクアトスだとか……とにかく雄お々おしい感じばっかりだったのに」

「いいだろ、だって……」

　名前をつけるという行こう為いをしたことがないシィナは、基き準じゆんがマシン・ドライブに傾かたむいているのだ。

「サイア・ミュウね……」

　アリシアは何度もその名前を口の中で繰くり返すと、満足げに頷いた。自分でも驚おどろくほどにすんなりとそんな名前が出た事に驚いていたのだが、アリシアが喜んでいるのでそれで良いという気分になる。

「人っぽい気がするけれど、いい名前だと思うわ。サイア・ミュウ、ああ、早くそのお姿を拝はい見けんしたいわ！」

「もういいから、そろそろ行こうよ」

　手を合わせて再ふたたび空想の世界に入りそうなアリシアの袖そでを引いて、シィナは急せかした。先にレアナへの見み舞まいを済すますのだ。

「ああ、そうね」

　現げん実じつに戻もどったアリシアは置いておいた花束を摑つかみ、二人はレアナの部屋へ移い動どうした。




　二人がレアナの部屋へ行くとすでに先客がいた。ナギリとセレンのいつもの二人はリンから聞いていたし、いてもおかしくない二人なので驚かなかったが、リオンがいたのは予想外だった。隣となりのアリシアがリオンの姿にわずかに怪け訝げんな表ひよう情じようを浮うかべ、それからバルツワード将しよう軍ぐんの娘むすめに相応ふさわしい、型通りの挨あい拶さつをした。

「初めまして、アリシア・バルツワードです」

「え？　あ、ああ、すいません。リオン・オースティンです」

　スカートの端はしをつまんで挨拶をするアリシアにリオンだけでなく、シィナやレアナも戸と惑まどった顔を見せたが、すぐに納なつ得とくした。

（そうか、こリいオつンと顔合わせたことなかったっけ？）

《御使い》の時の事じ件けんでは、アリシアをさらったのは怪かい盗とうバロン・ザ・スカーレットの格かつ好こうをしたラングスだけだった。それ以外でも顔を見る機会は何度かあったと思うのだけれど、そのどれもが色々と取り込んでいたし、直ちよく接せつ会話をした事はなかったように思う。アリシアには一人一人の顔を見ている余よ裕ゆうはなかったのだろう。

　そういう周りの推すい測そくとはよそに、挨拶を済ませたアリシアは手にした花束をレアナに渡わたそうとして、花か瓶びんに飾かざられたたくさんの花を見て愕がく然ぜんとした。

　あれと比べれば、アリシアの持ってきた花束はなんと貧ひん相そうだろう。

　目に見えて落らく胆たんの表情を浮かべるアリシアの視線の意味を理解して、リオンが頰ほおを引きつらせた。アリシアの背はい後ごにいたシィナは状じよう況きようの理り解かいが一いつ瞬しゆん遅おくれ、レアナはベッドから動けない。

　気を利きかせたのはセレンだった。

　彼女は素す早ばやくアリシアの横に立つと、背せ中なかを押おしてレアナの前に誘ゆう導どうする。その際さいに、アリシアの背後から凄すさまじい視し線せんをリオンに叩たたきつけた。レアナは満面に笑えみを浮かべて花束を受け取る。その花束はメィシーの手によって同じように花瓶に飾られる事になった。

　なんとか気を取り直したアリシアと、レアナたちはほっとした気分で歓かん談だんした。ただリオンだけが、会話に加わろうとする度たびにセレンに睨にらまれて、黙だまってしまっていたが。

　話の流れでアリシアがこんな事を言った。

「レアナ様がそんな怪け我がを負われてしまうなんて、本当に、カーニルではとんでもない事が起こっていたのですね」

　レアナが符ふ術じゆつを使うところを見たことのあるアリシアの言葉に、レアナは苦い笑みを浮かべた。実際にレアナが今の怪我をしたのは、あの激はげしい戦いを繰り広げた後での事なのだ。

「まぁ、あれよ」

　ナギリがレアナの苦く笑しようを見て口を挟はさむ。

「真正面から飛んでくる拳こぶしは、身み構がまえてればたいていどんな素人しろうとだって避よけるか、被ひ害がいを少なくしようとできるけど、気を抜ぬいた時には素人も玄人くろうともなくなっちゃうって事」

　ナギリらしい皮肉めいた言葉をアリシアは理解できなかったらしく、首を傾かしげていた。

　レアナも苦笑をさらに深めたのみだった。







　鎖くさりの迷めい走そう
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　そこには円えん卓たくを囲んで、十数人の男たちがいた。

　その男たちはほぼ全員、苦く渋じゆうに満ちた顔を浮かべていた。一つの報ほう告こくのためだ。その報告はまずレンドラント軍本部にもたらされ、そして本部長が自ら赴おもむき大だい統とう領りように報告した。

　そしてこの場に男たちは招しよう集しゆうされることとなった。

「状況は各人、理解できた事と思う」

　重々しく、一人の老人が口火を切った。この円卓の中にいる人物の中で誰だれよりも先に冷静さを取り戻していたのもこの老人だった。なによりもその報告を聞くのが〝三〟度目だったという事もある。彼はこの会議が始まるよりも早く──本部長の報告を聞くよりも早く──その衝しよう撃げきから抜け出していた。

　そしてこの円卓に集つどう人々の中で、この老人の地位と経けい歴れきと実じつ績せきに敵かなう者は誰もいなかった。

　かつて財ざい界かいの怪物と呼よばれ、若わかくして引いん退たいした後に外がい務む大臣に就しゆう任にん、その後に大統領となり、今日のレンドラントを築きずき上げた人物。

　アルドス・バーミリオンは円卓に肘を置き、顔の前で手を組み合わせると、深く、冷静な瞳ひとみで円卓を囲むレンドラントの政せい治じ家かと一部の高級軍人たちを眺ながめた。

「ドラグ・ヘッドの集しゆう団だん失しつ踪そう。そして昨日のテルトア首都カーニルが崩ほう壊かいした理由がこれで繫つながるわけだ。この情報は、おそらくは世界中でレンドラントが最も早く手に入れた事になる」

「しかし、大統領閣かつ下か」

　一人の男が挙手をした。戦せん術じゆつ歩兵師し団だんを率ひきいる将軍だ。

「正直、小官には信じられません。いえ、集団失踪やカーニル崩壊の事ではなく……」

「ドラグ・ヘッドが全ぜん滅めつしたという事実がかね？」

「……はい」

　世界を喰くらうためにやってきた《蛇タナトス》。世界の外から訪れ、そしてこの世界と同位の存そん在ざいであるというレスフォール。

　レスフォールによって《蛇タナトス》と戦うために作られたのがドラグ・ヘッド。

　まるで異世界の出来事フアンタジーのような真実。

　だが、ここは夢ゆめ物語と冗じよう談だんを語る場ではない。

　衝撃が一同の間を駆かけ巡めぐっていた。

　アルドスは深く頷うなずくと、その将しよう軍ぐんだけでなく同意の意思を見せる他の者たちにも向けて喋しやべった。

「たしかに、我われ々われの尺しやく度どで見れば、ドラグ・ヘッドのような絶ぜつ対たい的な力を持つ者たちが全滅したという話は、俄にわかに信じられないものではある」

　全員に言葉が染しみこむように、アルドスはゆっくりと言葉を紡つむいだ。

「だが、そのドラグ・ヘッドが被ひ造ぞう物ぶつであることはすでに判はん明めいしていた事だ。道具とは必要であるがために作られ、そして消費されるものである。その必要な場面がカーニルにおいて発生したという事であり、彼らはそこで正しい使用目的の下で消費されたのだ。そう考える事こそが、妥だ当とうではないかね？」

「しかし……」

　円卓にいる者の中で最も高い戦せん闘とう能のう力りよくを持つであろう将軍は、納得しかねる様子を見せた。だがそれは、ドラグ・ヘッドの能力を目まの当たりにした者ならば当たり前の反はん応のうでもある。

「……閣下が問題にされているのはドラグ・ヘッドが全滅したか否いなか、その事実確かく認にんではなく、それ以後の対たい応おうという事でよろしいのですか？」

　一人の若い議員が挙手をしてそう意見を述のべた。この円卓に座すわる者の中でもっとも若い。彼から注がれる理知的で挑ちよう戦せん的な視し線せんを、アルドスは黙だまって受け止めた。

「その通りだ。ドラグ・ヘッドは全滅した。この事実はもはや揺ゆるがしようがない。ならば、他国が動どう揺ようから抜け切る前に、すくなくともエルブリアやリィエンシーよりも早く、軍の編へん制せいを変える必要がある。なに、それほどたいした作業ではあるまい？　ただレンゲンテ会戦以前の編制と現げん在ざいの装そう備びをもとにすれば良いのだからな」

　確認するように本部長を見ると、彼は戸と惑まどいながらも大変な作業ではない事を認みとめた。

「そしてこれを機に、帝てい国こくとは和平の方向で交こう渉しようするつもりだ。外務大臣にはそのように努力してもらいたい。そして各人も……」

「待ってください」

　再ふたたび、若い議員が手を挙げ、アルドスの言葉を遮さえぎった。

「なんだね？　イルザーム議員」

　ハインツ・イルザーム。それが彼の名だ。若手議員を中心にした新しん党とうを率い、いまや政府内でも無視できない一派は閥ばつを形成した有能な政治家として、この円卓に呼ばれた。

　いや、アルドスが呼んだ覚えはない。ならばこの中の誰かが──あるいは彼らの腹ふく心しんが──重要な会議が行われる事を彼に漏もらしたとしか思えない。そしてアルドスとしても参加を求める有力議員を拒こばむ事はできなかった。

「ドラグ・ヘッドは全滅したと仰おつしやられたが、それは正確ではないと思われるのですが、本部長」

「なんだ？」

　本部長は不ふ機き嫌げんに尋たずねかえした。この若い男が軍部内の青年将校たちにも影えい響きようを与あたえている事を彼は知っていた。

「あなたがたにその事実を知らせたのは、一体誰です？」

　その言葉に、本部長の顔が凍こおりついた。

「それは……」

「ドラグ・ヘッド、そうでしょう？」

　本部長は一いつ瞬しゆん、大だい統とう領りようの顔を見たが、アルドスは沈ちん黙もくでその視線を跳はね返す。ハインツは立ち上がると、身み振ぶりを交えて、まるで選挙演えん説ぜつのように話し始めた。

「ただの人間で編制された部隊であるならば、生き残りが一人や二人いたところで全滅という表現を使っても間ま違ちがいではないでしょう。だが、我々が問題にしているのはドラグ・ヘッド。レンゲンテ会戦の悲ひ劇げきを、たった数体で引き起こす事が可か能のうな、しかもある程てい度どの自じ己こ判はん断だんが可能な兵器なのです。その事をお忘わすれなのではないですか？　大統領閣下」

　アルドスはやはり、ハインツの言葉を沈黙で受け止めた。

　それをどう受け取ったのか、ハインツはさらに続ける。

「報告に来たという事は、そのドラグ・ヘッドはレンドラント軍に所しよ属ぞくしているという事です。ならば我々の手には一個この最強兵力が、しかも我わが国だけに存在するという事になる。最強のカードを手に入れたという事ですよ。小うるさい手先と化したリィエンシーを下し、エルブリアを屈くつ服ぷくさせる。これはチャンスなのではないですか？　閣下！」

　彼は拳こぶしを握にぎり、顔を紅こう潮ちようさせて力説した。言葉は力強く、そして人を惹ひきつけるリズムを備そなえていた。この場にいた彼を快こころよく思っていなかった者たちさえも、彼の描えがく強国レンドラントの姿すがたに興こう奮ふんを覚え始めていたようだった。

　アルドスだけは彼の言葉を冷たい無む表ひよう情じようで弾はじき返した。

「それは無理というものだ。イルザーム議員」

　表情以上に冷たい言葉……その一言で、空想に溺おぼれそうになっていた議員や軍人たちは現実に引き戻もどされた。

「なぜならば彼女は、本日付で除じよ隊たいしたのだからな。我が国にはもはや、彼女の行動を指し示じする強きよう制せい力はなにもない」

「なぜです⁉」

　場に湧わいたざわめきを、ハインツが引き裂さいた。悲鳴じみたその声にもアルドスは動じない。老いた財ざい界かいの怪かい物ぶつは、あくまでも緩ゆるやかな言葉づかいでハインツの攻こう撃げき的な態たい度どを受け流した。

「なぜわしや本部長が、その事実を明かさなかったか、その理由を推すい察さつできんかね？」

　わずらわしげにハインツの追及をせき止めたアルドスは、あらためて全員を見回した。

「できうるならこの情じよう報ほうは、わしと本部長だけにとどめておきたかった。情報の漏ろう洩えいを恐おそれるならば、誰も知らないことこそが重要であるからな。だが、こういう事態となったからには説明しなくてはならんだろう。本部長、説明を頼たのむ」

　本部長が立ち上がり、先ほどのカーニルの一いつ件けんで意い識しき的に語られなかった秘ひ密みつが語られた。つまり、ドラグ・ヘッドの制せい限げん解かい除じよを。

《蛇タナトス》との戦いを宿命付けられていた彼らが、もはや何者にも縛しばられずに生きていける事を語った。主を必要ともせず、命令を聞く必要もなく、ただ己おのれの自制心のみに束そく縛ばくされるだけの存そん在ざいになったという事を。

「…………」

　その言葉がもたらした衝しよう撃げきはカーニル壊かい滅めつの真相よりも、激はげしく深く、一同をゆるがせた。

　なぜならば、その前に語られたのはすでに過すぎ去ってしまった真実だ。現実には何の干かん渉しようも及およぼさない。過か去こにこういうことがありましたという話でしかない。たとえそれが、一月ほどしか経たっていないにしても。

　しかし、今語られたのは現在、そして未来において重大な影響を及ぼすであろう事こと柄がらだった。

　少なくとも、アルドスを除のぞいた全員はそう考えていた。

「で、では、ドラグ・ヘッドは誰の命令も聞かないと……？」

　顔を青ざめさせた大臣の一人が震ふるえる手を挙げた。

「そういう事だ」

「しかし、それでは！」

「彼女の情報はすでに揃そろえてある。わし自身も彼女に面識がある。検けん証しようした結果、彼女が積極的に犯はん罪ざい的、反国家的な行動を取る事はないと判断した」

「それを信じろと仰るのですか⁉」

「信じるしかないではないか」

　そう断定し、アルドスは一同に冷たい現実を重い声で叩たたきつけた。

「君たちのドラグ・ヘッドに対する認にん識しきそのものが、わしにこの言葉を言わせるのだ。彼らはわしら人間にはとうてい及びのつかない、最強の存在なのだよ。その存在に対する枷かせを失ったわしらが、どのようにして彼らを鎖くさりに繫つなげる？」

「で、では、せめてドラグ・ヘッドに監かん視しを付けることに」

「それへの返答も否いなだ。同様に、わしは君らにドラグ・ヘッドの情報を開示する事も拒きよ否ひする。答えは簡かん単たんだ。猛もう獣じゆうとは関かかわらなければいい」

「それは弱よわ腰ごしではないでしょうか？」

　ハインツの異い議ぎをやはりアルドスは一いつ蹴しゆうした。

「では、君ならばどうするね？　まさか拘こう束そくする為ために軍隊を差し向けるというわけではないだろうね？　先ほど君自身がドラグ・ヘッドの能力の高さを語ったのだがな。レンドラントの兵士を使ってレンゲンテ会戦の悲劇を再さい現げんさせるつもりかね？　彼らの行動を妨さまたげるなど、我われ々われにはとうてい不可能なのだ」

　黙だまりこんだ一同に向かって、アルドスは最後にこう語った。

「彼らに人の情がある事はすでに承しよう知ちの事実のはずだ。ならば後は信しん頼らい関係のみが彼らと我らを繫ぐ。これは外交の基き本ほんだよ。そしてさらに問題なのは、彼らとの関係は国という単位ではなく、一個人同士で作り上げねばならぬものなのだ。

　そしてそこで生まれた最良の関係こそが、彼らを束縛する枷となる」
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　あれから一週間が経ち、レアナはとても暇ひまを持て余あましていた。

　ミランが一度遊びに訪れ、バーホーデン少しよう尉いとのデートを一部始終、事細かに、河か川せんが氾はん濫らんしたがごとき勢いきおいで話しまくり、イェンにレアナの体に障さわるとつまみ出されて以来、レアナの部屋は静けさを保たもっていた。

　セレンやナギリにしても毎日見み舞まいに来るわけにもいかない。シィナはシィナで何かをしているらしく、部屋にはあまり立ち寄よらない。リオンは……どうなのかはわからない。しかし毎日彼に来られても──リオンには悪いのだが──困こまってしまうだろうとも思う。

　メィシーが話し相手にはなってくれるが、彼女の話題も無限にあるわけではない。そして彼女にもレアナの世話以外に仕事がある。

　それに添そえ木をされて動かなくなった体は、レアナが思っていた以上にストレスが溜たまった。肩かたも気持ちも凝こってしまいそうだ。体を動かしたくて何かがむずむずするのだ。

　だから……

「暇だわ」

　姿すがたを見せたイェンに開口一番、そう言い放った。

「そう仰おつしやられても、怪け我がを治すには静養するのが一番なのですが……」

「暇なの」

「お嬢じよう様さま……」

「ひ～ま！」

　困り果てたイェンを、レアナはむ～と睨にらみつけた。

　そうしてしばし視線を交こう錯さくさせた後……

「わかりました」

　当たり前に、イェンが折れた。

「……そう仰られるであろうとは思っていましたので」

　イェンが部屋から出て、そして戻った時、一いつ緒しよに運ばれて来たのは車くるま椅い子すだった。

「注文した物が今日届とどきましたので、ちょうどよいタイミングです」

「そういう物があるなら、始めから言いなさい」

　頰ほおを膨ふくらませ、レアナはイェンを睨んだ。なんだかイェンの掌てのひらの上で踊おどらされている感じがするのが、気に入らない。

「ベッドで静かになさっているのが一番なのは確たしかですから」

　澄すました執しつ事じはレアナが車椅子に座すわるのを手伝い、そして外に出た。

　広い庭をただ散歩するだけなのだが、部屋で鬱うつ屈くつとしているよりははるかにマシだった。遠くの牧ぼく舎しやから馬の嘶いななきが微かすかに聞こえてきた。林から出てきた、庭内で放し飼がいにされている鹿しかがこちらを見ている。番犬の何匹びきかがやってきて、車椅子の車輪に興きよう味み深げに鼻を寄せた。刈かり込こまれた芝生しばふの上を進む車椅子の視点は普ふ段だんのレアナよりも低く、見る角度が変わる事の新しん鮮せんさをレアナに与あたえてくれた。

　まるで、この間までの事が噓うそのような静かさだ。

　テルトアを廃はい墟きよに変えた《蛇タナトス》との戦い。グリー基地で出会ったフォルストーの決意とその死……

「レスフォールは……」

「は？」

　しかし、それは確かに存そん在ざいしていた。この世界を喰くらうために現あらわれた《蛇タナトス》と守るために現れたレスフォールとの戦いが、あの日、あの場所で終しゆう焉えんを迎えたのだ。

「レスフォールはどうしてこの世界のために、戦おうと思ってくれたのかしら？」

　今の平和は、レスフォールのおかげだ。

　空を見上げる……二度と星散光の起こらない天てん蓋がいは深い青の中に小さな雲を泳がせている。

　あの空の向こうで、レスフォールは《蛇タナトス》と戦っていたのだ。多くのドラグ・ヘッドと、多くのマシン・ドライブを引き連れて。

　レアナ自身は困っている人を見ると、放っておけない性しよう分ぶんだ。

　だが、レスフォールがそうなのだとは限かぎらない。

　戦いで多くのドラグ・ヘッドが死んだろう。フォルストーのような下マ位ス模タ倣ー体ズもたくさん死んでしまっただろう。それらの被ひ害がいに対して、レスフォールが何かを感じていたとは思えない。

　ドラグ・ヘッドは《蛇タナトス》と戦うために生み出されたのだから、死ぬ事は最初から計算されていたに違ちがいないのだ。それは、レアナにとって符ふ獣じゆうが死んでしまう事と同じなのではないだろうか。

　レスフォールは高位次元知ち性せい体たいだと、フォルストーは言っていた。この世界と同位のレアナたちよりも高い位置にいる存在なのだと。

「考え方そのものが、違うのかしら」

「……フォルストーが以前、こう言っていました」

　車椅子を押おすのを止やめる事なく、イェンが言った。

　フォルストー……イェンの主であった女ひ性と。レアナよりも前の主の話を、テルトア以来、イェンは口にしないようにしていた。自らの体を夜殻素材マテリアルナイトの剣けんに変えてまで、この世界のために《蛇タナトス》と戦おうとしてくれた、レアナの祖そ先せんにもあたる人。

「なんて言っていたの？」

　彼女の記き憶おくと自じ我がはレアナの脳のうの片かた隅すみに封ふう印いんしてある。だが、その封印を解とく事は、フォルストー自身によって禁きんじられていた。

　だから、彼女の考えはレアナにはわからない。

　イェンが呟つぶやく。

「赤ん坊ぼうを見み捨すてる人間は、一いつ般ぱん的にクズっていうのではないか……と」

　その言葉を、レアナは以前にフォルストーから聞いていた。だが、深く考える余よ裕ゆうがあの時にはなかった。

「赤ん坊……この世界が？」

　レアナの存在している世界は、未み孵ふ化かの世界。《混こん沌とん》を喰らって、育つ。《卵オヴン》に似にている。いや、レスフォールがこの世界を模も倣ほうして創つくったのが《卵オヴン》だ。《蛇タナトス》からこの世界を守るための囮デコイとして創った。

　世界が孵化する──単なる概がい念ねん的なものだとばかり思っていた。そもそも、この世界が未孵化……まだ生まれてもいないと言われても、この世界で生きているレアナには、そんな実感はない。

　だが、納なつ得とくしてしまいそうになっている自分もいる。

「レスフォールはこの世界と同じ存在」

　それはつまり、この世界もまたレスフォールのように話し、考えるという事だ。

「この世界が孵化する……孵化したら、どうなるのかしら？」

「さて、私にも想そう像ぞうがつきません」

　その事を考えてレアナは黙だまり込み、イェンもレアナの考えを邪じや魔まするような事はしない。やがて、屋や敷しきからかなり離はなれてしまった。

　レアナは考える事をやめて、見み慣なれた風景に目を向けた。これ以上は考えるだけ無む駄だだと思ったのだ。孵化した時に、きっと全すべてが分かるのだろう。

　イェンもレアナも、特に何かを話すような事はなかった。静せい寂じやくは緊きん張ちようを呼よばず、逆ぎやくに心地ここち良い。イェンが背はい後ごにいる。その存在感がレアナの中から動けずに鬱屈していたものを風とともに流していく。

　しかし、その鬱屈さが流された後には、一つのシコリが顔を見せていた。

「ねぇイェン」

「はい」

　聞くならばこのタイミングしかない、レアナはそう思った。思った次の時には自然に言葉が口から零こぼれ出ていた。その先を紡つむぐのにはひどく勇気が要いった。

「あなたは、執しつ事じになることが望みなの？」

「…………」

　その質しつ問もんに、イェンはすぐには答えを出してくれなかった。車輪が芝生を踏ふみしめる音がレアナの緊張を助長した。

「その服が着たかったのでしょう？　執事になりたかったのでしょう？」

　グリー基き地ちで、イェンは確かにそう言ったのだ。

　契けい約やくによってレアナが主となってから、イェンはずっとバーミリオン家でレアナ付きの執事として働いている。

　そして今、イェンにはドラグ・ヘッドを縛しばり付けていた制せい限げんがない。主を求める必要もないし、主の命令に従したがう必要もない。

　それでもイェンは、レアナの執事でいてくれている。

　執事の仕事が好きだから、それはいい。

　だが、レアナの側そばにいる必要はもうないのだ。レアナの世話をする必要もない。

　それなのに、イェンはレアナの側にいて、かいがいしく世話をしてくれる。

　レアナにはわからない。

「……お嬢じよう様さまがなにを問いたいのか、よくわかりませんが」

　イェンはそう前置いた。

「執事という仕事は好きです。いえ……そもそも私には、戦い以外で何かをした経けい験けんがお嬢様と出会うまではなかったのですから、それ以外の仕事に対する好こう悪おはないのですが、それでも、執事という仕事に私は満足感を得ています。誇ほこりを感じているとも言えるでしょう」

　イェンの顔を見たいという欲よつ求きゆうを、レアナは必死にこらえていた。取り乱みだす事なく、イェンの言葉を聞きたかった。それでも、ひじ掛かけにかけた手に力がこもるのを押さえられなかった。

「しかし、私がこの服、執事である事を示しめすこの衣い装しようを気に入っているのは、そういう事ではないのです。それらは全て、この服を着る事によって得る事のできたものなのですが、それでも、この衣装ほどに重要なものではありません。お忘わすれですか？」

「え？」

　不意打ちの問いかけに、レアナは振ふり返ってしまった。

　イェンは誇らしげに胸むねに手をあて、レアナを見つめていた。

「お嬢様がこの服をお授さずけになってくれたのです。お嬢様が私に、戦い以外で主の側にいることができることを教えてくれたのです。私にとってこの服とは、まさしくそういうものなのです」

　時間を追って頰ほおが熱くなるのを、レアナは感じた。

「それは、つまり……」

　はっきりとした言葉が欲ほしかった。遠回しではなく、真正面からレアナを突つき刺さす言葉が欲しかった。イェンの唇くちびるが紡ぎだす真実が欲しかった。

「私は、お嬢様の側にいたいのです」

　もう我が慢まんできなかった。熱くてたまらない頰を押さえる。目の奥おくまで熱くなってきて、レアナは必死に耐たえた。喉のどの奥まで痙けい攣れんしてくる。

　イェンの気持ちを聞く事ができた。契約に捕とらわれていない、イェンの本音だ。

　堪こらえきれず、レアナは体を折り曲げてイェンに顔を見せないようにした。骨こつ折せつした腕うでが体に挟はさまれて痛いたむ。だがその痛みすらも、今ここで起きた事が現げん実じつである事をレアナに知らせてくれるものでしかなかった。

「あの、お嬢様……？」

　自分の言葉の破は壊かい力を自覚していない執事は、体を震ふるわせだした主人に驚おどろき、車くるま椅い子すを止めた。

「気分が悪くなられたのですか？」

　レアナは首を振った。だが「大だい丈じよう夫ぶ」という言葉は出せなかった。いま一言でも声を出そうものなら、我慢している何もかもが溢あふれ出し、止められない事がわかっていた。

「とにかく、もう、部屋に戻もどりましょう」

　慌あわてるイェンにレアナは車輪を摑つかんで車椅子が動くのを止めた。こんな状じよう態たいのまま屋や敷しきに戻りたくはない。他ほかの誰だれかに、こんな姿すがたを見られたくはない。

「え～……あの、お嬢様？」

　レアナの行こう為いに、イェンはどうしていいかわからないらしい。困こまったように車椅子から手を離はなし、しかし、顔を見られたくないらしいレアナの前に回る事もできず、呆ぼう然ぜんとする。

「部屋には戻りたくないのですか？」

　おそるおそるという感じの執事の問いに頷うなずく。イェンは部屋へ戻る事を強行する様子はなかった。

　鈍どん感かんな執事はそのまま、自分がなにをしていいかもわからず、ただ黙だまってレアナの側で立ち尽つくしているしかできなかった。
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　その夜。

「シィナ、入りますよ」

　ドタンバタン！

　ノックとともに声をかけたイェンは部屋の中から聞こえたその音に首を傾かしげた。

「い、いいよ！」

「なにをしていたのですか？」

　部屋の中を覗のぞけば、シィナが息を荒あらげてベッドに腰こし掛かけていた。

「な、なんでもない！」

　ぜんぜんなんでもなくなさそうなのだが、イェンはとりあえずその事には頓とん着ちやくせずに用よう件けんを述のべた。

「お嬢様がお呼よびです」




　その少し前、アルドスがレアナの部屋を訪おとずれた。

「あら、お祖じ父い様。珍めずらしく早いお帰りですね」

「う、うむ」

　レアナの明るい声に戸と惑まどうように頷くと、アルドスはベッドの前に運ばれた椅子に腰掛けた。

「怪け我がの方はどうだ？」

「順調だとは思いますけど、そう簡かん単たんに治るものでもありませんし、気長に治しますわ」

「……ずいぶんと機き嫌げんがいいが、何か良い事でもあったのか」

「え？　いいえ別に何も」

　否ひ定ていしていてもレアナはやはりにこにこと笑っていた。アルドスは孫まごの態度に唸うなるように声を漏もらすと、表ひよう情じようを引き締しめた。

「レアナ」

　その一言で、レアナも表情を変えた。

「どうかなさいましたか？　お祖父様」

「どうやら危き惧ぐしていた方向に、動いてしまうようだ」

「では？」

「うむ。懸け念ねんしていた通りの事態になってしまった」

　祖そ父ふの言葉に、レアナは表情を曇くもらせた。

　レアナは祖父にカーニルでの一件を全すべて、包み隠かくさずに報ほう告こくした。《蛇タナトス》の事、レスフォールの目的、そしてドラグ・ヘッドたちの制せい限げん解かい除じよ……自分が知る限かぎりの全てをだ。

　それにアルドスは一つの危き険けん性せいを示しめしていた。

　その危険性は今日、現実のものとなってしまった。

「では、すぐにイェンとシィナを呼びましょう」

　外に控ひかえていたイェンを呼び、レアナはシィナを連れて来るように頼たのむ。

「やれやれ、これではルシアに『老いた』と笑われるな」

　イェンが去った後に、アルドスがそう零こぼす。レアナはその軽口に笑ってやることはできなかった。




「この屋敷から出ていってもらう事になったわ」

　やってきた二人に、レアナはまずその事を告げた。

　イェンとシィナ、二人の表情が凍こおりつくのを見つめるレアナもまた、表情を硬かたくしている。

「レアナ、それでは単刀直入がすぎる」

　アルドスはすでに涙なみだを浮うかべているシィナの頭に手を置くと、ゆっくりと事情を説明した。最初はレアナの一言で戸惑っていた二人も、アルドスが話を進めるうちに驚き、そして怒いかりの表情を浮かべた。

「お姉ちゃん！　そんなの、従したがわなくてもいい！」

「そういうわけにもいかないのよ。なにより、わたしがそういうことをしたくないの。わかるでしょう？　シィナ」

「でも、従う必要なんてない！　あたしやイェンがいたら、あいつらなんて……」

「私が知らないとでも思っているの？　〝ヴェイオウルフ〟も〝ミストレス〟も、この間の戦いで稼か動どうに問題が出るほどのダメージを受けている。今動かす事はできない。そういう意味では、あなたは安全かもしれないけれど、動く可か能のう性せいがある以上……そしてこの世界のどこかに二機のように完全な状態のマシン・ドライブがあった時、あなたの力が必要になる。決して逃にがしてはくれないわ」

「だったら！」

「それでも、あなたたちにはもう戦ってほしくない。あなたたちはもう、自分がするべきことをやり遂とげているのよ？」

「でも、それでもやっぱり……お姉ちゃんが」

　食い下がる妹にレアナは自信に満ちた笑えみを浮かべた。

「彼らがわたしたちに危害を加えるような事は絶ぜつ対たいにできないわ。ねぇ、お祖父様？」

「うむ、それだけは不可能だな」

　アルドスもまた鷹おう揚ように頷く。髭ひげに隠れていたが、口元には笑みが浮かんでいた。

　祖父と孫、二人の似にかよった笑みにイェンとシィナ、二人は数すう瞬しゆん、息を吞のまれた。好戦的で不ふ敵てきな笑み。レアナのそんな笑みを見るのはシィナだけではなく、イェンも初めてだった。

「バーミリオン家を相手にする。それがどういう事なのか、奴やつらに教えてやるだけだ」

　どこか陽気にも取れるその声に、イェンは深々とため息を吐ついた。

「承しよう知ちいたしました」

「イェン！」

「シィナ、これ以上お嬢じよう様さまを煩わずらわせるわけにはいきません。今すぐ支し度たくをしなさい。大おお旦だん那な様、リンを同行させますが、よろしいですか？」

「うむ、資し金きんの方はセバスに用意させてある。受け取っていけ」

「ありがとうございます」

　礼をすると、イェンはまだ納なつ得とくしていないシィナを引っ張ぱって部屋から出ていった。

　扉とびらが閉とじられると、レアナは深く肩かたを落とした。一転して疲つかれた様子を見せるレアナの肩に、アルドスは労いたわるように手を置く。

「なかなかの態たい度どだ」

「レアナ・バーミリオンの態度を取っただけです」

　バーミリオン家であること。財ざい界かいの頂ちよう点てんに君くん臨りんする者の態度。幼おさない頃ころからレアナに刷すり込こまれた、普ふ段だんは意い識しきの奥おく底そこに押おさえ込んでいるものを意識的に表に浮かび上がらせただけ……

　だが、刷り込まれているとはいえ、知識を実じつ践せんするのは疲れる。

　アルドスは満足げに頷うなずいた。

「そうだな。これからの事はバーミリオン家の人間の作法を実践する上では、いい教材になるやもしれん」

　アルドスは椅い子すに深く腰こしをかけると、目を閉とじた。眠ねむっているわけではなく、ただ力を抜ぬいているだけだ。祖父の境きよう地ちには至いたれないレアナはシーツを強く握にぎり締しめた。

『私はお嬢様の側そばにいたいのです』

　そして、昼間に聞いたあの言葉がもう遠くに行ってしまった気がして、レアナは胸むねが締め付けられるのを感じた。




　二人がこの部屋から消えてしばらくした後に、メィシーの悲鳴じみた制止する声と、荒あら々あらしく廊ろう下かを進む無数の足音が部屋に近づいてきた。

　アルドスがゆっくりと目を開けた。レアナも抜けていた気力を再ふたたび体に湧わき立たせ、毅き然ぜんと背せを伸のばす。やがて扉が乱らん暴ぼうに開かれ、そこからブラウンのスーツを着た壮そう年ねんの男を先頭に、兵士が部屋へとなだれ込んできた。

「こんな時間にずいぶんと礼れい儀ぎをわきまえない訪ほう問もんをするな、イルザーム議員」

「非ひ礼れいはお詫わびしますよ、大だい統とう領りよう閣かつ下か。しかし、どうしても可か及きゆう的てき速すみやかに解かい決けつしたい問題がありましたもので」

　ハインツ・イルザームは肩をすくませて、アルドスの前に立った。

「次の選挙を待てなかったのかね？　君の勝利は間ま違ちがいなかっただろうに」

「国を支ささえるシステムを尊そん重ちようする事は、大切です。ですが、時間というのはとても残ざん酷こくな生き物なのですよ」

　生気と自信、そして覇は気きが異い様ようなまでに漲みなぎった男だった。一言一言をはっきりと喋しやべる声には力があった。豊ほう富ふな金きん髪ぱつを乱らん雑ざつに後ろに撫なでつけ、鋭するどい光を発しながらもどこか魅み力りよくを宿した目をアルドスとレアナに向けている。鋭く尖とがった鼻、引き締まった頰ほおと太い唇くちびる。知性と野性と男性的魅力が渾こん然ぜん一体となって容よう貌ぼうに凝ぎよう縮しゆくされていた。一代の英えい雄ゆう、そういうものが現げん代だいにあるのならこういう男なのだろうと、レアナは内心で珍めずらしい生き物を見ている気分になった。

　冷たい緊きん張ちようが心の中に張り詰つめていたが、そう思うだけの余よ裕ゆうがまだレアナの中にはあった。

「で、用よう件けんは何かね？」

「まず、大統領の権けん限げんを私にお譲ゆずりいただく事、そして……」

　ハインツが片かた手てで合図をすると、レアナたちを取り囲んだ兵士が一いつ斉せいに銃じゆうを突つきつけた。

「あなた方の身み柄がらを確かく保ほする事です」

「ふむ……」

　銃を突き付けられても、アルドスもレアナも動どう揺ようは見せなかった。レアナは微み塵じんもベッドから動かず、アルドスは手をゆっくりと組み合わせてハインツを見上げた。

「それでどうするね？」

「あなたがたが所有しているドラグ・ヘッドに命令を与あたえるためです。レッグモールの事件を生み出したドラグ・ヘッド。そしてもう一体、ジオストックを業ごう火かに沈しずめた巨きよ人じんの操あやつり手、二体の災さい厄やくの担にない手たちを」

　ほんのわずかに肩が震ふるえたのを、レアナは自じ制せいできなかった。内心では怒いかりが煮にえたぎっていた。よりにもよって二人をそんな風に呼よぶなんて！　レアナのハインツを見る視し線せんは怒りに反はん比ぴ例れいするように冷たいものになった。

「では、屋や敷しきの中を存ぞん分ぶんに探さがすが良かろう」

　アルドスの鷹おう揚ような返事に、ハインツは眉まゆの角度を変えた。

「逃にがしたのですか？」

「もとからそのような者などいないという事だ」

「……いいでしょう」

　ハインツの行動は早かった。アルドスからレアナの前に移い動どうしたハインツは、政せい治じ家かとは思えない速さでスーツの内側から銃を抜き放つや、その額ひたいに銃口を押し当てた。

「イェン・シェンカー！　聞こえているならば今すぐに来い！　十数える間に現あらわれなければ、貴き様さまの大切な元主の額に穴あながあき、美しい少女が無む惨ざんな死に様を見せる事になるぞ！」

「薄うす汚ぎたない山さん賊ぞくのやり方ね」

「一アンス！」

　レアナの言葉を無視し、ハインツが叫さけんだ。アルドスは微み塵じんも動揺する様子を見せず、レアナもまた、緊張を面おもてに現さないように務つとめた。彼らにレアナは絶ぜつ対たいに殺せない。二つの理由でレアナには確かく信しんがあった。

（だからイェン、来てはだめよ）

　心の中でだけそう呟つぶやく。




「二ウライフ！」

　額に集中した神しん経けいが冷たい銃口の感かん触しよくにちりつく。




「三サフ！」

　撃げき鉄てつが引かれる乾かわいた音が骨ほねを伝って頭を痺しびれさせた。




「四フルムス！……五フエフ！」

　引き絞しぼられた弓のような緊張が部屋には充じゆう満まんしていた。レアナに銃口を当てたままゆっくりと数字を叫ぶハインツ、孫まごの危き機きに目を閉じ、泰たい然ぜんとした姿すがたで目を閉じたアルドス……彼らを取り巻まく兵士たちには息を吞む緊張感に顔から汗あせを噴ふん出しゆつし、落ち着きがなかった。ドアの前まで駆かけつけたメィシーやその他のメイドたちが耐たえ切れずにその場に座すわり込み、あるいは失神した。セバスのみは毅然とした立ち姿を保たもっている。




「六ラツス！」

　銃爪ひきがねにかかっていた指に力がこもる。




「七デインス！」

「イェンさん……」




「八カートス！」

　家の者ではない、しかし聞きなれた弱々しい祈いのりの声。




「九ナリス！」

　タイムリミットまで後一つ、ハインツの眉は隠しきれない緊張で痙けい攣れんし、対照的にレアナは硬かたくした表ひよう情じようをかすかに緩ゆるめた。イェンは来ない、そう思ったのだ。

　だが……

「十アンヴーフス！」

　最後の一つが数えられたその瞬間、ベランダに繫つながる窓まどガラスが吹ふき飛んだ。百に近い刃は物ものと化したガラス片へんが兵士たちに降ふり注ぎ、軍服を切り裂さいて、肉に突き立った。

　完かん璧ぺきにコントロールされたガラス片の雨はレアナやアルドスにはまったく当たらず、兵士たちのみを襲おそう。

　ガラス片の一つがハインツの銃を持つ手に突き立った。

　ハインツ、そして兵士たちの悲鳴が聞こえるよりも早く、部屋の中央で一つのぶつかり合いが起こり、レアナの部屋を中心にして巨大な屋敷が揺ゆれた。悲鳴は他を圧あつする屋敷の身じろぎする音によってかき消されてしまった。

　駆け抜ぬけた衝しよう撃げき波はが近くにいた兵士たちを容よう赦しやなく打ち倒たおしていた。レアナは余波の突とつ風ぷうを全身に受け、アルドスは椅い子すごと床ゆかに倒れてしまった。

　ぶつかり合いの中心には二つの人ひと影かげがあった。

「バカ……」

　こうなった時に、そうなるであろう事はレアナにもアルドスにもわかっていた。

　イェンがそこにいた。《マキナ》によって生み出した剣けんを前に突き出し、鋭く細められた瞳ひとみには敵てきを見つめる冷れい徹てつさがあった。

　そしてイェンの剣を受け止めた人物は、今にも泣きそうな顔でその視し線せんに立ち向かっていた。

　ミランだ。

「外げ道どう」

　レアナは起き上がろうとするハインツを蔑さげすんだ目で見た。彼は痛いたみに顔を引きつらせながらも、口元に勝ち誇ほこった笑えみを作っていた。

　ミランは震ふるえる声で相対するイェンに剣を向ける。

「イ、イ、イェンさんでも……え、遠えん慮りよしないですから！」

「けっこう。ならば私の敵として死になさい」

　躊ちゆう躇ちよないその言葉に、ミランは瞳にためた涙なみだを零こぼした。

　それでも、逃げようとはしない。

　レアナには痛いほど分かる。あれは今のレアナと同じ、逃げられない者の目だ。

　逃げれば、他ほかの誰だれかが犠ぎ牲せいになる。

　それは、おそらく……

「あ、あの時の《マキナ・ハウル》で、イェンさんの戦せん闘とうパターンはわかってるんですから！」

「…………」

　イェンはなにも言わなかった。ミランの言葉がただの強がりだという事はレアナにもわかる。

　イェンが一歩、ミランの間合いに無む造ぞう作さとも言える仕し種ぐさで踏ふみ込んだ。

「やめなさい、イェン」

　レアナの言葉で、イェンは動作を止めた。いつのまにかミランの首にイェンの剣があてがわれていた。止めなければミランの首は胴どう体たいにさよならを告げていただろう。

「そして早く行きなさい。あなたを捕つかまえる事のできる者など誰もいないのだから」

「それはできません」

「イェン！」

「お嬢じよう様さまには死なない自信がおありのようですが、その可か能のう性せいがゼロではない以上、私にはできません。カーニルでのあのようなミス、二度と犯おかすわけには参りません」

　イェンがレアナを見た。レアナの包帯を巻かれた腕うでを見つめていた。

　あの事じ故こが、こんな形で禍わざわいするとは……レアナは唇くちびるを嚙かみ締しめた。

「理り解かいしてくれたのならばけっこうだ、イェン・シェンカー」

　利きき手から流れる血をハンカチで押おさえ、ハインツが立ち上がる。ミランは悔くやしそうな顔をしてハインツを睨にらみつけていた。兵士たちは苦く痛つうにうめきながらもどこかほっとした様子でイェンを取り囲もうとしている。
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「もうすでに確かく認にんしているかもしれないが、屋や敷しきの外には戦せん術じゆつ歩兵が二個こ小隊、待機している。合図次し第だいでこの屋敷に向かって全力攻こう撃げきをしかける手はずだ。君は無事でも、レアナ嬢は無事では済すむまい。さらに、ここをうまく脱だつしたとしても、レアナ嬢の友人方になんらかの危き害がいが及およぶ事だろう」

　兵士の壁かべの向こうに立って、ハインツは悠ゆう々ゆうと告げる。

　そしてイェンは……

「我われ々われとともに来てもらおう。さもなければ……」

　全すべてを言わせなかった。イェンは兵士たちの誰の目にも止まらない速度でハインツの前に立つと、その頰ほおに拳こぶしを叩たたきつけた。もちろん本気ではないが、ハインツは再ふたたび床に倒れる。

「覚えておいてもらおう」

　口から血を吐はき出すハインツを冷然と見下ろし、イェンは言い放つ。

「貴き様さまを殺す事など、私には何の苦労もない。お嬢様に毛ほどの傷きずを与あたえただけでも貴様を殺す。貴様には逃にげ場などない。地の果てでも海の底でもたとえ外がい殻かく上といえども。貴様にはもはや死以外に安らげる場がないのだという事を覚えておけ」

　イェンの全身から噴ふん出しゆつしているのは極ごつ寒かんの凍とう土どのような怒いかりだった。蒼あおく輝かがやくオーラが見えそうなほどで、兵士たちは目に見えない何かに触ふれて硬こう直ちよくした。痛みの呻うめき声すらも冷気に当てられて凍こおりついた。

「……承しよう知ちした」

　血を床に吐き捨すてて、ハインツは答えた。

　そうして、兵士たちに取り囲まれてイェンは連れ去られた。ミランが申し訳わけなさそうな視線をレアナに送ったが、しかし言葉にはなにもしなかった。

「人の情こそがドラグ・ヘッドに対する枷かせとなる。イルザームめ、履はき違ちがえおって」

　見み張はりの兵士以外誰もいなくなった後、アルドスは苦々しく呟つぶやいた。







　怪かい盗とうの復ふつ活かつ
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　ラングス・オースティンは堂々とその場所にいた。

　ウォレントの東部工業区の地下、先住民族がかつて祭さい祀しの場としていたという大だい空くう洞どうである。ラングスはそこを自分専せん用ようの秘ひ密みつ工こう房ぼうとしていた。

　そして怪盗バロン・ザ・スカーレットを名乗っていた頃ころ、レンドラントにおける根ね城じろともしていた。あの事じ件けんの後、この近辺も捜そう索さくがなされたようだが、幸いにもこの場所をレンドラントの保ほ安あん隊は見つける事ができなかったようだ。

　それにはこの工業区のかなりの部分に占せん有ゆう権けんを持つオースティン・エンジニアリングが企き業ぎよう秘密を盾たてに保安隊の捜そう査さに抑よく制せいをかけたという事実があるためでもあるが、それでも、この場所が無事であった事はラングスにとって幸いだった。

　なにしろ、テルトアでの騒さわぎでクァグ・ネレイドーにはずいぶんと無理をさせた。その後にろくな修しゆう理りもできないまま土木作業という繊せん細さいな仕事までやらされたのだ。

「ふうむ、上にある資し材ざいだけで事足りるだろうか？」

　今、ラングスは設せつ計けい図ずを開き、部品単位にばらされた鉄の巨きよ人じんを眺ながめていた。作業用のゴーレムが部品の間を歩き回り、ラングスの指し示じに従したがって損そん傷しようの激はげしい部品を運び出し、まだ使用に耐たえる物はオイルで砂さ塵じんを洗あらい流すという作業を行っていた。

「例の新式符ふ動どう機関の実験もせねばならんし……親父殿会長も無理を言う」

　口では愚ぐ痴ちを零こぼしながらも、頭の中は新しいクァグ・ネレイドーの構こう想そうを閃ひらめかせて、瞳ひとみは輝いていた。ラングスには、最終的には術理を必要としない人型の機械を作るという目標があった。動力そのものは符動機関で賄まかなっているが、ラングスが術理で制せい御ぎよしなければ指の折り曲げはおろか、歩行の際さいのバランスも取れないのが今のクァグ・ネレイドーの実じつ情じようだ。

　やがてペンを取ったラングスは設計図に新たな書き込こみを加えていく。無む造ぞう作さとも思える書き方だが、図に染しみ込んだインクは寸すん分ぶんの狂くるいのない直線や曲線を描えがき、正確な図面を引いていく。

「軽量化されるのは良いが、これではやはり全体の重量バランスが崩くずれるな。それに補ほ助じよ筋きん肉にくの作動効こう率りつを考えると導どう管かんの素そ材ざいも考え直した方が良い。ふうむ、やはり一から引き直した方が早いか……しかしそれでは今のパーツで流用できる物がかなり限かぎられる。予算の問題もあるしな」

　二重写しのようになった図面を眺めてラングスが唸うなっていると、広い工房に反はん響きようするほど激はげしく鉄の扉とびらが開かれた。

「伯お父じさん！」

　息せき切ってやってきた甥おいの声を、図面を睨みつけるラングスは聞いていなかった。扉が開け放たれた事にすら気付かなかった。顔を真っ赤にした美青年はもう一度声を上げるのももどかしく、駆かけ寄よると伯父の肩かたを摑つかむ。

「なんだリオンか。どうした？」

「どうした？　じゃないよ！」

　驚おどろいた顔の伯父に、リオンは苛いら立だちをぶつけた。

「クーデターだよ！」

　不ふ穏おんな一言にラングスは眉まゆ根ねを寄せた。

「なんだ？　もう少し正確に語れ。それではわからん」

「今日、レアナさんの所に見み舞まいに行ったんだ。そうしたら、いつもなら誰もいない正門に兵士がいて、追い返された。おかしいと思って潜せん入にゆうしたんだけど」

「おい……」

　まだ怪盗の真ま似ね事ごとをしている甥をラングスは睨みつけた。

「緊きん急きゆう事じ態たいなんだよ！　とにかく、敷しき地ちに入ってもそこら中に軍用犬を連れた兵士がいて、屋敷の中にも兵士がいたんだ。メイドの顔色はみんな悪かったし、なによりレアナさんの部屋が大たい砲ほうでも撃うち込まれたみたいになってた。レアナさんは屋敷にはいるみたいだったけど、屋内の警けい備びはもっと厳げん重じゆうだったから、どこにいるかまでは探さぐれなかったんだ」

「ふうむ……」

　ラングスが唸る。確たしかにただ事ではない。

「街の様子はどうだ？」

「そっちは特に騒ぎになっている様子はなかったよ。ただ新聞で、大だい統とう領りようが病気で倒たおれたって報ほうじられてた」

「なるほど」

　すでに絵図面の見えたラングスはもう一つ、質しつ問もんをした。

「それで、大統領の代理か、あるいは後こう任にんだが、誰に決まった？　副大統領か？」

「いや、確か違ったよ。緊急議会が開かれて、議会内選挙で臨りん時じ大統領に選ばれたのが確か……ハインツ・イルザーム」

「ふん、そういうことか」

　鼻を鳴らすと、ラングスは視し線せんを図面に戻もどした。

「伯父さん！」

「あの二体のドラグ・ヘッドと巨きよ人じん石せきを操あやつっていた娘むすめがどこにいるか調べろ。簡かん単たんに見つかるか、あるいはまったく見つからないかのどちらかだろうがな。後は……あの娘の友人がいただろう。小うるさい二人だ。あれがどうしているかも調べておけ」

「そんな事よりも、レアナさんを助けないと！」

「あの娘は怪け我がをしている。いま下へ手たに手を出すよりは、動けるようになってから助けに向かった方が確かく実じつだ」

「でも、その間に何かあったら……」

　まだ食い下がる甥に、ラングスはつまらない事を話すように言った。

「あの娘に何かあってみろ、その時はこの国が焼け野原に変わる時だ。それがわからん連中に好きにさせるほど、バーミリオン家の人間は甘あまくないぞ」
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　伯父になにを言われようとも、リオンの決意は変わらなかった。

（レアナさんを救い出す！）

　そう決めるとリオンは工房の奥おくにある倉庫に飛び込んだ。衣い装しようケースに飛びつくと、中から衣装を一式引っぱり出す。漆しつ黒こくのタキシード。同色で裏うら地じが赤のマント、そしてシルクハットに深しん紅くの仮か面めん……バロン・ザ・スカーレットの衣装だ。リオンはそれを纏まとうと秘密工房を飛び出した。

　外の世界はすでに夜と化していた。怪かい盗とうの時間である。リオンは地面を一ひと蹴けりすると、緩ゆるやかに、しかし高い跳ちよう躍やくをして近くにあった工場の屋根に飛び移うつった。

　リオンの跳躍力が優すぐれているわけではない。これは衣装の能のう力りよくだった。物が地面に向かって落ちるのは、大地の奥深くに物質を引き寄せる、磁じ力りよくとはまた違ちがう力……引力があるためということはすでに解かい明めいされている。革かわ靴ぐつとマントに仕し込こまれた錬れん金きん術じゆつ師したちによって精せい錬れんされた特とく殊しゆな金きん属ぞくが、引力をある程てい度ど遮しや蔽へいしているのだ。

　そしてさらにリオンは衣装の機能を動かし、夜の中にその姿すがたを埋まい没ぼつさせた。光を屈くつ折せつさせて自分の姿を消す。術じゆつ理り遣つかいの間では光こう遁とんと呼よばれる術だ。

　ただ、完全に姿を隠かくすと自分の視覚すら失われてしまう。リオンにはラングスのように無視覚で行動できるほどに優れた知覚力は持っていない。視力増ぞう大だいの術が備そなわった深紅の仮面だけが闇やみに浮うき、夜気を切り裂さいていく。

　これらは全すべて、オースティン・エンジニアリングの技ぎ術じゆつ者しやたちによって開発された技術だ。ラングスやリオンは、技術者たちが開発した新技術をテスト運用する役やく割わりもまた負っていた。ある一定の術を特定の条じよう件けん下かで作動させる事は、すでにレンドラントの戦術歩兵師し団だんの使う儀ぎ器きに流用されている。引力遮蔽金属は、次世代の飛行技術として開発されたが、まだ実用段だん階かいには至いたっていない。

　夜の闇に姿を消し、リオンは人には不ふ可か能のうな──緩やかではあるが──跳躍を繰くり返してウォレントを駆け、そしてバーミリオン家の屋敷へと辿たどり着いた。

　庭内に入り込んだリオンは油ゆ断だんなく辺りを探さぐった。胸むねのペンダントに手をやる。以前、これを取り戻す為ために侵しん入にゆうした時は、意表を突つかれるほどに警けい戒かいという言葉とは無む縁えんの空気が漂ただよっていた。だが、今はどうだ？　あちこちで軍用犬の双そう眸ぼうが月明かりを跳はね返して浮かび上がっていた。軍ぐん靴かが芝生しばふを踏ふみつける音もしている。見み張はり台がないのを訝いぶかしく思いたくなるほどに、基き地ちか刑けい務む所しよかと言いたくなるほどの警備だ。

（ママ、僕ぼくに力を貸かしてくれ）

　ペンダントの中の写真に祈いのり、リオンは数度の跳躍で庭内を抜ぬけ屋敷の屋根に無事辿り着いた。数度の芝生を蹴る音に何人かの兵士は気付いたようだが、すでにその場にリオンはいない。犬たちもまた、着地点でにおいを感じたかもしれないが、断だん片ぺん的なその痕こん跡せきを辿る事はできず、兵士たちは気のせいで片かた付づけた。

（レアナさんはどこに？）

　リオンは屋根の上を慎しん重ちように進みながら地上を見下ろし、芝生に反はん射しやする窓まどの光を見て人のいる場所を確かく認にんし、さらに数度の来らい訪ほうで頭に叩たたき込んだ屋敷の図面と検けん討とうした。昼の明るい内ではできなかった事だ。

　窓の光が一番集まっているのはメイドたちが居きよ住じゆうしている区画だ。まさかそんな場所にレアナを軟なん禁きんしているとは思えない。ではどこに……

　屋根を歩いている内に、明かりの集まっている場所が他ほかにもある事に気付いた。バーミリオン家の屋敷はその広さに比くらべると居住している者は極きよく端たんに少ない。使われていたのはほんの一部分で、ここには誰も住んでいなかったはずだ。

（ここか……）

　リオンは屋根の一部にロープを引っ掛かけると、慎重に窓まで降おりていった。一つ目の部屋には兵士が詰つめていた。休きゆう憩けい所じよというには雰ふん囲い気きが違った。隣となりの壁かべに耳を当てている兵士が一人いる。

　リオンは体を揺ゆらして隣の窓に飛びつき、部屋の中を覗のぞく。

　いた。

　ベッドの中でレアナはじっとしていた。その隣ではレアナ付きらしい見覚えのあるメイドが心細げに座すわっている。

　はやる気持ちを抑おさえ、リオンは懐ふところから取り出した小こ瓶びんに入った油を窓の金具に注ぐと、音もなく窓を開けて部屋に入りこんだ。光遁を解とく。

「静かに」

　小声で呟つぶやき、リオンは唇くちびるに人差し指を当てた。メイド……メィシーは上げかけた悲鳴を口に手を当てて吞のみ込んだ。レアナが目を丸くしてリオンを見ている。

　リオンは左右に壁を指差し、次いで耳を示しめした。レアナはすぐに理解してくれた。メィシーに小声で紙とペンを用意するように言う。

『どうして？』

　レアナはそう、紙に記した。

『あなたをたすけにきました』

　ペンを受け取って紙に書くと、レアナは眉まゆをひそめて新たな文を書いた。

『ありがとう。だけど今はいいわ。時期じゃない』

『しかし、ここは危き険けんです』

『いいえ。自由はないけれど、直ちよく接せつ的な危害は加えられない。彼らを紳しん士しだと信じているからではない、わたしに万が一の事があれば、彼らは不ふ利り益えきを被こうむることになる』

　レアナの顔は冷静な自信があった。

　リオンはその表ひよう情じように違い和わ感を覚えた。レアナはこんな顔をする女じよ性せいだっただろうか？　冷れい徹てつで徹底した計算に裏うら打うちされた自信……それはリオンの知るレアナには不ふ似に合あいなものだった。

『それよりも、お願いがあるの』

　そう書いて、

『イェンが連れて行かれた』

　その文を見て、リオンは仮か面めんの奥おくで表情が変わらないようにするのに苦労した。驚おどろいたからではない。そう記しているレアナの表情が悲しそうに歪ゆがんだからだ。

『シィナは逃にがしたけれど、どうなったのか、わたしにはわからない。捜さがして、できれば匿かくまってほしい。それにナギリやセレンがどうなっているのか、わたしへの牽けん制せいのために捕つかまっているらしいの。それと、ミランを操あやつるために誰だれかを捕とらえているはず。おそらくはロイ・バーホーデン少しよう尉いだと思うけれど、確たしかめてほしい』

　伯お父じの指し示じをより詳くわしくした頼たのみに、リオンは渋しぶい顔をした。彼女は今逃げる気などまったくないのだ。やる気だけが空回りした道どう化けとなってしまっている事を、リオンは痛つう感かんした。

　それでも、リオンは足あ搔がいた。リオンは今でも、レアナをすぐにこの屋や敷しきから連れ去りたかった。そしてそのまま、自分の国へ連れ帰ってしまいたい。

『しかし、絶ぜつ対たいに大だい丈じよう夫ぶだとは言えません』

『二つ、わたしが大丈夫と信じる理由がある』

　レアナは二つの理由を示した。

　一つはイェンとミラン、二体のドラグ・ヘッドの復ふく讐しゆうだ。彼らを操るための枷かせとしたレアナたちが万が一にも死に、そしてその情じよう報ほうが漏もれてしまえば、あの二体を止められる者はもはや地上には誰も存そん在ざいしなくなる。そこにシィナが加わったとしたら……レンドラントという国がなくなるだけではなく、最悪、大地そのものが消しよう滅めつしてしまう可か能のう性せいもある。

　そしてもう一つはバーミリオン財ざい閥ばつだ。

『しかし、レアナさんたちを人ひと質じちとして脅おどす事だって……』

　そこまで書いた所で、突とつ然ぜん、ドアが開かれた。

「！」

　リオンが身み構がまえる。ドアから現あらわれたのは儀ぎ器きを身につけた戦せん術じゆつ歩兵たちだった。

　さらに窓から兵士が現れ、退たい路ろも断たたれた。

　単なる巡じゆん回かいではない。リオンがここにいることが完全にばれていた。どこかでミスをしたか？　それとも壁に耳を当てている以外に監かん視しの手しゆ段だんを講こうじていたのか……完かん璧ぺきに調ちよう査さ不足だ。伯父の手伝いをしていた頃ころには一度もしたことのないミスに、リオンは舌した打ちした。

「バロン・ザ・スカーレット……？」

　戦術歩兵の一人がリオンの姿すがたを見て呟つぶやいた。

「逃げなさい！」

　レアナは叫さけんだ。

「しかし！」

「彼らはここで発はつ砲ぽうも術の行使もできない。早く！」

　一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよしたリオンだが、レアナの目に宿る光の強さに押おされて窓に向かって走った。その際さいに、筆談に使った紙を握にぎり締しめる事も忘わすれない。レアナの言葉通り、兵士たちはかまえた銃じゆうを捨すてて腰こしに吊つるした打だ撃げき棒ぼうで襲おそいかかって来た。リオンは両の義ぎ手しゆ、勝利者の腕うでを使って打撃棒を粉ふん砕さいして兵士たちを昏こん倒とうさせると、そのまま窓から庭内に飛び降おりた。




「追え！」

　先頭に立っていた隊長らしき戦術歩兵はそう命じると、部屋に一人残り、レアナを忌いま々いましげに睨にらみつけた。

「困こまりますな、お嬢じようさん。大人しくしていてくださらないと、我われ々われだっていつまでも同じ態たい度どでいられるとは限かぎりませんよ」

「できるものならやってみるが良いでしょう。その時は、あなたは直接の上司に首を切られるか、あるいはわたしの執しつ事じに殺される事になる」

「可愛かわいげのないお嬢さんだ！」

　頑がんとしたレアナの態度に隊長ははじめ肩かたを震ふるわせ、拳こぶしを握り締めたが、しかしレアナの言葉通りなにもできず、最後には悪あく罵ばを飛ばして部屋を出ていった。

「お嬢様……」

　不安げなメィシーにレアナは微び笑しようを返すと、後は黙だまってざわめきの止まらない窓まどの向こうを見つめた。
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「その顔は失敗したようだな」

　全すべてお見通しといわんばかりの伯父の背せ中なかを、リオンは意気消しよう沈ちんして見つめた。

　あれから一ひと晩ばんかけてリオンはウォレント市内を駆かけずり回る保ほ安あん隊と兵士から身を隠かくしていた。すぐにここに戻もどってきても良かったのだが、彼らが捜そう索さくを諦あきらめて動きを止めるのを待っていたのだ。ここを嗅かぎ付けられる事は万が一にもあってはならない。

　今は早朝の時間。

　工こう房ぼうには鉄を打つ音が無数に折り重なり反はん響きようしていた。巨きよ大だいなかまどで熱せられた鉄板をゴーレムたちが鎚つちで打ち、あるいは旋せん盤ばんにあてて金具を削けずりだしている。それらゴーレムの細かい作業を統とう括かつしているのは伯父の禿とく頭とうの中身だ。十数のゴーレムに様々な作業を並へい行こうさせる事ができるのは、世界屈くつ指しの技ぎ術じゆつ者しや集しゆう団だんであるオースティン・エンジニアリングの錬れん金きん術じゆつ師しの中でも、ラングスか、会長でありリオンの祖そ父ふであるギア・オースティンしかいない。

　こもり始めた熱に顔を撫なでられ、汗あせが噴ふん出しゆつした。

「伯父さん……」

　リオンは弱々しくラングスに呼よびかけた。ラングスの目は広い工房を動き回る無数のゴーレムたちを見つめ、こちらには大きな背中が晒さらされている。

「レアナさんが、まるでレアナさんじゃないみたいだったんだ。はっきりとは言えないんだけど、彼女ならこんな時、自分で行動すると思ってた。どんな危き険けんな時だって、自然に先頭に立つと思ってたんだ。でも、今の彼女は、なんだか……」

「今のあの娘むすめの状じよう況きようが危険ではないと思っているのか？」

「とんでもない！」

　こちらを向く事なく呟つぶやいたラングスに、リオンは力一いつ杯ぱい否ひ定ていした。

「そうじゃないんだ。そうじゃないんだけど……」

「あの娘は変わらずに、自分を危険の前に晒している。ただ、今目の前にある危機は自分の体と、術を駆く使ししていればいいという状況ではないだけだ。拳でぶん殴なぐればそれで終わりというものではない」

　ラングスが作った分ぶ厚あつい拳を、リオンはいまだに納なつ得とくできない気分で見つめた。

「自分を取り巻まく力が強大であるが故ゆえに巻き込まれたこの戦いに、あの娘が単たん純じゆんな力で応こたえるなど、それこそ愚ぐの骨こつ頂ちようだ。ならばあの娘としては今までおくびにも出さなかったもう一つの自分の顔を引きずり出さねばならない。財界に君くん臨りんするバーミリオン家という顔をな」

　鉄を打つ音が響ひびく。慣なれていなければ一日耳鳴りに悩なやまされそうなその音も、今のリオンには遠かった。

　レアナがリオンから遠くなっていくように感じたのだ。

「……まぁ体が治るまで、あの娘にはその戦い方しかできんのだがな」

　呆ぼう然ぜんとしているリオンをちらりと見て、ラングスはそう付け足す。

「もう理り解かいしただろう？　本ほん格かく的に動くのならばあの娘の体が完治してからだ。それまでに、あの娘が自由に動ける状態にしてやるのが、こちらの仕事だ」

「伯お父じさん……？」

　ラングスの言葉にリオンは驚おどろいた。

　伯父はつまらなそうに鼻を鳴らす。

「未来の女じよ帝ていに力を貸かす事はオースティン・エンジニアリングこちらとしても損そんのあることではない。それまでにクァグ・ネレイドーを組み上げねばな。まったく、おかげで新式の符ふ動どう機関を積んだだけのつまらんものになってしまったではないか！　考えておった補ほ助じよ筋きん肉にくの新しん構こう造ぞうも、装そう甲こうの反はん撥ぱつ形状の実験もできんわ！」

　禿頭に血管を浮うき立たせて怒ど鳴なるラングスの姿すがたに、力の抜ぬけていたリオンも思わず吹ふき出してしまった。







　迷まよい猫ねこの隠かくれ家が
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　その日の内にやってきたハインツは内心とまったく反対の顔で、レアナを見下ろした。

「いけませんな、大だい統とう領りよう閣かつ下かの孫まご娘むすめともあろう方があのような犯はん罪ざい者しやと通じているなど」

「あら、彼が犯罪者だなどと、どうしてわかるのです？　そもそも、他人の家に許きよ可かもなく入り込こんでいるあなた方こそが不法侵しん入にゆうという罪つみを犯おかしていると思いますけど？」

「口が減へりませんな」

「頰ほおの痛いたみは引きましたか？」

「…………」

　ハインツの頰には大きな湿しつ布ぷが貼はられていた。臨りん時じ大統領は頰に伸のばしかけた手を止め、表ひよう情じようを改めると、余よ裕ゆうのある笑えみを取り戻した。

「いい加か減げん、もう少し協力的になってほしいものですな。もはやこの状況が変わりようがないことはお分かりのはずでしょうに」

「変わりようがない？　万ばん難なんを排はいしたとでもいうのかしら？　それは不ふ可か能のうでしょう。準じゆん備びもろくにせずに時間という脅きよう迫はく的な妄もう想そうに駆り立てられただけのあなた方に、そんな事ができるはずがない」

「……我われ々われがあなたがたに、本当になにもできないと思っているのですか？　情じよう報ほうというものは操そう作さできるものですよ。そんなこと、わざわざ説明しなくとも、あなたは理解しているものと思いましたが。例えば、あなたがすでに亡なくなっていたとしても、遠く戦地にいるあなたの執しつ事じにはわかりようがない」

　声をひそめた脅迫に、レアナは小こ揺ゆるぎもしなかった。逆ぎやくに冷れい笑しようを返す。

「そんな事が本当に可能だと思っているのなら、わたしと祖父はあなたをずいぶんと〝過か大だい〟評ひよう価かしていたと後こう悔かいするでしょうね。イェンにしろミランにしろ、定期的な面会を当たり前に求めてくるでしょう。それにあなた方はどう応こたえるつもりです？　会えない時間が長ければ長くなるほど、疑ぎ念ねんは募つのっていくもの。そして、結果的には彼らの暴ぼう走そうを招まねく。そして面会の時間を与あたえるならば、会話の時間もある。その時にわたしがあいつらにこんな事をされたと訴うつたえれば、それでまた、あなた方は終わってしまう」

　レアナは哀あわれみすら浮かべて、ハインツを見つめた。

「手て詰づまりなのよ、あなたの未来はすでに」

「だからどうしたと言うのです？」

　ハインツが表情を消した。温度を消した彼の瞳ひとみがレアナを茫ぼう洋ようと映うつし出す。

「私に未来がない？　そんなものに一体どれほどの価か値ちがあるというのです？　私が求めているのはレンドラント母国の未来だけです。あなたは知らないかもしれないが、エルブリア帝てい国こくは陰かげに日向ひなたにレンドラントの力を削そごうと動いている。我わが国の成長を止め、どこにでもある小国にしてしまおうとしている。あわよくば消し去ってしまおうとさえ思っているでしょう。そんな事が許ゆるされるはずがない！　私は私を育ててくれたこの国を愛している。そんな我が国がエルブリアの薄うす汚ぎたない手で汚けがされるなど、我が慢まんできない、できるはずがない。今がチャンスなのです。エルブリアを完かん膚ぷなきまでに葬ほうむり去るための。そのためならば、私がどうなろうとも知った事ではない」

　その言葉に、レアナは迷まよいも偽いつわりも見み出いだせなかった。次し第だいに火を灯ともしていく瞳にわずかに吞のまれる。それを表情に出さないことにレアナは気力を費やした。

「それでもわたしは言うわ」

　レアナは低く言葉を紡つむいだ。

「あなたは、手詰まりよ」

「……今日、あなたのお母様に会見を申し込みました。お母様はすぐにこちらに来てくださるそうです」

　それだけを告げると、もはやレアナの反はん応のうを確たしかめもせず、ハインツは部屋を出ていった。
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　朝一番の鳥のさえずりが聞こえた時には、シィナは比ひ較かく的暖あたたかい日の続くこの季節にはありえない肌はだ寒ざむさで目を覚ましていた。

　胸むねを撫なでる。姉と比くらべるとあまりに女じよ性せい的ではない胸の中央には生身ではありえない、骨ほねとも爪つめとも違ちがう硬こう質しつの感かん触しよくがある。

　裏り面めん空間制せい御ぎよ体たい、通つう称しようシェルだ。面と空間の表と裏うら、本来は存そん在ざいしないはずの仮か定てい世界……シィナはそれ以上の事は知らない。仮定されただけでどうして〝ない〟はずのものが〝ある〟ようになるのか、そんなことにシィナは興きよう味みない。

　あるのはその中に収おさめられた三機のマシン・ドライブだけだ。

　三機の内、〝円えん卓たく騎き士し〟はせっかく直したにもかかわらず《蛇タナトス》との戦いでまたも大たい破はしてしまい、自じ己こ修しゆう復ふくも効きかなくなってしまった。だが、残りの二機、〝ヴェイオウルフ〟と〝ミストレス〟は大だい丈じよう夫ぶだ。時間はかかるが自己修復でなんとかなる。

（だけど今は、その時間が……）

「おはようございます」

　呼よびかけられ、シィナは我に返った。立て付けの悪い扉とびらをギィギィと鳴らし、リンが紙かみ袋ぶくろを抱かかえて入ってくる。

「おはよう、どう？」

「街中は変わらず、です。今日の新聞です」

「ありがと」

　シィナは差し出された新聞を受け取り、ベッドの上で広げる。屋や敷しきにいた頃ころは新聞に、世間の事にまったく興味がなかった。だが、いまは面めん倒どうでも興味を持つしかない。

　シィナたちがいるのは、ニレダ記念女子学院にあるぼろ小屋だった。以前に聖せい霊れいを匿かくまうためにアリシアと二人で掃そう除じをして飾かざりつけた小屋……結局あの時の苦労は無む駄だに終わってしまったのだが、まさか今、別の目的で役に立つ事になるとは思わなかった。

　そしてここにはリンに手伝ってもらって、あの《卵オヴン》も運び込んでいた。無地の布に包まれた《卵オヴン》は今、無む造ぞう作さに床ゆかに置かれている。

　あれから三日この小屋に潜ひそんでいるが、誰だれかに見つかった様子はない。学院が長期休きゆう暇かに入っていたのが幸いして、敷地内には人の気配がほとんどなかった。警けい備び員がいるにはいるが、そっちも今のところ見つからずにすんでいる。

　リンが紙袋から食料を出している間に、シィナは食い入るように新聞に目を向ける。

　シィナが探さがしていた記事は一面に書かれていた。

『リィエンシーとの戦争、再さい開かいか？』

　そういう見出しで、写真付きで文章が載のっている。原げん因いん不明で国境を退しりぞいていたレンドラント軍だが、昨日、再ふたたび北部国境を目指して動き出したというのだ。ドラグ・ヘッドの事などは何も載っていない。新聞社がドラグ・ヘッドの事を調べていないのか、それとも政せい府ふがなんらかの情報規き制せいを行っているのか、シィナには判はん断だんできなかった。

（でも、ここにイェンがいる）

　戦争が再開されたという事はそういう事だ。あの日、イェンはレアナの元に戻もどってしまった。そして、シィナを迎むかえには来なかった。それはつまり、レアナはいまだに屋敷に捕とらわれていて、イェンは戦地に駆かり出されてしまった。そういうことなのだと、シィナは判はん断だんしている。

（あたし、どうすればいいんだろう？）

　そう考えると、未来が断だん絶ぜつしてしまったかのような気分になってしまう。マシン・ドライブの自じ己こ修しゆう復ふくが完かん了りようしたらまっすぐにレアナをたすけに行こう、そう決めている。しかし、レアナを盾たてにされたら、シィナはどうすればいいのだろうか？　イェンならばうまくできたかもしれない。しかしそのイェンがなにもできないまま、レンドラント政府に従したがわされている。もし、その時にイェンが敵てきとしてシィナの前に立ったら……その時にシィナはイェンを殺せるか？

　たぶん、殺せると思う。ステューピッドできないイェンはシィナの二機のマシン・ドライブと良い勝負はできても絶対に勝てない。勝つのはシィナだ。その自信がある。だけれど、イェンを殺してしまったら──レアナの気持ちはシィナも気付いている──レアナはシィナを許してくれるだろうか？

　やっぱり、殺せないかも……

　いや……

　問題はそこではない。たとえイェンがいなかったとしても、レアナを人ひと質じちに取られた状じよう態たいで、レアナだけをうまく救い出す方法がシィナには思い浮かばなかった。

（あたし、どうしたらいい？）

　大地を溶とかす事ならできる。

　山を消しよう滅めつさせることならできる。海を蒸じよう発はつさせる事も。凍こおりつかせる事も。広大な世界に業ごう火かと蒼そう氷ひようを敷しき詰つめる事ならいくらだって、簡かん単たんにできる。

　しかし、人質に取られたレアナをたすけ出す方法がどうしても、思いつかない。

　そして助け出した後、どうするのか……

　それもまた、シィナにはわからない。レンドラントにいられるのだろうか？　アリシアと一いつ緒しよに学園に通えるのだろうか？

　今考えても仕方がない事だとわかっていても、考えずにはいられなかった。生まれた時から定められていた戦いが終わり、晴れて自由の身になった。

　それが喜ばしい事だと、シィナには感じられない。

（これから、どうしよう……）

　休暇が終われば、学園に再び通う事になるのだろうと思っていた。そうすれば、何年間かはその生活の事だけを考えていればよかった。その先のことまでは考えられなかった。考える必要も感じなかった。

　それなのに、今は明日の事もよくわからない。

「お嬢じよう様さま、お食事の用意ができました」

　悶もん々もんと思考の袋小路に迷まよい込んでいたシィナは、新聞から目を離はなした。テーブルには牛ぎゆう乳にゆうとパン、それから魚とポテトの揚あげ物があった。魚とポテトの揚げ物は朝の早い労働者たちの朝食として屋台で売られている。

　厨ちゆう房ぼうがないのだから、こういう出来合いの物になる。リンの表ひよう情じようには自分で料理ができない不満が、ほんの少し浮かんでいた。

　イェンはお金を全すべてリンに任まかせた。もちろん、シィナには経けい済ざい観念がないのだから、これは当然の事だった。レスフォール時代には経済観念そのものが必要なかった。レアナの家に来る前の農村では、お金よりも物々交こう換かんが基き本ほんだった。そして、バーミリオン家の養女となってからは、そもそもお金の心配をした事がない。もったいないなと思うぐらいはできるが、目の前の商品が一いつ般ぱん流通価か格かくよりも高いのか安いのか、よくわからなかった。

　なんだか申し訳わけない気分になってきた。

「ごめん」

「はい？」

　リンの髪かみがかすかに右に流れた。小首を傾かしげたのだろう。

「なにがでしょうか？」

「だって、リンには関係ないのに……」

　リンはただ、あの屋や敷しきで働いていただけだ。こんな危き険けんな事にリンが巻まき込まれるいわれはない。

　それでも、今のシィナにはリンが必要だ。一人ではお金があってもどうすれば良いのかまったくわからない。

「そのような事、お嬢様がお気になさる必要はありません」

　リンはテーブルから移い動どうし、俯うつむくシィナの手を取った。

「奥おく様さまはこの国に流れて来、父母をなくして一人寄よる辺べのなかった私をお屋敷に入れてくださいました。奥様がいなければ、私は何もできずに飢うえて死んでしまうか、裏うら街まちのいかがわしい店で働かされていた事でしょう。簡単にはお返しできないほどのご高こう恩おんを、私は授さずかっているのです。それを考えれば、お困こまりになったお嬢様の手伝いをするぐらい、どうという事ではありません」

「でも、あたしは……」

　本当の子こ供どもではない。そう言おうとしたのを、リンは首を振ふって言わせなかった。

「そのような事も問題ではありません。私にとって、お嬢様はお嬢様です。さあ、揚げ物が冷めてしまいます」

「うん」

　手を引かれるままに、シィナはベッドから下りた。




　彼女らの背はい後ごで、《卵オヴン》が布ぬのの隙すき間まからかすかな光を零こぼしたのだが、それは一いつ瞬しゆんの事で、二人が気付く事はなかった。




　　　　†




　リオンはまずセレンの家に向かった。レアナに頼たのまれた事で、最も調ちよう査さのしやすかったのが、所しよ在ざいがはっきりとしているセレンとナギリだったからだ。

　セレンの住むリーフ家の屋敷はレアナの家から二区画ほど離れた場所にあった。リーフ家はもともと別の国から商売をするためにやってきた移住貴き族ぞくであり、そして成功を収おさめた数少ない家でもある。リーフ家の経けい営えいするホテル『ハイサイド』といえば、外国から来くる富ふ裕ゆう層そうが定宿とする事で有名だ。

「レアナさんの心配したとおりか」

　通行人を装よそおって屋敷の前を通り抜ぬけてから、リオンはそう呟つぶやいた。レアナの屋敷と比くらべればはるかに狭せまいが、それでも上流階級の集まるこの区画では平へい均きん的な広さだろう庭があり、パーティーの開けそうな屋敷がある。

　庭には誰もいない。屋敷にも遠目で見るからには何の問題もなさそうだ。だが、リオンの嗅きゆう覚かくは警けい戒かいする人間の気配を感じ取っていた。この区画には日にち常じよう的に静けさがあるが、リーフ家から感じたのは緊きん張ちよう感のある静せい寂じやくだった。カーテンの掛かけられた窓まどから、外の人間を監かん視しする幾いくつもの鋭するどい視線を感じたのだ。

　リオンはリーフ邸ていが見えなくなった所で足を止め、じっと考えた。今日は状じよう況きようを確たしかめただけで帰った方がいいかもしれない。しかしロイ・バーホーデンの情じよう報ほうを得るために最も手っ取り早いのは、リーフ邸に留とどまっている者から聞くのがいいかもしれない。リオンはそうも考えていた。

　さてどうしたものだろう……レアナの傷きずが完治するまでにはまだ時間がある。セレンたちの状じよう態たいはあれ以上悪化する事もないだろう。ならば時間がかかりそうなシィナとロイの捜そう索さくに今は力を注いだ方がいいかもしれない。

　そう決めると、リオンは再ふたたび歩き出した。




　蛇じやの道は蛇へびという。

「よう兄ちゃん、廃はい業ぎようしたって聞いてたけど、ありゃデマだったのかい？」

「アルハンデルはいる？」

　繁はん華か街がいの裏通りを右へ左へと折れ曲がって進むと、ひっそりと酒場の看かん板ばんが掲かかげられたドアの前に辿たどり着く。決められたリズムでノックをするとドアが開き、一人の男がリオンを出で迎むかえた。中は薄うす暗ぐらく、煙草たばこのにおいがきつかった。十人が座すわれるカウンターに、テーブルはただ一つ。カウンターの向こうには酒さか瓶びんとグラスがびっしりと並ならんでいる。ここは酒場だ。テーブルには吸すい殻がらが山になった灰はい皿ざらが置かれ、カードが並んでいた。男がカードで一人遊びをしていたのだろう。

　ヤニに汚よごれた歯を見せて笑っていた男は、リオンの言葉にちょっと難むずかしい顔をした。

「そりゃ、いるにはいるさ。だけどまだ日が沈しずんじゃいない。わかるだろ？　旦だん那ながこんな時間に起きてるわけないじゃないか。日が沈むまで待てないのかい？」

「できれば、今がいい」

　強く言うと、男は肩かたをすくめた。

「わかった。だけど、起こすのはあんたの役目だ。それもわかるだろ？　おれが行ったら殺されるけど、あんたなら大だい丈じよう夫ぶ」

　その言葉に苦い顔をしたリオンだが、無言で男の横を抜けると店の奥に隠かくれるようにしてある階かい段だんを上のぼった。

　階段を上りきると、ドアが一つだけある。リオンはノックをすると返事も待たずにドアを開けた。

「アルハンデル、僕ぼくだ」

「……良い夢ゆめを見ていた」

　厚あついカーテンのために部屋の中は暗かった。その暗がりから芯しんのある声が聞こえてくる。

「美神コルスが私の前に現れ、愛を囁ささやくのだ。しかしコルスには嫉しつ妬と深き愛神ドメニスがいる。彼の愛に応こたえるべきかどうか、私は悩なやんでいた。応える事こそが、私であるとわかっているのだがな……逡しゆん巡じゆんの時が長く深ければ、達成の瞬間の悦えつ楽らくは高きものとなる。悩みの深さ……それから解かい放ほうされる瞬間だったのだが……」

　のそりと、暗がりに隠れたベッドから声の主が起き上がった。厚いカーテンをなんとか透すかして部屋に入りこんでいる陽光が、声の主の顔を浮うかび上がらせる。長い黒くろ髪かみに覆おおわれて、蠟ろうのように白い顔が際きわ立だつ。性せい別べつが判はん然ぜんとしない美び貌ぼう。いまだ夢の中にあるような茫ぼう洋ようとした瞳ひとみがリオンを見た。現げん実じつを見ていないその瞳には背せ筋すじが凍こおりそうな色気がある。リオンは意い識しき的にその瞳から目をそらした。

　この人物こそがアルハンデル。性別は……リオンは知らない。知りたいとも思わない。

「こんな時間になんの用だ？　つれないリオン。まさか、私に夢の続きを見せてくれるというのかね？　君ならば、コルスの誘ゆう惑わくの千倍も私に解放の喜びを与あたえてくれるのだが」

「コルスに任まかせるよ、それは……」

　視線から逃のがれるように、はっきりと顔を背そむける。額に冷たい汗あせを感じた。

「アルハンデル、君の情報を買いに来たんだ」

　さっさと用よう件けんを言う事にした。これ以上、彼の口からとある地方の愛あい憎ぞう溢あふれる神話を元にした話は聞きたくなかった。

「そんな用ならば、私はいくらだって君のために尽つくすさ、私のトアホロイ」

　トアホロイというのは、一つの神族が内部分ぶん裂れつを起こした原げん因いんとなった魔ま性しようの美少年の事である。

（勘かん弁べんしてくれ）

　そう思いながら、リオンは用件を話した。




　　　　†




　木き枠わくの擦こすれる音に、やることもなく座っていたシィナとリンは跳はねるようにして立ち上がった。リンはすばやくシィナを庇かばうようにして立ち、顔を見せた人物を注視する。

「ここにいた……」

「アリシア！」

　ほっと安あん堵どの息を吐つく親友の姿すがたに、シィナは驚おどろいて声を上げてしまった。リンはすばやくアリシアを小屋に招まねき入れると、外の様子を確たしかめてからドアを慎しん重ちように閉とじる。

「アリシア、どうして……」

「お父さんが教えてくれたの」

　シィナは人の良さそうなアリシアの父親を思い出した。だが、どんな顔をしていてもアリシアの父親は三十代で准じゆん将しようになった優ゆう秀しゆうな軍人だ。今回の事でもきちんと情報をえているに違ちがいない。

「シィナが大変な事になってるって、だから捜さがさないとって思って、でもどこを捜したらいいかわからなくて、ずっと考えてて……それで今日、もしかしたらって思ったら……ああ、無事で良かった！」

　感かん極きわまった声を上げて抱だきついてくるアリシアに、シィナは目め頭がしらが熱くなった。

「うん、ありがとう」

　しがみついて体を震ふるわせるアリシアを、シィナはぎゅっと抱きしめた。リンもほんの少し目元を緩ゆるめている。

　嬉うれしかった。アリシアがシィナの心配をしてくれていた事もそうだけれど、この小屋の事を覚えていてくれたのが嬉しかった。ここはシィナにとって、アリシアと仲良くなれた大切な場所なのだから。

　しばらくそうしていたアリシアは涙なみだを拭ふくと言った。

「ここでは何かと不便でしょ？　家に行こう」

「アリシアの家に？　でも、迷めい惑わくじゃ……」

「そんな事気にしないで、お父さんも良いって言ってくれてるから」

　腕うでを引くアリシアに、シィナはリンを見た。彼女は静かに頷うなずいた。

「たしかに、ここよりも安全かもしれません。でも、移い動どうするのなら夜の方が良いでしょう」

　それにはアリシアも納なつ得とくした。

　こうして三人は夜まで待った。




　学院の林に住む夜よ啼なき鳥の鳴き声が、シンとした空気に響ひびき渡わたったのが合図だった。扉とびらを開けると冷えた空気が小屋になだれ込こんできた。日は完全に沈んでいる。雲が斑まだらに空を覆い、星明かりは薄かった。リンが先頭に立ち、シィナはアリシアと一いつ緒しよに《卵オヴン》を抱かかえて林を歩く。

「どうして、これまで持ってきたの？」

　アリシアの疑ぎ問もんに、シィナは答えようがなかった。

「なんとなく」

　なんとなく、持っていかないといけない。そんな気持ちになったのだ。

　アリシアはあきれた顔をした。

「なんとなくって……そりゃあ、屋や敷しきに置いておいて、無事だったかどうかわからないけど」

　シィナの困こまった顔を見てか、アリシアもそれ以上はなにも言わなかった。

　三人は林を抜ぬけ、学院の外に出た。ガス灯だけがポツリポツリと浮かぶ中を早足で進んでいく。繁はん華か街がいから外れたこの区く域いきでは、通りがかる人の数は少なく、その人々もシィナたちを見ても、帰り道を急いでいるのだろうというぐらいにしか思わなかったらしい。誰だれに呼よび止められる事もなく、アリシアの家へと近づいていった。

　もう少し……正門が見えた所で三人の足は自然、速まった。

　強きよう烈れつな青白色が、いきなり三人を取り囲んだ。術じゆつ理り遣つかいの作った光だと気付いた時には、シィナたちは無数の兵士に取り囲まれていた。鎧よろいの形をした儀ぎ器きを身に纏まとった戦術歩兵を中心に、ライフルの銃じゆう口こうが隙すき間まなくシィナたちに向けられる。指し向こう性せいのある術理光が戦術歩兵の頭上に灯ともり、強烈な光を浴びせかけられたシィナたちは目が眩くらんで身動きが取れなかった。

「無む駄だな抵てい抗こうは止やめてもらいたい」

　戦術歩兵は落ち着いた声で告げた。

「バルツワード准じゆん将しようのお嬢じようさんを、できれば我われ々われも傷きずつけたくはない。シィナ・バーミリオン、大人しく投とう降こうしろ」

　さらに、戦術歩兵はアリシアに向けて言った。

「准将及および奥おく様さまは、すでに本部にお迎むかえしています。アリシア嬢、あなたもお迎えするよう命令を受けています。さあ」

「お父さんたちを⁉」

　アリシアが顔を青ざめさせた。

　シィナは親友の横顔を見て、歯を嚙かみ締しめた。

　理り解かいしたのだ。イェンやシィナを捕つかまえる為ためにレアナを人ひと質じちにしたように、アリシアも……遅おそかれ早かれ、アリシアには迷惑をかける事になってしまっていたのだという事に。

「お嬢様……」

　庇かばうように前に立とうとするリンを、シィナは止めた。これ以上、誰にも迷惑をかけたくない。アリシアもリンも、シィナには大切な人だ。

　シィナが抵抗の意い志しをなくしていると見ると、兵士たちが駆かけ寄より、彼女の腕を取った。アリシアも両親を捕らわれたショックからか何の抵抗もしない。リンもまた大人しく従したがった。

　兵士に引き離はなされ、アリシアの手が包みから離れた。中の《卵オヴン》が地面を打ち、澄すんだ反はん響きよう音おんが辺りに響く。布が解ほどけ《卵オヴン》が石いし畳だたみの上を転がった。現あらわれ出た巨きよ大だいな《卵オヴン》に周囲の兵士はぎょっとしたが、すぐに一人がそれを拾い上げようと手を伸のばした。




　瞬しゆん間かん、シィナの脳のう裏りで火花が散った。




「それに触さわるな！」

　声は力となって放たれ、手を伸ばした兵士が音もなく吹ふき飛んだ。力なく手足を振ふり回し、夜気を搔かき乱みだして落下する兵士を、その場にいた誰もが何も考えられずに見つめる。

　グシャリという鈍にぶい音が啞あ然ぜんとした空気の中に響いた。

　やがて、兵士がぴくりともしないのを見ると、恐きよう怖ふの視し線せんがシィナに集まった。

　三人はいまだに、戦術歩兵の強烈な術理光を浴びていた。それなのに、シィナの周りは光を拒こばむ闇あん紫し色しよくの靄もやのようなものが取り巻まき、光をかき消していた。シィナのエメラルドの瞳ひとみが紅あかく変色し、敵てき意いに燃もえた瞳が兵士たちを睨にらみつけている。

　シィナはその場から動かないまま、届とどかない場所にある《卵オヴン》に手を伸ばす。

《卵オヴン》が浮うき、シィナの前に音もなく宙ちゆうを滑すべってやってきた。

「触るな！　お前らなんかがこれに触れると思うな！」

　シィナの迫はく力りよくに、誰もが息を吞のんで身動きができなかった。周囲の靄は徐じよ々じよに濃のう度どと量を増ましていき、あろうことか、シィナの背はい後ごで何かの形を取ろうとしていた。

　シィナの態たい度どが急変した……そう受け取るには変化の度合いはあまりにも異い常じようだった。

　特にアリシアはそれを強く感じていた。

「あなた、だれ……？」

　アリシアの問いに、シィナは答えない。アリシアは全身から血が引いていくような寒気とともに、嫌いやな予感を感じた。

　闇紫色の靄はシィナとともに《卵オヴン》をも包み込んでいく。

　それはまるで、大きな腕が子こ供どもを抱だきしめるように、アリシアには思えた。子供を守る肉にく食しよく獣じゆうの威い嚇かくのような雰ふん囲い気きがシィナから、シィナを包む靄から放たれている。

（シィナ、じゃない）

　アリシアにそう感じさせるほど、印象が変わっている。逃とう亡ぼう先にまで《卵オヴン》を持ってきてしまうほど、シィナには漠ばく然ぜんと《卵オヴン》を手放せないという感覚が付きまとっている事にはアリシアも気付いていた。

　だが、いまのシィナの態度は異常すぎる。

　シィナはレスフォールの遺い産さんだ。だが、シィナにどんな能のう力りよくがあるのか、アリシアも詳くわしい事は知らない。

　知らないが、それでもやはり、おかしいと感じる気持ちを否ひ定ていできない。

（シィナが、いなくなる）

　脳裏に確かく証しようのない言葉が浮かぶ。

　予感が正しいのかどうか、アリシアは逡しゆん巡じゆんする暇ひまがなかった。シィナの周りに集まる靄はその形をはっきりとさせようとしていた。顔だ。人でもない、獣けものでもない……どちらでもないのに、どちらでもあるような不ふ可か思し議ぎな顔がその場に現れようとしている。

　リンや兵士たちはその顔を見て、恐怖も何もない呆ほうけた顔をしていた。まるで魂たましいを抜かれたようになっていた。アリシアもまた、自分の心から何かが抜き取られているような錯さつ覚かくを受けた。足がふらつく、転げるようにしてシィナにしがみつき、叫さけんだ。

「シィナ！」

　このままではとてもよくないことが起こる。理性ある推すい測そくではなく、身内を震わせる本能がそう訴うつたえかけていた。

　声が届いたのか、シィナは一度体を震わせ、怒いかりに染そまっていた顔を驚きに変えた。色の戻もどった瞳を戸と惑まどいに揺ゆらして、抱きついているアリシアを見つめた。

　靄が凄すさまじい勢いきおいでシィナの胸むねの中に吸すい込まれていき、瞬まばたきする間に跡あと形かたもなく、全て消え去ってしまった。

　浮いていた《卵オヴン》が石畳を打つ。その音で、リンたちも我に返った。

「い、今、私はなにを……？」

　リンの反はん応のうは、兵士たちも同様だった。

「あたし……」

　シィナさえも、それは変わりない。座すわり込こむようにして《卵オヴン》に抱だきついた顔は、自分に何が起こったのかわかっていない様子だった。

　それでも、兵士たちは何か恐おそろしい事が起ころうとした……それだけはわかったらしい。無言で犠ぎ牲せい者しやとなった兵士を回かい収しゆうする。隊長の戦せん術じゆつ歩ほ兵へいもシィナたちに乱らん暴ぼうな扱あつかいをする様子もなく、それどころか恐れの色を露あらわにして同行するように言った。体を束そく縛ばくするような事はなにもしなかった。特に、シィナとシィナが抱きしめる《卵オヴン》には視し線せんさえ合わせようとはしなかった。

　アリシアは落ちた布ぬのを拾うと、おそるおそる《卵オヴン》を包み、また二人で運べるようにした。シィナがまた変化するかもしれない。そう考えると怖こわかったが、恐れていた事はなにも起こらなかった。

　そうしてシィナたちは兵士たちの作る円えん陣じんの中央に置かれ、どこかへ連れて行かれる。

　その様子はまるで、猛もう獣じゆうを取り囲む檻おりのようだった。







　女じよ帝ていの来らい臨りん
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　二週間が無む為いに流れた。

　その間、レアナは一室に押おし込められ、屋や敷しきの外に出るどころか、窓まどを開けるにも屋敷に詰つめている兵士の許きよ可かがいった。同じ屋敷にいるはずの祖そ父ふの様子さえわからない有り様だったが、レアナは焦あせらなかった。

　彼女はひたすらに自らの体を癒いやす事に集中していた。

　普ふ通つうの医い師しにできることは病の原げん因いんを取り除のぞき、後は人の体の持つ治ち癒ゆ力りよくに任まかせる事である。

　術理遣つかいの医師であれば、さらに治癒力を促そく進しんさせるようにする。

　普通の医師の診しん察さつは許ゆるされていたが、レアナの師であるクォレルを招まねく事は禁きんじられた。

　しかしレアナにも符ふ術じゆつ士しの心得がある。

　それだけでなく、今の彼女にはフォルストーが情じよう報ほう転てん移いによって授さずけてくれた《律りつ法ぽう》がある。

（汝なんじ、我わが界の律法に則のりせよ……）

　日に一度、レアナはそう心の声で呟つぶやき、周囲にある《混こん沌とん》を操あやつり体内に浸しん透とうさせた。単たん純じゆんな傷きずを埋うめることならば一いつ瞬しゆんで済すむが、折れた骨ほねを繫つなぐのは、それこそ骨が折れる。重要な器官を再さい生せいさせるのは、たとえレスフォールの下マ位ス模タ倣ー体ズの操る《律法》といえども大変な作業だった。骨とは、人の肉体をもっとも安定した形で支ささえる重要な部位だ。おざなりな修しゆう復ふくをしては後々に障さわる事になる。レアナは慎しん重ちように再生を促うながしていった。

　そして今日、差し向けられた医師によって、包帯と添そえ木が外された。

「驚おどろくべき回復力です」

　医師の驚きの声にも、レアナはただ微び笑しようするだけだった。医師の顔にはどこか焦りが浮うかんでいた。ハインツ辺りから、なんとか回復を遅おくらせるように言われていたのだろう。リオンが来て以来──おそらくはその後に気付いたのだろうが──紙とペンまで没ぼつ収しゆうされたレアナには符術も使えなかったはずなのに、それ以上の回復速度を見せたのだ、驚くのは無理もないのかもしれない。

　完治した患かん者じやを前にして、ひどく狼ろう狽ばいした足取りで出ていく医師の背せを見送って、レアナはベッドから起き上がった。

「メィシー、体を洗あらいたいわ。お風ふ呂ろの用意をして」

「はい、お嬢じよう様さま！」

　立ち上がって凜りんと言葉を投げかけるレアナに、メィシーは久ひさしぶりの明るい笑え顔がおを見せて部屋を出ていった。扉とびらの外でメィシーと兵士が言い争う声が聞こえる。レアナを部屋の外に出す事で一ひと悶もん着ちやく起きているのだろう。レアナははきはきとした強い調子で兵士たちを言いくるめているメィシーの声にクスリと笑えみを零こぼした。

　すぐにメィシーは勝ち誇ほこった顔で戻もどってきた。

　しかし残念ながら、部屋の外には出ていけなかった。兵士たちが数人がかりでバスタブを運んでくると、続いて沸わかした湯が桶おけに入れられて何度も運ばれてきた。

　兵士たちが去ると、レアナは服を脱ぬぎ、まずは湯にゆっくりと浸つかった。長い間ベッドに縛しばり付けられていたために体のあちこちにどこか凝こったような感覚があった。それを湯で解ときほぐしていく。それから、メィシーにも手伝ってもらってしっかりと体を洗った。特に添え木と包帯でむずがゆくなっていた左ひだり腕うでと左足を丹たん念ねんに洗った。

　泡あわだらけになったバスタブから出る。メィシーがタオルで裸ら身しんを隠かくす前に、レアナは自分の体を観察した。豊ゆたかに膨ふくらんだ双そう丘きゆう、それから下した腹はらへと続く体の線、足、腕……背中以外の首から下を目で確たしかめ、さらに体をひねってどこか痛いたみがないか確かめた。どこにも問題はない。痣あざ一つないきれいな体がそこにはあった。

　腹ふく部ぶから鳩尾みぞおちにかけての肌はだに、レアナは名残なごり惜おしく指をなぞらせる。

　契けい約やくの《マキナ》のない体。

　物心ついた時から肌に刻きざまれていた、イェンとの絆きずな。

　時にそれは重荷にもなった、レアナとイェンではなく、主とドラグ・ヘッドという関係を強要するから。

　だが、〝繫がっている〟という感覚を、最もわかりやすく現あらわしていたのもあの刻こく印いんだったのだと、レアナは思う。

　もう、《マキナ》はない。レアナとイェンを繫ぐ証あかしは、なにもない。連れ去られたイェンは、もう執しつ事じの格好をしていないだろう。

　だがそれで、レアナとイェンを繫ぐ物がなにもなくなったとは思わない。

　だからこそ、イェンは戦場に連れて行かれたのだから。

　体を拭ふき、髪かみを上げてタオルで巻まくと、レアナは身動きのしやすい服を着た。

（さあ、いつでもいいわよ）

　気合を入れると、レアナは小さく咒しゆ音おんを呟つぶやいた。

　窓の外で鳥の羽ばたきが聞こえ、遠く去っていった。
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　エンプレス号がウォレント市の外れにある空港に降おりたのはその日の昼をわずかに過すぎた頃ころだった。秘ひ書しよとともにタラップから地上に足を下ろしたルシアは飛行船の貨物庫から吐はき出された専せん用ようの符ふ動どう車しやに乗り込み、そのまま空港を出ていく。手続きの類たぐい一いつ切さいは全すべて、飛行船に残る秘書の一人に任せた。

　符動車に乗り込んだルシアは備そなえ付けのシガーケースからシガレロを取ると火を点つけた。吐き出された紫し煙えんが車内に舞まう。その表情はひどく不ふ機き嫌げんだった。

「で、何の用かしら？」

　唐とう突とつなその言葉に、カーニルで見た老運転手も隣となりで書類に目を下ろしていた秘書も怪け訝げんな顔をした。

　すぐにその顔が驚きよう愕がくに変わる。

　後部座ざ席せきは向かい合わせになっており、六人が楽に座すわれる広いものだった。

　ルシアの目の前の席に、いきなり二人の人物が現れた。

　秘書は手にしていた書類を零こぼし、老運転手は危あやうくハンドルを切りそこなう所だった。ルシアだけが不機嫌な視し線せんを二人の人物に向けている。

　遠近感を狂くるわせそうな取り合わせだった。大おお柄がらと、線の細い二人組。その二人ともがマントを羽は織おったタキシード姿すがただった。シルクハットを膝ひざに置いた格好もまた同じだ。

「これは失礼した」

　二人の人物の内、大柄な方が頭を下げた。見事な禿とく頭とうがルシアの前に晒さらされる。

　ラングスだ。

　そして隣にいるのはもちろん、リオンである。鷹おう揚ようとした態たい度どのラングスとは違ちがい、リオンはひどく緊きん張ちようした顔でルシアに頭を下げた。

「お、お母様には初めてお目にかかります、ぼ、僕ぼくはリオン・オースティン……」

「あんたみたいな息子むすこを持った覚えはない」

　言葉を突つっ返させるリオンを短く切って捨すてると、ラングスに目を向ける。

「ギアじいさんの三男坊ぼうね。話は聞いた事がある」

「恐きよう縮しゆくです。しかし、良くわかりましたな」

　二人とも、仮か面めんこそしていなかったがバロン・ザ・スカーレットの衣い装しようを着て光こう遁とんの状じよう態たいにあった。視覚的にはまったく気付かれないはずだ。

　しかしルシアは、

「暑苦しい」

　当然のように言ってのけ、ラングスの巨きよ体たいを眺ながめた。ラングスは恥はじ入るように身を縮ちぢめる。

「で、何の用かしら？　娘むすめの見合い話なら、今のところそんなものをやるつもりはないけど」

「その娘の事で」

　ルシアは目を細めた。隣でいかにも知性派美女クールビユーテイ然とした秘書が、先ほど以上に驚おどろき、恐きよう怖ふで顔を引きつらせた。

　今のルシアにとって、『レアナ』に関係する語は全て禁きん句くだ。

「……で？」

　底冷えのする硬かたい声で、ルシアは続きを促うながした。ラングスがなにを喋しやべるかわからない。秘書は息を吞んでラングスが下手な事を言わないよう祈いのった。『人ひと質じち』『身みの代しろ金きん』『交こう換かん条じよう件けん』等のキーワードが出ればそれで終わりだ。目の前の二人は今日中に地上からいなくなるに違いない。それだけでなく、一月以内にオースティン・エンジニアリングの名前が世界中から消え去るかもしれない。

　精せい神しん的気温が氷点下にまで下がった車内で、ラングスは女帝の視線を──内心はともかくとして──微び動どうだにせず受け止めた。

「こちらの甥おいがあなたの娘をたすけようと動いておりましてな。これは、いままでの状じよう況きようを整理した物です」

　ラングスは数すう枚まいの書類を怒いかりの引いたルシアに差し出した。ルシアはそれを受け取ると、ざっと目を通す。

　そこには現げん在ざいの状況が事細かに書かれていた。レアナの屋や敷しきでの軟なん禁きん状態から、ナギリ、セレン、ロイらの軟禁場所とその様子まで事細かに記されている。最後にラングス自身の口で、書類に書かれていなかったシィナとアリシアの場所が告げられた。

　情じよう報ほう屋やのアルハンデルから買い入れたものがほとんどだが、その中にはリオンが直ちよく接せつ潜せん入にゆうして調べたものまである。

「よくもまあ、ここまでやってくれたものね。たかが二体のドラグ・ヘッドのために……」

　冷れい笑しようを浮うかべて、書類を秘書に渡わたす。秘書はルシアよりもさらに短い時間で書類を眺ながめるとラングスに返した。二人とも、それだけで書類の内ない容ようを全て記き憶おくしたのだ。

「しかしその二体が、いまや世界の趨すう勢せいを動かす兵器です」

　ラングスの言葉に、ルシアは首を振ふるとさらに冷笑を深めた。

「どれだけ強力でも、たかが二体なのよ」

　その言葉の意味をラングスとリオンは理り解かいできなかったようだ。

「技ぎ術じゆつ者しやね。なるほど、経けい営えいに向いてないから、ギアじいさんも表に出さないわけだ」

「恐縮です」

　今度は恥じ入りもせず、ラングスは頷うなずいただけだった。

「まぁ、こちらが心配してやる事ではないし。で？　娘の騎士殿どのたちは、なんのために私の前に現あらわれたのかしら？」

「協力してほしい事がありましてな」

　そう切り出し、ラングスは計画を話した。静かにウォレント市内を進む車内に雑ざつ音おんを許ゆるさない緊張が走り、老運転手はさらに慎しん重ちように運転した。

「なるほどね」

　ラングスが話し終えると、ルシアは新しいシガレロを唇くちびるに挟はさみ、紫煙を吐き出す。ルージュを塗ぬられた唇が、蠱こ惑わく的に歪ゆがめられた。

「タイミングが問題、というわけ」

「はい。それにあなたの対たい応おうも」

「あら？　私が革かく命めい政せい府ふの言いなりになるとでも思っていたの？」

　シガレロを指に挟んだ手でルシアは口元を隠かくした。その目は楽しそうだ。

「念のため。あなたの噂うわさは親父おやじ殿から聞いていますからな」

「でしょうね」

　今度こそ、ルシアは声を上げて笑った。




　それからしばらくして符ふ動どう車しやは止まり、ラングスとリオンは車から降おりた。

　走り去っていく車が見えなくなると、リオンはへなへなとその場に座すわり込こむ。

「こ、怖こわかった……」

　ルシアの気に当てられて、リオンはついになにも話せないままだった。最初の挨あい拶さつを切り捨すてられた時から、リオンはずっと金かな縛しばりにあっていた気分だ。

「あれが財ざい界かいの女帝だ。……あの娘こも、将しよう来らいはああなるのかもな」

「レ、レアナさんはあんな……」

　リオンは言いよどんだ。否ひ定ていしたかったが、この間会った時のレアナを見ていると、そうも言い切れないような気がしたのだ。リオンは先を行くラングスの、汗あせで濡ぬれて光る後頭部を見つめ、なんとなく、見てはいけないものを見たような気持ちになった。

　レアナの母、ラングスの後頭部……もちろん、両方だ。
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「ふふふふふ～ふ～ふ～ふ～～～♪」

　鉄板で囲まれた囚しゆう人じん護ご送そう車しやに鼻歌が響ひびく。イェンは閉とじていたまぶたを押おし上げて、歌い手を眺めた。売られていく牧ぼく畜ちくの様子を悲しげに歌った歌……のはずなのだが、ミランが歌っているとどこか明るい歌に聞こえるのは彼女の個こ性せいゆえだろう。

　護送車にはイェンとミランしかいなかった。運転席との間にも分ぶ厚あつい鉄板があり、小さな覗のぞき窓まどでしか繫がっていない。普ふ通つうの人間ならば逃にげる事は相当に難むずかしいだろう。

　だが、ドラグ・ヘッドにとってみれば鉄板などなんの妨さまたげにもならない。それがわかっていないわけではないだろうが、少しでも頑がん丈じような檻おりに入れておかなければ安心できない人間の心理というものも、理解できないわけではない。

「どこに向かってるんでしょうね～」

　鼻歌をやめ、ミランはそう呟つぶやいた。

「方角は北ですね。ただ、北部国こつ境きようならばもう到とう着ちやくしていてもおかしくないはずですが」

　外の情報は部屋に響く音と、天てん井じよう付近にある狭せまい格こう子し窓しかない。イェンはその音と、格子窓から覗く太陽の位置だけで大まかな位置を割わり出していた。
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　その結けつ論ろんが、北部国境に向かっていない、である。

　だが、さすがにイェンもそれ以上の事はわからない。

「また、たくさん殺さないといけないのかな～」

　のんきにそう呟くミランは灰はい色いろの天井を見上げていた。

「あたしが初めて戦場に立ったのって、レンゲンテって所だったんですけど」

　その地名にイェンはかすかな反はん応のうだけを見せた。この世界の人類にドラグ・ヘッドの能のう力りよくを知らしめ、そして驚きよう愕がくさせ、恐きよう怖ふさせた、悪名高きレンゲンテ会戦……それにミランが関かかわっている事に、イェンは軽い驚おどろきを見せた。

　だが、あくまでその程てい度どだった。

「あたし、本当に完成してすぐに封ふう印いん処しよ理りされちゃったから、良くわかってなかったんですよ。だから、『なんか違ちがうな～』とは思ってたんですけど、でも初めてだったからとても張はり切っちゃったんですよね。そしたらみなさんにとても怖がられちゃって、それでなんかいづらくなって、その時にちょうどその国がなんかごたごたして指し揮き系けい統とうが壊こわれちゃった事もあって逃にげだしたんですけど……」

　ぼんやりと語るミランの表ひよう情じようも、ちょっと昔を思い出してみたという程度でしかない。

　ドラグ・ヘッドにとっては戦いが日にち常じようだ。だからこそ、人類にとっては忘わすれられない悲ひ劇げきを生んだ場所であっても、ドラグ・ヘッドにはその程度の事でしかなかった。

「あの時の政治家の人たちの顔って、ちょっとショックでしたね～」

　似にたような体験はイェンにもある。レッグモール事じ件けんがまさしくそれだ。

　だが、その時のイェンには『お嬢じよう様さまを守った』という当然の感情しかなかった。他の誰だれかが向ける──たとえそれがアルドスやルシアであろうとも──恐おそれの感情など、無いに等しい存そん在ざいでしかなかった。

　ただ、幼おさないレアナが必死に恐怖を隠そうとしているのには心が痛いたんだが。

　ふと、イェンはミランに水を向けた。

「あなたが、ここにいるのはあの少しよう尉いのためですか？」

「そうです。ひどいんですよあの人たち！　いきなりやってきて、ロイさんに銃じゆうを突つきつけて言う事を聞けって！」

　その時の事を思い出したのか、ミランは涙なみだ目めになって拳こぶしを振ふった。

「おかげでイェンさんに殺されそうになるし……もう最悪です」

「……前から聞こうと思っていたのですがね。なぜ、あの少尉なのです？」

　その問いにミランは虚きよを衝つかれて目を丸くし、次いで、頰ほおを真っ赤にした。

「や、やだ～、そんな事、聞かないでくださいよ」

「非ひ常じように興きよう味みがあるのですが」

　似たような会話は以前にもした。だがその時には主になれない人間に恋こいしたっていいじゃないかという結論になった。

　しかしそれでは、なぜロイなのだろうか？

　イェンはそれが気になった。まだ、ロイに下マ位ス模タ倣ー体ズの因いん子しがないことを気にしているのだろうという、自じ己こ判はん断だんも添そえる。

　それを言うと、ミランはさらに顔を真っ赤にし、恨うらめしげな顔をしてイェンを睨にらんだ。

「じゃ、じゃあ聞きますけど、イェンさんはどうして制せい限げん解かい除じよされてるのにレアナさんの所にいるんですか⁉」

「それが、私の望みだからです」

　逡しゆん巡じゆんもなく言い切る。それに、ミランはちょっと驚いた顔をしたが、すぐに胸むねを張り、

「じゃあ、あたしだってそうなんです！」

　言い切った。

「ふむ」

　イェンはそれ以上ミランに質しつ問もんしなかった。要は『ミランにも良くわかっていない』という事なのだ。ならばもうそれは、解かい決けつしたところで意味のないものでもあるので、追及する事をやめた。ドラグ・ヘッドにも感情がある。ミランは通常のドラグ・ヘッドよりも感情の振しん幅ぷくが激はげしいのだろう。そういう事にしておく。

　イェンとて、レアナが執しつ事じの服をくれたから執事という職しよく業ぎようにこだわる。執事というスタンスでレアナの側そばにいたいと思っている。

　しかし、なぜレアナの側にいたいのか……その動機を明めい確かくにしろと言われるとイェンとて困こまる。いや、困るからこそ、ミランの意見を聞きたかったのだが。

　やはりこれは感情に分類されるものなのだろう。論理や理り屈くつでは解明しきれない心の動き様、我わが事ながら不ふ可か解かいではある。

（感情か）

　だからといって感情そのものを否ひ定ていするつもりはない。その感情があるからこそ、フォルストーと出会い、レアナの側から離はなれたくないという今の想おもいがあるのだ。その想いに後こう悔かいを感じた事はない。

　だが、その感情が原因でイェンたちは首に枷かせをはめられ戦場に引っ張られようとしている。主のためという精せい神しん的高こう揚よう感もなく、ただ大事なものを人ひと質じちに取られたという怒いかりだけしかない。

　ふつふつと身内で煮にえたぎるマグマのような感情ははけ口を求めている。それが、いまからイェンたちが送られる戦場になるのか、それとも復ふく讐しゆうの時まで膨ぼう張ちようを続けるのか、それともいつか限界が訪おとずれるのか……それがイェンにはわからなかった。

　頰から赤味が消えたミランがひょいと顔を近づけてきた。

「なんです？」

「もしかしてイェンさん、脅おびえてます？」

　突とつ拍ぴよう子しもない言葉に、イェンは返答に窮きゆうした。

　しかしすぐに唇くちびるを笑えみの形にすると言い切った。

「まさか」




　　　　†




　出で迎むかえにはハインツが自ら立っていた。

「ずいぶんと遅おそいご到とう着ちやくですな」

　バーミリオン家の屋や敷しきである。まるで自らが主のように玄げん関かんに立つハインツに、ルシアはただ冷たい視し線せんを浴びせた。

「こちらにも予定があるの。そちらの都合ばかり気にしていられないわ。特に不ぶ粋すいな類たぐいのものは」

「では、こちらに……」

「案内などけっこうよ。ここは私の家なのだから」

　秘ひ書しよを連れて先を歩くルシアに、ハインツは黙だまって従したがった。周りには兵士たちがいる。武ぶ器きを隠かくそうともしない彼らに、ルシアは脅えを見せるどころか、存在そのものを無視してみせた。兵士たちもまた、ルシアの存在感に圧あつ倒とうされて身動きが取れない様子だ。

　やがて、ルシアたちは屋や敷しきに数ある談話室の一つに入る。

　あからさまにほっとした顔のメイドがルシアの前に紅こう茶ちやを置いた。

「そちらの方にも差し上げて」

　紅茶はルシアと秘書の前には置かれたが、ハインツの前になかった。ルシアはストレートで、秘書のものにのみミルクと砂さ糖とうが置かれた。メイドはルシアだけではなく、秘書の好みまできちんと覚えていた。

　ルシアに言われて、メイドがハインツの前に紅茶を運ぶ。好みは聞かれなかった。

「普ふ段だんならば、こんな無作法はしないのだけれど」

　無言でメイドが去ってから、ルシアは淡たん々たんと呟つぶやく。

「仕方ありますまい」

　ハインツは動どう揺ようした様子もなくカップを傾かたむけた。かすかに眉まゆをしかめる。苦かったらしい。

「さて、何の話があるのかしら？　革かく命めい家かが」

「私は別に革命などを起こしたつもりはありませんが？」

「現げん状じようのシステムを無視して、力尽ずくで自分の理想とやらを国家に押おし付けている時点で十分に革命といえるわね」

「その点に関してはおそらく意見は平行線でしょうな。無む駄だは省くとして、私がバーミリオン財ざい閥ばつに求めるのは、レンドラントに対する融ゆう資しをお願いしたいという事です」

「融資？」

　その言葉に、ルシアはさも小こ馬ば鹿かにせんばかりに笑えみを浮うかべてハインツを見た。

「身みの代しろ金きんの要求とどう違ちがうのかしらね？　それとも新しい辞じ書しよでも発行したのかしら？」

「辞書に新しい解かい釈しやくを加えるつもりはありません。あなたのお父上とお嬢じよう様さまには協力を仰あおいでいるだけであり、それ以上を求めてはいませんよ」

「なるほどね」

　ルシアはどこか楽しげでさえあった。だがその楽しさはどこか猫ねこに通じている。狩しゆ猟りよう本ほん能のうを満たすためだけに虫を捕つかまえた猫にだ。

「で、財閥があなたたちに融資して、なにか得になる事でもあるのかしらね？」

「リィエンシー、及および、エルブリア帝てい国こく領りよう土ど内での商業利り権けん」

「なるほど。魅み力りよく的だ」

「特にエルブリアでは、バーミリオン財閥はほとんど市場に介かい入にゆうできていないという話を聞いています。一国まるごとの市場をほぼ独どく占せん状じよう態たいにできれば、たとえ財閥といえども魅力的な利り益えきが生まれるでしょう」

「その通りだわ」

　文もん句くなく頷うなずくルシアにハインツは満足を示しめして頷いた。

　しかし……それを見て、ルシアはそう付け足した。

「市場というからにはそこには資し本ほん主しゆ義ぎが成り立っていなければいけない。競争原理が経けい済ざいを活かつ性せい化かさせるのは、今いま更さら論ろんじるべくもない。まぁ、そこら辺は財閥内での競争で事足りる部分ではあるけれども、独占状態は長期的に見ると望ましいものではないのよね。なにより、突とつ然ぜん敵てきが現あらわれた時に耐たい性せいがなくなってしまっている可か能のう性せいがあるから」

「そのあたりの事はあなたにお任まかせしますよ。市場をどの程てい度ど占有するのか、全すべての決定権をあなたにお渡わたしします」

「さらにもう一つ」

　レアナは指を立てて、ハインツを黙だまらせた。

「ギャンブルは嫌きらいではないけれど、私が賭かける場合は勝しよう率りつが八割わり以上か、あるいはまったく予よ測そくできない時しか賭けない。融資は一種のギャンブルだから……」

「なんなら、誓せい約やく書しよでもお書きしましょうか？」

　微び妙みような流れを感じ取ったのか、ハインツが修しゆう正せいをかけようとしてくる。ルシアはそんな言葉を無視して、はっきりと言葉にした。

「負けるとわかっているギャンブルに手を出すほど、私は酔すい狂きようではないの」

「負ける？　我われ々われがですか？」

　意外な言葉を耳にし、ハインツは呆あつ気けにとられ、そして声を上げて笑った。

「我々が？　それは絶ぜつ対たいにありえない！」

　部屋を搔かき乱みだす哄こう笑しようを、ルシアは表ひよう情じようを消して見守った。

「我々にはドラグ・ヘッドがあるというのに？　最強の兵力が我わが国にあるというのに、なぜ我々が負けねばならぬというのです？」

「たかが二体だからこそ、負けるのよ」

　ルシアの声は冷たい。

「剣けんと術じゆつの、いまだに世界がどれぐらいの広さかもわからないような時代ならば、それで世界を征せい服ふくする事だって、あるいはできたかもしれないけれど。今は不可能よ」

「……理由をお教え願えますかな？」

「簡かん単たんな道理だわ。そうね、一つの村があるとしましょう。その中で、村人のただ一人だけ、なぜか銃じゆうを持っている。後の人間は剣なり弓矢なり……銃と比くらべるとまったく見み劣おとりする武器しか持っていない。

　そしてその銃を持っている村人は、普ふ段だん、よく言い争いをしていた隣となりの人間を撃うち殺した。その後で銃を持っている村人は、他の村人は絶対撃ち殺さないと明言した。村人たちは人を殺した事に驚おどろきながらも信じる他ないでしょうね。なにしろ彼らには銃に勝つ方法がないのだから。でも、疑ぎ心しん暗あん鬼きは残る。少しでも逆さからえばあの銃で殺されるかもしれない。でも、自分たちには対たい抗こうするための銃がない。恐きよう怖ふが村を覆おおう。中にはその村人に媚こびへつらう輩やからも出てくるでしょう。同じように彼に反感を抱いだく輩も、また現れる。ちょっとした頼たのみごとすらも、彼らにとっては脅きよう迫はくと同じように感じてしまう。

　その村人はどうするのかしら？　他の村人と仲良くなるには、銃を捨すてることが手っ取り早いのかもしれない。しかし、すでに村の中にはその村人を忌き避ひする空気ができている。銃を捨てれば、媚びへつらっていた輩も離はなれていく。なにしろもう人を殺しているのだから。銃を捨てた途と端たん、今度は自分が殺されるか、村を追い出されるかもしれない。他の村人が捨てた銃を見つけ出すかもしれない。そして銃口が自分に向けられるかもしれない。自分を守るためには、銃を持ち続けなければいけなくなる」

「ならば持ち続けましょう。あなたがたご家族が協力してくれるのならば、それは決して不可能な事ではない」

「……もう一つ問題がある。その村人は自分で銃の整せい備びができない。整備をするためには村の外にいる男を頼たよらなければいけない。しかも、世界にはその男しか、銃を整備できる者はいないし、その男も自分で銃を作る事はできない。

　男が死んだら、もうその村人は銃を使えない。整備不良でいつ暴ぼう発はつするかわからないから、暴発したら自分が死んでしまうから」

　話し終えると、ルシアはハインツの反はん応のうを見た。ハインツは表情を消し、岩にでもなったかのように身動きせず、ルシアを見つめていた。

「六十年というところかしらね」

「それが、私の運命だというのですか？」

　やがて、硬かたい声がルシアに問いかけた。

「私が推すい測そくした未来。もちろん、これが絶対的に正しいとは言い切らない。しかし私は、自分の推測を高く評ひよう価かしている」

　ルシアはシガレロを取り出し、火を点つけた。舞い上がる紫し煙えんが両者の間に薄うすい幕まくを張はる。幕の向こうでハインツが何かを言いかけ、止めた。
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　何を言いかけ、そして止めたのか、ルシアには推測する事ができた。

　だから、こう言う。

「あなたの事は十分に調べ上げてある。自じ己こ犠ぎ牲せいと正せい義ぎ感と愛国心が強い男。そして汚よごれる事を厭いとわない。目的の為ためならば、汚れに自ら腕うでを突つっ込こむ。そう例えば、ヴィルザット大陸南方総そう局きよくの局長リーデンヘイム、外渉部部長補ほ佐さバッフ、第二調ちよう査さ部部長カイスバーグ、北方総局の副局長ベリオルド……」

　唐とう突とつに、ルシアは名前を列挙していった。ハインツの表情は変わらない。ルシアの口から紡つむがれる名前を平板な表情で聞き続けた。

「……兵器開発部顧こ問もんレイフ、海運部部長ヒューベン。これらの連中は今日付で解かい雇こされる事になる。理由はおわかりでしょう？」

　それらは全すべて、バーミリオン財ざい閥ばつの支し社しやの中で、レンドラントを中心とした地ち域いきにおいて重要な位置にある名前だった。

　そしてハインツの離り間かん策さくに乗った者たちの名前でもある。

「バーミリオン家の人間がどんなものなのか、あなたは十分に承しよう知ちしていた。なぜならばうちの親父おやじはここの大だい統とう領りようを務つとめて、あなたはその姿すがたを見る機会に恵めぐまれていたから。だから、私があなたの申し出を拒きよ否ひする確かく率りつが高いことを見み越こしていたのでしょうけれど……動きが少し、派は手ですぎたわね」

「わかっていたつもりだったのですけれどね」

　自じ嘲ちよう的に呟き、ハインツは俯うつむきかけた顔を上げた。ルシアを、理り解かいできない者の目で見る。

　役やく職しよくを見る限かぎり、彼らは有ゆう能のうな人材だ。それらをいともあっさりと切り捨てるという。財閥内で混こん乱らんが起こる事は確かく実じつだろう。

　それなのに目の前の女じよ性せいには、それを仕し掛かけたハインツに対する怒いかりがない。ただ、盤ばん上じようの遊戯ゲームを楽しんでいるかのような顔をしている。

　それは単に表向きの事なだけなのか、それとも本心からなのか……

　だが、会話の最初、具体的な話に入る前は不ふ快かいを素す直なおに現あらわしていたのだ。今はそれがまったくないという事は、そういう事ではないのか。

「あなたがたは、なんなのですか？」

「バーミリオン家は一代の英えい雄ゆうを求めない。もちろん、英雄志し願がんの人間も必要ない。必要なのは長期的視し野やを持てる者で、たかが五十年かそこらの短期的な栄えい華がが欲ほしいわけではない。千年の王国に英雄は必要ない。有能な者が能力の限りを尽つくせる環かん境きようを整えることこそが、バーミリオン家のやりかたなのよ」

　ルシアは立ち上がった。秘ひ書しよもそれに続く。ハインツは息を詰つめたような顔をして、出ていくルシアを止めるような事はしなかった。




　一時的なストレス解かい消しように過すぎないが、ルシアはハインツをやりこめた事で気分がすっきりとした。

　颯さつ爽そうと屋や敷しきを出ていこうとするルシアに、秘書が追いついて、耳打ちした。

「あの、よろしいのですか？　レアナお嬢じよう様さまの事……」

　秘書の言葉が聞こえなかったかのように、ルシアはまっすぐに屋敷を出ると、来た時と同じ場所で待っていた車に乗り込む。

　座ざ席せきに座すわった所で、ルシアはいきなり髪かみをかき上げ、背せを仰のけ反らせると、唸うなった。

「忘わすれてた……」

「か、会長！」

「うあ～、あの生意気なガキやりこめるのにちょっと熱が入りすぎてた」

　符ふ動どう車しやはすでに屋敷の外へと走り出していた。

「どうします？　融ゆう資しをちらつかせてお嬢様への会見を求めますか？」

「いまさら、そんなカッコ悪いことしたくないわね」

　人差し指を嚙かみ、じっと方法を考える。

「こうなったらエンプレスの部隊を引っぱり出して強行作戦で行くしかないわね」

「やめてください。あれは自じ衛えい以外では使わない取り決めです」

「いまがその時よ」

「違ちがいます」

　そうこうしている間に符動車は空港への道をひた走り、やがてタキシード姿の巨きよ漢かんを発見した運転手が車体を道路わきに寄よせて止めた。

　秘書が小声で「知りませんからね」と言う。恨うらめしげに睨にらみつけ、ルシアは女じよ帝ていの顔を取り戻もどした。

　さて、どうやってミスを取り戻すか……

「首しゆ尾びは上々だったようですな」

　入るなりのその言葉に、ルシアはなにも言えなくなった。目を引いたのはラングスの肩かたに白い小鳥が止まっていることだ。まるで手て品じな師しのように見える取り合わせ。ラングスは肩から指先に小鳥を移い動どうさせる。

　その小鳥の足には一枚まいの紙がよじられ、結ばれていた。ラングスが太い指でそれを器用に解ほどくと中を読む。

「なんて？」

　顔に現れないようにしていたが、ルシアはとても気になった。ラングスはすぐにそれをルシアに手て渡わたした。

『完治。いつでも良し。決行日を小鳥に告げて』

　紙には短くそれだけが書かれていた。

「今夜だ」

　紙面を読んでいる間に、ラングスの野太い声が小鳥に告げた。小鳥は開けられた窓まどから飛び出していった。

「では、後はこちらにお任まかせを」

　そう言うや、ラングスも符動車のドアを開け、するりと、巨体に似に合あわないスムーズな動作でドアの隙すき間まから車外に出た。隣となりで秘書が小さく悲鳴を零こぼした。符動車はまだ走っているのだ。

　秘書の心配をよそにラングスの巨体は何の問題もなく地上に下りた。転げる事も、よろける事もなかった。ちょっと高い所から飛び降おりた程てい度どの震ふるえが巨体を揺ゆさぶっただけで、歩道へと歩いていき、建物の隙間へ消えていった。

　車内にしばし、沈ちん黙もくが走った。

「どうなさいます？」

　やがて、秘書がそう問うて来る。対照的にルシアは落ち着きを取り戻していた。

「あの子もバーミリオン家だということよ」

「はあ……」

「人に頼たよる事を良しとしない。だけど、人を使わなければ事はなしえない。だから利用する。今あるものを、最さい大だい限げんに効こう率りつ的に、偶ぐう然ぜんすらも計算の内に取り込んで動く。成功と失敗を等とう価か値ちに置き、自らの能のう力りよくすら一つの歯車に置き換かえて冷静に徹てつ底てい的に仮か定ていと現げん実じつを織おり交ぜて一枚の布ぬのを織る。それがバーミリオン家。そうでなければあの子は私の跡あとを継つぐことはできない。ただそれだけだったという事……そういう事だったのよ」

　それがバーミリオン家の哲学。

　理解しきれていない秘書を置いて、ルシアは背もたれに体を預あずけた。無理もない。言葉とする事は簡かん単たんだが、実じつ践せんするのは簡単ではない。この秘書も決して無能というわけではない。ないからこそ、実践の難むずかしさを知っている。

　バーミリオン家は血ち筋すじを重じゆう視しする。現在世界に残っているほとんどの国の貴き族ぞくのように形けい骸がいだけを後生大事にするのではなく、血筋が生み出す能力の継けい承しようを重視する。そしてこれもまた、千年の王国を作るために必要な事。

　深く長く、ルシアは安あん堵どの息を吐き出した。頭に血が上って目的を遂とげられないなど、父が聞けば鼻で笑われるような事をしてしまった。しかしレアナはルシアがここへ来るというただ一点の事実を利用し、そしてラングス・オースティンがルシアと接せつ触しよくするという事実を計算していたのだ。

　その成長を嬉うれしく思う。

「あなたの望みはここにあるのよ、レアナ」

　戦争のない世界、イェン・シェンカーが戦わなくていい世界。それを求めるレアナ娘に、ルシア母はそう語りかけた。

　バーミリオン家は一代の英えい雄ゆうを求めない。

　なぜならば、求めるのは永えい代たいの英雄なのだから。







　反はん撃げきの狼煙のろし
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　太陽が東に沈しずむ。茜あかね色いろの夕ゆう闇やみはほんのわずかな時、すぐに薄うす蒼あおい闇がその濃のう度どを増まして夜の帳とばりを下ろした。

　場所は議事堂や国軍本部のある中央区の近く。場所柄がら、法ほう律りつ関係の事じ務む所しよを収おさめた建物が無数に建ち並ならんでいる。

　その中に『レーデリンツ』という名の安宿がある。訴そ訟しようを起こすために訪おとずれた地方者を受け入れるこの宿には今、客と呼よべる者は誰だれもいなかった。

　しかし、人だけはいる。

　閉へい店てんの札ふだが下げられたドアの向こう、狭せま苦くるしい受付には三人の男がいる。三階建ての建物の各階にもさらに五人ずつ詰つめている。全員が肩かたから銃じゆう器きを下げ、やはりというべきか、戦争用の儀ぎ器きを身に纏まとった者もいた。

　その中でただ一人、銃も何も持たない青年がいる。

　汗あせのにおいの抜ぬけないベッドと、簡単な書しよ机づくえしかない狭い部屋で、青年はベッドに腰こしかけ、膝ひざに肘ひじを当て、組んだ両手の上にあごを乗せた格かつ好こうで、閉しめられたままのカーテンを恨みがましげに睨みつけていた。階級や所しよ属ぞくを示しめす襟えり章しようを剝はく奪だつされた軍服は皺しわだらけになっている。頰ほおはわずかにこけ、目の下に隈くまができている。無ぶ精しよう髭ひげが生え、健康的という言葉にはほど遠かった。ともすれば頭を抱かかえそうな顔色のまま、身動き一つしない。

　ロイ・バーホーデンだ。




　ミランとのデートと称しようされた食べ物屋巡めぐりから二日目、ロイは軍本部に呼び出された。今度はきっちりと軍服を着込み、背せ筋すじをまっすぐに伸のばして正門を通った。衛えい兵へいは誰も、彼が先日の挙動不ふ審しん気味の人物だとは思わなかった。なんとなくしてやったりの気分で建物の中に入り、招まねかれた部屋で上官に敬けい礼れいをする。

　そこに、ハインツ・イルザームもいた。

　議員のバッチを付けたスーツ姿すがたの男がいる事にロイは不審を感じたが、それはおくびにも出さない。

　そして上官の口から、あの話を聞いた。

「君と、あのドラグ・ヘッドがとても親しい間あいだ柄がらである事は、すでにこちらで調べがついている。もちろん、それ以前に君たちの相あい性しようがとてもいい事は承しよう知ちしていたがね」

　まるで揶や揄ゆしているような上官の口調に、ロイは狼ろう狽ばいを隠かくせなかった。

「いや、君を責せめているわけではない。君が模も範はん的な軍人である事は私だけでなく、君の同どう僚りようたちも認みとめている。ただの兵器を相手に恋れん愛あい感かん情じようなどというものを抱いだくほど、愚おろかではない」

「はぁ……」

　微び妙みような心のゆらぎを感じながら、ロイはしまりのない返事をした。それ以前に、ロイには上官が先ほど話した内ない容ようの方が衝しよう撃げき的だった。ミランといたあの日は結局、彼女の上がりっぱなしのテンションが暴ぼう走そう状じよう態たいに近かったこともあり、どうして退たい役えきができたかなど、聞く余よ裕ゆうもなかった。

　ドラグ・ヘッドの全ぜん滅めつと制せい限げん解かい除じよ。

　それがどのようにしてそうなったのかは、ロイには聞かされなかった。少しよう尉い程度が知る必要のない事なのだと、判はん断だんされたのだろう。それでも、あの北部国こつ境きようの戦場での集しゆう団だん失しつ踪そうが原げん因いんなのだろうとは思う。テルトアでの事じ件けんが関係しているかもしれない事は、その時は、頭に浮うかばなかった。

　上官が続ける。

「彼らの本能に頼っていた時代は終わり、数も減へり、ドラグ・ヘッドはさらに希少価値が増した。いまや、あれを所有している国こそが最強となる。さらに、我わが国にとって幸運なのは、そのドラグ・ヘッドがこのウォレントにいるという事だ。

　そしてなにより、君がいる」

「しょ、小官……ですか？」

「そうだ。あのドラグ・ヘッドは君に懐なついている。恋愛感情をもち、愛していると言ってもいい状態であると聞いている。ならば君こそがあれを操あやつれる唯ゆい一いつの存そん在ざいという事になる」

　熱のこもった上官の言葉……しかしその目に妬ねたみの色があったことをロイは見み逃のがさなかった。

　ロイは先ほどから感じているゆらぎが苛いら立だちだとわかった。ただ、なんに対して苛立っているのか、その正体が判然としないまま、上官の言葉がさらに続く。

「君が今度の戦争での英雄になるという事だよ。この国での最強の兵力に直ちよく接せつ指し揮きをする立場となる。それには少尉という階級はいささか低すぎる。とりあえず、今日のところは君に大尉の階級を与あたえるが、リィエンシーとの戦争が一いち段だん落らくしたところで、君にはさらに大佐の階級が与えられる。こんな異い例れいの出世など、今まで誰もした事がないぞ」

　冗じよう談だんのように言いながらも、目はやはり笑っていなかった。目の前にいる上官は少しよう佐さなのだ。いままで顎あごで使っていた部下に一足飛びで追い越こされる事に不満を感じているに違ちがいない。

　ロイは、すぐには何も答えなかった。

「少佐、少しいいかな？」

　ここで初めて、ハインツが口を挟はさんだ。この時に初めて彼は名乗った。その名前をロイは知っていた。血の気の多い同僚が良く口にしていた名だった。

「突とつ然ぜんの事に驚おどろいているのだろうが、君に与えられた役目というのはすでに理り解かいしてくれたものと思う」

　そう前置き、ハインツは語り出す。

「これは、レンドラントがこれから先に栄えい華がを勝ち得るために、絶ぜつ対たい必要な作戦だ。最強の兵力を手に入れ、そして長年敵てき対たいしていたエルブリア帝てい国こくを打だ倒とうする。そうすることによって、世界のトップに立つ事になる。国家の為ためとなる事だ。君にはそれを理解して欲ほしい」

　察しの悪くなっていたロイの頭は、ハインツの言葉を刷すり込こまされながら、ようやく自分なりに整理する事ができた。

　上官が口を挟はさむ。

「そうだ。ドラグ・ヘッドという最強の兵力を手に入れたレンドラントに、誰が逆さからうというのだ？　そしてなにより、あれを野放しのまま放ほう逐ちくするなど……人々が納なつ得とくせんよ。簡単に人が殺せるのだぞ。そして誰にも止められん」

「しかし、それが味方となった時、最強の兵力となる」

「そして敵には、それに抗こうするドラグ・ヘッドがない。光栄な事だぞ、大尉」

　すでに、大尉となっていた。ロイが了りよう承しようすることは、すでに決定事じ項こうとなっているのだ。ロイは上官を見る。直接の上官が彼であるからという理由もあるが、ハインツを見る事ができなかったというのもある。

　彼の瞳ひとみはあまりに真しん摯しに輝かがやきすぎていた。

　怖こわかった。あの瞳を、この男が放つカリスマ性せいを直ちよく視ししていたら、どんな事でも彼が話せば正しい、正せい義ぎ的なことだと思い込まされてしまいそうだった。

　上官の見せる俗ぞくな目、妬みと嫉そねみで出来上がった視線を見る。『幸運だけでおれの上を行くのか』……邪じや推すいなのかもしれない。だが、ロイにそう判断させる目をしていた。

「あれを操る事ができるのは、お前だけなのだ」

　上官の言葉。

　そして、その目を見る事で湧わき上がった反発感に、ロイは思わず、身を任まかせた。

「小官は、出世だけがしたくて軍に入ったのではありません！」

　大声の後には、沈ちん黙もくが待っていた。上官は一いつ瞬しゆんあっけに取られ、次には怒いかりで顔をどす黒くさせた。

　対照的に、ハインツは無表情にロイを見ていた。

　合図は何もなかった。突然ドアが開き、大おお勢ぜいの兵士がなだれ込んでロイの体を押おさえつけた。上官が彼の軍服から襟えり章しようを剝はぎ取った。

　ハインツはその場に立ったまま、ロイを見ていた。

「残念だ。非ひ常じように残念だよ。ロイ・バーホーデン君」

　この瞬間、ロイは軍人ではなくなっていた。




　現げん実じつに返る。ランプが一つあるだけのうすぼやけた闇やみの中で、ロイは煩はん悶もんしていた。

　判断を誤あやまったのではないのか？　そう思ってしまう。国に尽つくす事に否ひがあるわけではない。

　単たん純じゆんに強くなりたかった。そしてその気持ちが最強の個こ体たいであるドラグ・ヘッドに反発を覚えさせていた事も確たしかだ。レンドラント軍でも最エリートである戦せん術じゆつ歩ほ兵へい師し団だんに所しよ属ぞくしながら、やっていることがミランのお守りでしかなかったのだから。

　人間はもっと強くなれる。

　そう思っていたのだ、北部国こつ境きようでドラグ・ヘッドの戦い振ぶりを見るまでは。

　あの戦いを見た時の絶ぜつ望ぼう感。人間がどれだけ自らの限げん界かいに近づいても、あの境きよう地ちには決して達し得ないと思い知らされたあの瞬間……

　絶望……そしてそれを知ったが故ゆえに上官の言っていた事はとても理解できるのだ。

　ではなぜ、拒きよ否ひしたのか？

　それをずっと、ロイは考えていた。何もさせてくれないこの部屋で、ずっとあの場面を何度も頭の中で思い浮うかべ、繰くり返し、どうして自分の結けつ論ろんがああなったのか、考えた。考え続けた。考え続けた末に得た結果に驚きよう愕がくし、否定し、そしてまた考えた。

　そして今、もはや、何度考えても繰り返し現あらわれるその答えを否定する気力を、ロイは失っていた。

「ああそうだ」

　もはや認みとめるしかない。

『ドラグ・ヘッド』『ただの兵器』『あれ』『あの……』

　なぜ、彼女の名を呼よんでやらないのだ？　きっと、あの連中だってわかっていたのだ。名前で呼んだ瞬間、自分たちが利用しようとしているものがなんであるのかを理解してしまう。

　なにしろ、彼女の容よう姿しは人間そのものなのだから。

　だからこそ、ロイは反感を覚えたのだ。彼女の名前を呼ばない彼らに。

　出世がどうとか、関係ない。

『彼女にはミランという名がある！』本当は、そう叫さけびたかったのだ。

　そう、認めよう。

　人でないことがなんだと言うのだ。彼女には意思があり、感かん情じようがある。それは人となんの違ちがいもない。考え方の違いなど、同国人とだって存そん在ざいする。同じ人間同士だって、同じ言語を使っているはずなのに会話が成り立たない者だっている。

　認めよう。それは決して間違いではないはずだ。いや、間違っていたからなんだというのだ！

「おれは、彼女を……」

　爆ばく音おんがロイの言葉をかき消した。目の前の闇やみに無数の木もく片へんとレンガが泳いでいった。カーテンは引き千切れ、ガラスが飛び散る。鼓こ膜まくを圧あつする轟ごう音おんが去った後には、闇と土つち煙けむりを押し退のける銀色の巨きよ塊かいが、ロイの眼がん前ぜんにあった。

「ロイ・バーホーデン！」

　野太い声が高らかにロイを呼んだ。破やぶれた壁かべの向こうにいる人ひと影かげを見ても、ロイは驚おどろかなかった。そこにいたのが、彼が一時期執しつ拗ように追いかけていた怪かい盗とうだったとしてもだ。

　なぜならば、その人物はこう言ったからだ。

「ミラン・ソートをたすけたくば、儂わしとともに来い！」

　鉄の巨人の片かた目めがロイを見ていた。その傍かたわら、肩かたの部分に怪盗は立っている。

　答えは、言うまでもない。

　ロイは黙だまって立ち上がった。
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　合図を知る術すべがレアナにはなかった。

　だが、そんな事はレアナには関係がない。計画と呼べるかどうかもわからない計画、リオン一人だけならば心配だが、リオンにはラングスという伯お父じがいる。彼ならばなんとかするかもしれない……いるかどうかもわからない人物を基き点てんとして、瞬間的に作り上げた計画に、これ以上のものが望めようもなかった。

　そして予想は裏うら切ぎられる事もなく、ラングスの言葉が術じゆつ理りで作り上げた小鳥によってレアナに届とどけられた。

　だからレアナは十分に日が沈しずむ事だけを待ち望んだ。

　そして今、レアナはおもむろに腰こしかけていた椅い子すから立ち上がる。

「メィシー」

　側そばで控ひかえていたメイドに声をかける。すでにこちらはいつでも動ける。

「これから騒さわぎがあるけれど、あなたはこの部屋でじっとしていなさい」

「お嬢じよう様さま？」

「お祖じ父い様さまの事、よろしくね」

　最初は戸と惑まどっていたメィシーだが、すぐに表情を改めると彼女らしい明るい笑えみを浮かべた。

「はい、お嬢様。どうかご無事で」

「ありがとう」

　彼女を抱だきしめ、離はなれる。

　レアナは高々と声を上げた。

「汝なんじ、我わが界の律りつ法ぽうに則のりせよ！」

　宣せん戦せんを布ふ告こくする咒しゆ音おん。
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　時を同じくして、リーフ邸てい。

「さて、そろそろ行きますか」

「は、はい！」

　袖そでの長い白衣と緋ひの袴はかまという神み子こ服に身を包んだナギリがいつもの軽い調子で告げると、セレンは強こわ張ばった顔で頷うなずいた。

　ナギリが眉まゆを歪ゆがめて、震ふるえる体で握にぎり拳こぶしを作っているセレンを見る。

「ねぇ、別に無理しなくてもいいよ。別にここにいたって何もされないと思うし……たぶんだけど」

　セレンの父はウォレント市内では名士で通っている。セレンとその家族に何かあれば、ハインツの政せい治じ的立場が危あやうくなる可か能のう性せいもある。またナギリに万が一のことがあれば、アソビベとの国こく際さい問題に発はつ展てんする。エルブリアとの戦争を始めようかというこの時期に、敵てきを増ふやすような真ま似ねをしたくないのがレンドラントの本音のはずだ。

　だが、人間ギリギリの状じよう態たいになるとどうなるかはわからない。上の思惑おもわくを現げん場ばの兵士がきちんと理り解かいしているかどうか……ナギリは疑ぎ問もんに思う。

　なんといっても上じよう層そう部ぶという連中は、秘ひ密みつを作るのが大好きなのだから。

　だが、それらは考えても仕方がない事なのだとも思うのだ。

　人間、死ぬ時には死ぬ。起こるかもしれない危き険けんを考えるよりは、これから確かく実じつに起こるだろう危険を心配する方がはるかに建けん設せつ的だ。

「……行きます」

　セレンの決意は小こ揺ゆるぎもしなかった。

「それに、危険っていったらこの間の方がもっと危あぶなかったじゃないですか」

「ん～……あれは、どうせあそこにいたって危ないのは変わりないだろうなって思ったんだけど」

　頭をかきかきそんな事を呟つぶやき、ナギリは袖を摑つかんできたセレンを見た。俯うつむく彼女の表情はわからない。

「このまま離はなれたら、お二人に会えなくなるような気がするんです」

「ばかねぇ、んなわけないじゃない」

「でも……」

　袖を離さないセレンはまるで、突とつ然ぜん知らない場所に連れて来られた内気な子こ供どものようだった。

　目を離せばいなくなってしまう……そんな不安が滲にじみ出ている。

（まあ、たしかにね）

　ナギリはセレンに見えないように苦く笑しようした。

　これから先どうなるのか、ナギリにもわからない。革かく命めい政せい府ふに喧けん嘩かを売って無事でいられるのか。無事でいられたとして、この国にいられるのか。

　先日のテルトアの時にはなにもかもが急だった。生きるとか死ぬとか、そんな事を考える暇ひまもなかった。

　今回は違ちがう。革命政府に軟なん禁きんされてから今まで、考える時間だけは事欠かなかった。

　その間に、色々と考えてしまったのだろう。レアナにとって、世界各地で商売をしているバーミリオン財ざい閥ばつにとって、レンドラントに一族が住み続けなければならない理由はない。ナギリもまた母国アソビベに強きよう制せい的に帰国させられる可能性がある。

　セレンだけは違う。祖そ先せんが移い住じゆう貴き族ぞくとはいえ、すでにもとの国での爵しやく位いはないに等しい。外国に親族がいないわけではないだろうが、セレンが問題にしているのはそういう事ではない。

　三人が離れてしまう事を恐おそれているのだろう。

　別れはいずれやって来る。ナギリはどうやっても学園卒業後にはアソビベに戻もどらなければならない。レアナだって、財閥の仕事を学ぶために世界中を飛び回らなくてはならないだろう。

　しかしそれはまだ先のはずなのだ。今はまだ、考えなくていいことのはずだった。

　それなのに、考えなくてはいけない。

　セレンはそれが辛つらいのかもしれない。いや、辛いのだろう。

（まあそりゃ、あたしだってねぇ）

　レアナとセレン、二人と別れるのは寂さびしいとは思う。しかしナギリは、ここに来た時からいずれ戻らなければならないという心こころ構がまえがあった。場合によっては卒業を待たずに戻らされる可能性も考えていた。

　その違いが、今出ているのかもしれない。

「う～ん」

　上う手まい説得の言葉がみつからず、ナギリは頭をぽりぽりとかき──彼女らしいといえばそうなのだが──だんだんめんどくさくなってきた。

（まぁいいや、なんとかなるでしょ。あたしが守ればいいんだし）

　そういう結けつ論ろんになった。

「んじゃ、それなりに覚かく悟ごしてよ」

「はい！」

　セレンが喜色と緊きん張ちようを器用に両方浮うかばせて頷うなずく。

　気持ちをまとめれば、ナギリの行動は早い。

「八やつ彦ひこ、切きり彦ひこ」

　水すい干かんを着た童わらべの姿すがたをした護ご法ほう童どう子じを呼よび出し、ナギリは命じる。

「突つき進むわよ」
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　銃じゆう弾だんが空気を裂さく音が、広い廊ろう下かに一つ、鳴り渡わたった。

　レアナ以外の全員がその音に硬こう直ちよくした。目の前にいるのは殺してはならない相手だ。そう命じられている。理由も、おおむね知らされていた。彼女の命、彼女の言葉一つでレンドラントの命運が左右する。そう聞かされていた。だからこそ、その音に兵士たちは緊張した。

　先頭に立つ、銃爪ひきがねに指をかけたままの兵士は自分がした事の恐ろしさに震えた。ライフルを床ゆかに落とす。まるで自分が撃うったんじゃないと主張したいかのように、彼は兵士の群むれの中に逃にげこんだ。

　誰だれもがレアナの態たい度どを気にした。銃声に脅おびえ抵てい抗こうを止やめてくれればいい。そう思いながらも、ただの令れい嬢じようが銃弾を──たとえ威い嚇かくであっても──撃ちこまれたという状じよう況きようをどう受け止めるか、それが気になった。

　恐れ、従じゆう順じゆんになってくれるか、それともヒステリックになるか。

　それとも……

　レアナは足を止めていた。つま先のすぐ近くに鉛なまり玉だまの食い込んだ穴あながある。かすかな煙けむりがその穴から昇のぼっていた。レアナはそれを見つめていた。

　レアナが顔を上げる。

「わたしを止めたければ……」

　再ふたたび、足を動かし始める。意い識しき的に煙を上げる穴を踏ふみつけ、前へと進んだ。

「殺しなさい。汝なんじ、我わが界の律りつ法ぽうに則のりせよ……」

　毅き然ぜんと前を見つめるレアナに、誰もが逆さからい難がたい雰ふん囲い気きを感じた。

「逆さか巻まく雷らい陣じん」

　廊下に紫し電でんの輝かがやきが迸ほとばしる。威力を削そいだ雷らい撃げきは前後をふさいだ兵士たちの体を痙けい攣れんさせる。バタバタと倒たおれていく兵士たちには目もくれず、レアナは廊下を突き進んだ。

　玄げん関かんホールまで辿たどり着いた所で次の妨ぼう害がいが待っていた。

　戦せん術じゆつ歩ほ兵へいたちだ。銀色の戦争用儀ぎ器きに身を包んだ戦術歩兵が五人。扉とびらの前には二十人近い兵士がレアナにライフルを向けていた。

　それを見た瞬しゆん間かん、レアナは迷まよわず廊下の壁かべに身を寄よせ、彼らの視し線せんから逃のがれた。先ほどまでとは違う、硬質な意思と鋭するどい空気を感じ取ったのだ。

　証しよう明めいは火薬の破は裂れつする音でなされた。銃弾の音が余よ韻いんを引く中、隊長らしき男の声がレアナに降ふり注ぐ。

「あなたがこの屋や敷しきを出る事は絶ぜつ対たいに阻そ止しするように命令されている。命の是ぜ非ひは問わぬともだ。大人しく部屋に戻もどっていただきたい」

「それはお断ことわりするわ」

「では仕方がない」

　銃声の嵐あらしが起こった。訓練された兵士の銃撃には間かん断だんがない。さらにそこに戦術歩兵の術理も加わる。術の連れん射しや性せいだけでいえば、世界で類を見ない戦術歩兵の術理だ。レアナが身を隠かくしていた壁はあっさりと崩ほう壊かいする。

「汝、我が界の律法に則せよ……」

　砕くだけた木材に紛まぎれ、床に体を転がしてホールに飛び出したレアナは、咒しゆ音おんを吐はく。

「紅くれないの打ちよう擲ちやく！」

　生み出された火球は玄げん関かんホールを吞みこみ、破は裂れつした。戦術歩兵たちは防ぼう御ぎよの術理を放ち、不ふ可か視しの壁が舌したを伸のばす爆ばく炎えんを遮さえぎる。

　相手の視界がふさがった一いつ瞬しゆんで、レアナは起き上がり、さらに術理を飛ばす。

「破は軍ぐんの飛ひ剣けん！」

　視界一いつ杯ぱいの刃やいばの群れが降り注ぐ。戦術歩兵の防御術理は降り注ぐ先せん端たんの圧あつ力りよくに屈くつし、崩ほう壊かいした。不可視の壁を貫つらぬいた刃はさらに兵士のライフルを叩たたき落し、手足などの人の死なない部位を貫く。

「馬ば鹿かな、なんだその術理は……」

　戦術歩兵の一人が苦く痛つうに顔を歪ゆがめながらも、信じられないものを見る目でレアナを見た。ただの富ふ豪ごうの娘むすめだと思っていたのが、術理を使う……だけでなく、その術理がまるで知られていない類たぐいのものだとすれば当然なのかもしれない。

　他の戦術歩兵にも見えていただろう、レアナの周囲に集つどう《混こん沌とん》の量、その収しゆう束そく率りつ、変へん換かん効こう率りつ、全すべてが既き存そんの術理の上を行っているのが。

　レアナはそれには答えない。

「悪いけれど、わたしはもう止まらない」

　床に突き立った剣が消える。玄関ホールを血で汚よごしてうめく兵士たちにそう呟つぶやくと、レアナは彼らの間を抜ぬけて屋敷を飛び出した。

　術理で巨きよ鳥ちようを生み出し、空に高く上る。

　舞まい上がったレアナの視界に、ウォレントの夜景を切り裂くようにして、クァグ・ネレイドーの巨大な女身が浮うかび上がっているのが映うつった。

　レアナはそれを確たしかめつつも、巨鳥の嘴くちばしが向く先をクァグ・ネレイドーからずらした。
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「ええい、しつこい！」

　ナギリの苛いら立だたしげな声は、止やむ様子のない銃声と術理の咆ほう哮こうにかき消された。

　リーフ邸てい。

　レアナの屋敷と比くらべると狭せまくなるが、玄関へと通じる廊ろう下かにはライフルを構かまえた兵士が三列に並ならび、銃じゆう声せいの合唱は息切れなく続けられた。さらにその背はい後ごに立つ戦術歩兵たちの放つ術理が廊下を破壊していく。

「お家が……」

　耳を押おさえて座すわり込んだセレンの悲しげな声がナギリの耳に届とどいた。廊下を挟はさんだ対たい峙じ、壁の木材は細切れに剝はぎ取られ、赤いレンガがさらに抉えぐり取られていく。セレンの父母がここにいなくて良かったと思った。あの二人はホテルの方に押し込められている。何もかもが終わった後にこの家を見てどう思われるか……それを考えるとナギリも心苦しい。

「きっかり弁べん償しようしてもらうからね！」

　ナギリは廊下の向こうにそう怒ど鳴なりつけると、思い切り拍かしわ手でを打った。

「かけまくも畏かしこき天あめ乃の大おお御み霊たま、焰ほむらの華はなの座ざ、降ごう魔まの御み雷いかずちの剣つるぎ、授さずけ賜たまいしその御み力ちから、鏡たる影かげたる護ご法ほう童どう子じの姿すがに映し変じ、我が身を護まもりたもう、祓はらいたもう！」

「ナギリさん⁉」

　セレンが目を瞠みはった。

　ナギリの詞ことばに合わせて護法童子が変化する。二体の護法童子の核かくである《卵オヴン》がナギリの詞に従したがい、充じゆう塡てんされた《混こん沌とん》の性せい質しつを変へん容ようさせたのだ。八彦は燃もえ上がる焰を模もした常つねに形を変じる赤色光と化してナギリの背に張り付き、切彦は全身に雷の蛇へびをまとわりつかせた直刀に変わり、ナギリの手に収おさまる。

「あたしが怒おこったらぁぁぁぁ、レアナほど甘あまくないからね！」

　飛び出す。鉛なまり玉だまと破壊の意思のこもった術理が駆かけ抜ける廊下に、ナギリは無む防ぼう備びともいえるほど大だい胆たんに姿すがたを見せた。兵士たちがナギリの異い様ような姿に驚おどろきを見せたが、その時にはすでに銃爪ひきがねは引かれ、鉛玉の雨が、術理の炎ほのおがナギリに殺さつ到とうした。

　ナギリの背に張り付いた八彦の焰えん光こうが宙ちゆうを舐なめる先端を前に延のばし、ナギリを覆おおう。それを確かく認にんする様子もなく、ナギリは兵士たちに向かって駆けていた。

　それらは一瞬の事、誰もそれを詳くわしくは見ていなかった。鉛玉の速度は人の目に追えるものでなく、当たり前に反はん応のうできる速度でもない。術理の炎もわずかに銃じゆう弾だんに劣おとるとはいえ、反応するには難むずかしい速度だ。

　すべて、ナギリに当たった。

　だが、ナギリの突とつ進しんは止まらなかった。

　八彦の焰光が銃弾を全て弾はじき、あるいは溶とかし、また戦せん術じゆつ歩ほ兵へいの放った術理の炎を吞みこんだ。

「でぇぇりゃあぁぁぁ！」

　兵士たちの中に飛び込んだナギリは思い切り、切彦の雷らい剣けんを廊下に叩きつけた。──光の波は紋もんが駆け抜ける。剣身から波紋を追いかけるように飛び出した雷が兵士たちの全身を貫いていく。戦術歩兵の儀器が煙けむりを上げた。

「ちぃぃぃ、死ななかった！」

　剣身にまとわり付いた雷を払はらうように振ふって、ナギリは忌いま々いましそうに倒たおれ伏ふした兵士たちを見た。次の瞬間には剣と焰光はナギリの体から離はなれ、童子の姿に戻る。

　ナギリの額ひたいには玉の汗あせがいくつも浮うかんでいた。

「し、死ななくて良いですから」

　慌あわてて出てきたセレンはナギリの疲ひ労ろうしきった顔に顔を青くさせる。

「ナギリさん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「まだ修しゆ行ぎようが足りない、それだけの事。それよりもさっさと行こう」

「はい！」

　家を飛び出したナギリたちを待っていたのは、夜に相応ふさわしくない、大きな羽音だった。

「二人とも！」

　頭上から聞こえた声に、セレンが顔をあげ、緊きん張ちようしていた顔を思いっきり緩ゆるませた。

「レアナさん！」

　地上に下りたレアナに飛び付く。

「ごめんなさい。わたしのせいで」

「そんな、レアナさんが悪いわけじゃないです」

　抱だきついたまま首を振るセレンの背せを撫なで、レアナはナギリを見た。

「大丈夫？」

　ナギリの顔色は悪い。

「あんたのおかげで術の実じつ践せんには事欠かないね。まったく！」

　血の気の薄うすまった顔で、ナギリは力一いつ杯ぱいウィンクをした。

「まぁでも、楽しいから良し！」

　ぐっと親指を突つき出すナギリにセレンが涙なみだを拭ふいて、プンと頰ほおを膨ふくらませた。

「楽しくなんかないです！」

　ついさっきまで、一人にされるのを怖こわがっていた姿はどこにもない。ナギリはそんなセレンに上じよう機き嫌げんで返した。

「いやいやいや、こういう時こそ楽しまないと人生損そん？　むしろ大負け？　世の中なんでも楽しんだ方が勝ちよ」

「不ふ謹きん慎しんです！」

「まあまあ、それぐらいにして……」

　レアナは本ほん格かく的な口喧げん嘩かが始まる前に二人を止める。

　レアナと新たに二人を乗せた巨きよ鳥ちようは、宙に舞まい上がった。

　空高く上がれば、二人にもクァグ・ネレイドーの姿が見える。いまやクァグ・ネレイドーは術じゆつ理りの強きよう烈れつな光を浴びてその姿をくっきりと闇やみの中で浮き彫ぼりにしていた。様々な術理がクァグ・ネレイドーの周りで飛び交かい、さらに巨人を彩いろどる。
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「うわっ、派は手でな事してやがる、あの詐さ欺ぎ師し」

「レアナさん、どうするのですか？」

「とりあえずラングスさんの所に行かないと、シィナの場所がわからないわ」

「捕つかまったの？」

　レアナは首を振る。

「わからないわ。逃にがしはしたけど、その後どうなったのか……もし捕まったとしても、あの子のマシン・ドライブは今使えないから、戦場には連れて行かれてないとは思うけれど」

　シィナのことを考えると胸むねが締しめ付けられそうになる。あの子が戦争に利用される……そう考えるだけでやりきれない気分になる。イェンにしても、ミランにしてもそうだ。

　ルシアの考えにレアナも行き着いていた。ただ二体だけのドラグ・ヘッド。一つ、あるいは二つの戦場では大きく勝てるかもしれない、シィナも加えれば三つか。だけれど、四つ五つと戦場が同時展てん開かいされたら……世界規き模ぼの戦争となった時、ドラグ・ヘッドにできることはただそれだけになるのだ。あのハインツという男は、それがわからなかったのだろうか。そして自分たちが感じた恐きよう怖ふ心しんを、そしてその価か値ちを世界中の人間が同じように感じているはずなのだ。だからこそ、レンドラントは世界中から敵てき視しされてしまう事になるだろうとは、レアナにとっては簡かん単たんな予よ測そくだったのだが……

　本当に気付かなかったのだろうか？

　クァグ・ネレイドーにある程てい度ど近づいてから、レアナは術理の光を空に放った。放たれた光の玉は途と中ちゆうで破は裂れつして、夜を一いつ瞬しゆん白く染そめる。

　クァグ・ネレイドーの肩かたには二人の人ひと影かげがあった。タキシード姿でマントを翻ひるがえした姿はもちろんラングスだ。もう一人はリオンではない。

「バーホーデン少しよう尉い」

「シィナさんではないですね」

「ええ……」

「て～ことは、あの優やさ男おとこがシィナの所に行ってるわけ？」

「そんな……不安ですわ」

「あんたの意見にはものすっっっごい、個こ人じん的感かん情じようを感じるけど、まぁでも、あたしもそうかな」

「…………」

　二人の話を聞きながら、レアナは巨鳥をクァグ・ネレイドーの頭上で何度か旋せん回かいさせた。

　その内、クァグ・ネレイドーの背はい部ぶと脚きやく部ぶから凄すさまじい量の炎ほのおが吐はき出されて、空を飛んだ。レアナもその後を追う。

　戦術歩兵の術理が追つい撃げきをかけてくるが、空に高く舞い上がった二つの大小の影には命中しなかった。







　潜せん伏ぷくの終しゆう焉えん
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　夜の帳とばりが重々しく下ろされた空を、イェンたちは見上げていた。数日振ぶりの開放感にミランが深しん呼こ吸きゆうしている横で、イェンは周辺を確たしかめる。

　まず鼻に付いたのは、拭ぬぐい去る事のできない磯いそ臭くささだった。板いた張ばりの波止場の底を叩たたく水音、防ぼう波は堤ていを撫なでる波の音……夜の闇に沈しずんだ町並なみの反対側を見れば、そこは港だった。小型の船が幾いくつも並ならんだ漁港だ。

「く～～～～っ、やっぱり新しん鮮せんな空気は良いですね～。ちょっとお魚臭いですけど」

　思いっきり伸のびをするミランにも、そしてイェンにも、手足を縛しばるものはなにもなかった。拘こう束そくが無意味である事は理り解かいしているらしい。逃とう走そうする事はないと思っているのだろう。それでも、ここまで運んできたのは鉄てつ製せいの囚しゆう人じん護ご送そう車しやだ。そこら辺の人間の心理の微妙な機き微びは、さすがにイェンにも理解できない。

「なにをしている。早く来い」

「あ、は～い」

　硬かたい声で呼よびかけたのは、運転手を務つとめていた男だ。彼の姿すがたは波止場の上にあり、そして横付けされているのは、漁船の並ぶこの場にあまりにも相応ふさわしくないクルーザーだった。搭とう載さいされた符ふ動どう機関の起こす低いうねるような駆く動どう音おんが、静かな夜の雰ふん囲い気きにアクセントを付けている。波止場の上に漂ただよう符ふ水すい蒸じよう気きの甘あまったるさは、磯のにおいと混まじると不ふ快かい感を覚えさせた。

「乗れ」

　やってきたイェンたちに、男は短く命じる。船の上にはすでに船員がいて、出しゆつ航こうの準じゆん備びが進められている。

「あの～、あたしたち、どこに運ばれるんですか？」

「…………」

　その問いには誰も答えてくれなかった。

「着けばわかりますよ」

　涙なみだ目めでたすけを求めてくるミランに、イェンはおざなりに返事をする。

　イェンたちが案内されたのは護送車の時よりもさらに狭せまい船室だった。個こ室しつだった。部屋は他にもあったのだが、イェンたちを分けておく事が船員たちには心理的にできなかったのかもしれない。脅きよう威いは一箇か所しよに押し込こめておきたいのだろう。

　やがて符動機関が本ほん格かく的に動き出し、船の発進する揺ゆれが体をわずかに揺さぶった。

「ど、どうしましょう？」

　部屋を見回し、ミランが恐こわ々ごわとイェンを覗のぞき見た。

「どうするもなにも、とりあえずは成り行きに任まかせるしかないでしょう」

「な、成り行き、ですか？」

「？　ここで無む駄だな抵てい抗こうをしたところで、お嬢じよう様さまたちを無事にたすけ出す事はできませんからね。チャンスがあるとすれば……」

　レアナと面会する時だ。

　イェンは定期的にレアナとの面会を希望するつもりだった。それこそいやがらせのように、なにか命令でもされる度たびに要求を繰くり返す。そうする事によって、革かく命めい政せい府ふに脅おどしをかける事ができる。

　いざともなれば芝しば居いの一つもして見せるつもりだ。「お嬢様はもう死んだのだろう？」そう言って、迫せまってみせる。芝居などした事がないからどこまで演えん技ぎしきれるか、自信がないが、やって見せるしかない。

（お嬢様を救い出すためならば、その程てい度ど）

「あの～、そういう事じゃなくてですね」

　手をおそるおそる上げてミラン。

「なんです？」

「あのですね。ここ個室なんです」

「ええ、わかってます」

　わかっていないイェンに、ミランはじれったそうに唇くちびるを尖とがらせて言った。

「ベッド……一つしかないんですけど」

　イェンが部屋を眺ながめる。確かに、ベッドは一つしかない。二人で寝ねるには少し無理がある幅はばだ。

「そうですね」

　しかし、イェンは淡たん々たんとしたものだった。

「眠ねむる時間をずらせばいいでしょう？　そもそも、ドラグ・ヘッドは人間ほど睡すい眠みんを必要としないのですから。……まぁ、どれだけの期間ここに押おし込められているかわかりませんから、睡眠はとりますが」

「そうじゃなくってですね～」

　もどかしくミランが腕うでを振ふる姿すがたに、イェンは眉まゆを寄よせた。

「一体、なんなんです？」

「一いち応おう、あたしたちにもですね、せ、性別ってあるんですよ？」

「…………」

「うう……そんな目で見ないでくださいよ～」

　呆あきれた視し線せんを向けただけなのだが、ミランの思考は別の方向に動いているように見える。

「こ、この間読んだ本にですね、こういうシチュエーションがあったんですよ。狭い部屋に閉とじ込められた男女がですね。えと……その……」

　指をもじもじと絡からませ、徐じよ々じよに顔を真っ赤にしていくミランに、イェンは盛せい大だいなため息を吐はきかけた。
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　場所は戻もどり、ウォレント市内。

『レーデリンツ』から建物を二つほど隔へだてた先に、もう一軒けん『フェロメナ』という似にたような安宿があった。

　シィナとリンはそこにいた。

　空気を重く深く揺るがせるその音に、シィナは獣けもののように反はん応のうして、ベッドから飛び降おりた。

「なに？」

「お嬢様」

「なにか、起きてる？」

　咄とつ嗟さに閉しめられていたカーテンを開けたが、シィナのいる部屋からでは人気の絶たえた路地が見えるだけで、音の正体はまったくつかめなかった。

　ほんのわずかな静せい寂じやくの後、再ふたたび夜気がかき回される音が聞こえてきた。銃じゆう弾だんと術じゆつ理りだ。

　破は壊かい的な音の余よ韻いんだけがここに届とどくきりで、なにもわからないもどかしさに、シィナは落ち着いていられなかった。

「レアナお嬢様、でしょうか？」

　リンが落ち着いた声で訊たずねてきた。

　捕つかまってからずっと、シィナはリンにレアナがたすけに来てくれることを何度も語った。それはリンを勇気付けようと思ってした事だったのだが、はたして意味があったのかとシィナ自身疑ぎ問もんに思うほど、このメイドは徹てつ頭とう徹てつ尾び、無む表ひよう情じようの落ち着きを崩くずれさせる事はなかった。

　もしかしたら本当は、自分をこそ、そう言い聞かせておきたかったのかもしれない。

「わかんない。でも、ただ事じゃない事はたしかだと思う」

　その後、二人は息を殺して音の成り行きを確たしかめた。火薬の破は裂れつ音おん、術理の爆ばく発はつ音おんに雷らい鳴めい、さらに建物の崩れる音までしてくる。戦いが起こっているのだろうという以外は、なにがなんだかちっともわからなかった。

　緊きん張ちようする事に疲つかれたのか、リンが窓まどから体を離はなして、耳を傾かたむけることを止やめた。

「アリシア様、ご無事ならよろしいのですけど」

「アリシアなら大だい丈じよう夫ぶだと思う。お父さんが軍人なんだし、逆さからわない限かぎりひどい事にはならないよ」

　稚ち拙せつな推すい測そくだと自分でもわかっていたが、そうであってほしいとシィナは願っている。

　今度はドアに耳を当てる。

　廊ろう下かからはバタバタとした足音が聞こえる。話し声らしきものも聞こえるが、詳くわしい内ない容ようまではわからない。慌あわてている様子だけは伝わってくる。ということは襲しゆう撃げきされたのだろう。この近くに、シィナ以外の誰だれかが捕とらわれていたという事になる。

　誰なのだろう？　誰だろうと無事にたすかるといいなと、シィナは純じゆん粋すいに思った。レアナが無む茶ちやをしなければいいなとも思う。

（でも、たぶんするんだろうな）

　ドアから離れ、シィナは再ふたたびベッドに腰こしを下ろした。

　シィナには確かく信しんがあった。レアナは絶ぜつ対たいにシィナたちをたすけるために無茶をする。そしてシィナたちが権けん力りよくの玩具おもちやになるのを防ふせぐために戦うだろうことを確信していた。だからこそ、シィナは自分たちの力を使えばいいと言ったのだ。

　それをレアナは拒きよ否ひした。もう戦わなくていいのだの一点張ばりだ。

（お姉ちゃんは、あたしの言う事聞いてくれない）

　大好きだからこその不満がシィナの脳のう裏りに湧わいた。

　たしかに、戦うのが好きなわけではない。村にいた時の生活も、バーミリオン家の養子になった今の生活も大好きだ。

　しかし、戦うという事に関してはシィナにとって好きも嫌きらいもないものでもある。シィナはマスターユニットであり、マシン・ドライブを操あやつる者。戦うために生み出された〝物〟だ。シィナにとって戦いとは、日にち常じよう生活の行こう為いの一つでしかない。

　そして、レアナが大好きだからこそ、その大好きなものを守るために力を使いたい。作られた時からの、自由意い志しの介かい在ざいしない宿命と名付けられた戦いではない。これは、シィナ自身を守るための戦いではないのかと思う。

　そういう不満を頭の中でかき混まぜ、背せをベッドに向けて傾けていると、その内に支ささえきれなくなって倒たおれた。頭の先に硬かたい物がぶつかる。

《卵オヴン》だ。

　ここに連れてきた兵士たちは《卵オヴン》には指一本触ふれようともしなかった。その後に部屋にやってきて、シィナにマシン・ドライブが今は使えないことを話させたハインツとかいう政せい治じ家かは《卵オヴン》に視線を一度やったきり見ようともしなかった。

　捕まる寸すん前ぜんの記き憶おくが一部抜ぬけている。《卵オヴン》が誰かに触さわられるのを見て、カッとなったのだけは覚えている。

　その後は空白。

（あの時、あたしがなにかしたんだろうけど……）

　では、なにをしたのだろう？　もしかしたらマシン・ドライブが直ったのかもしれないとシェルに意い識しきを向けてみたが、二機のマシン・ドライブの深い眠ねむりの反応だけが返ってきた。

　その後に自分自身が機き能のう障しよう害がいでも起こしたのではないかと青ざめたりしたのだが、どうやらその様子もないことは、この部屋に閉とじ込められている間に確認できた。

　よくわからない。

　よくわからないが、不安にはなる。自分の知らない何かが、自分の中に眠っているような感じがする。

　閉ざされて換かん気きの悪いこの部屋は、決して寒くない。空気は悪いが、その分暖あたたかくもあった。

　それなのに肌はだ寒ざむさを感じてしまうのは、この部屋に集まっている濃のう密みつな《混こん沌とん》のせいだ。《卵オヴン》の性せい質しつ上それは仕方がないことなのだが、シィナは自分の感じている不安は、この《卵オヴン》が原げん因いんなのではないのかと、肌寒さが感じさせる。

　それにしても、この《卵オヴン》の貪どん欲よくさは以前の聖せい霊れいの時とは大おお違ちがいだ。あの時はそばにいてもこんなに《混沌》を感じる事はなかった。

　屋や敷しきにいた時にも思ったが、これだけの《混沌》がどこから流れてきているのだろう？

　いきなり部屋に現あらわれ、シィナに自分の目から離れないようにさせてしまった《卵オヴン》、記憶を失った原因も兵士に《卵オヴン》を触られそうになったからだ。

　この《卵オヴン》にはなにかがある。

　寝ね転ころんだ姿し勢せいのまま、逆さまに《卵オヴン》を見つめ、シィナはそう思った。

　そんな思考を引き千切るかのように、扉とびらがけたたましく開かれた。
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　地上に舞まい降おりたクァグ・ネレイドーの肩かたからさらに飛び降り、リオンは光こう遁とんを発動して夜の闇やみに溶とけ込こんだ。背はい後ごで建物に穴あなの開く音が響ひびく。ラングスの口上が聞こえる。路地に飛び出してくる一いつ般ぱん人じんの中に紛まぎれ込んだ兵士の一いち団だんを見る。

　それらを背せにして、リオンは駆かけた。

　目指すのは、ラングスが穴を開けた建物からほんの少しだけ離れた場所にある建物。

　そこに、シィナがいる。

　アルハンデルから得た情じよう報ほうではそうだった。残念ながらリオン自身で情報の正せい否ひを確かく認にんする暇ひまはなかった。なにしろ、手に入ったのがルシアに会う直前だったのだから仕方がない。信しん頼らいできるとはいえ、仲間ではない人間から得た情報だけで動くのは危き険けんだと、怪かい盗とうをしていた時の経けい験けんが訴うつたえているのだが、止まるわけにはいかなかった。人ひと質じちが一人でも残っていれば、レアナが身動きできなくなる可か能のう性せいがある。そうなれば全すべてがご破は算さんだ。

　騒さわぎで路地に次々と人が現れてくる。だが、ほぼ全ての人が物ぶつ騒そうな音の元を探さぐろうとしていたため、路地を駆け抜ける宙ちゆうに浮ういた仮か面めんに気付く者はいなかった。

　そして目的の場所に着く。そこもまた、クァグ・ネレイドーの襲しゆう撃げきの報を聞いて慌あわてた様子を見せていた。

　リオンは一度目の跳ちよう躍やくで塀へいを飛び越こえ、二度目の跳躍で建物の壁かべに取り付く。目的の部屋の場所もすでに判はん明めいしていた。建物の図面自体は──なんの役に立つのかも考えていなかったが──とうの昔に手に入れていた。壁の引っ掛かかりを伝って器用に進み、廊ろう下かに面した窓まどを一つ、音もなく開けると廊下に飛び込み、そのまま目的の場所まで一気に駆ける。ここから先は時間の勝負だった。準じゆん備び期間がまったく足りないので、見つからずに完かん璧ぺきに行動するという選せん択たく肢しはすでに放ほう棄きしている。後はいかにこの騒ぎに乗じ切れるか、ただそれだけだ。

「あそこ……」

　目的の部屋に通じるドアを見つけた。

　見み張はりの兵士が足音に気付いてこちらを見る。

「ん？……なぁ！」

　兵士は凄すさまじい勢いきおいでやってくる空飛ぶ仮面に度ど肝ぎもを抜かれた顔をした。

　その顔をしたまま、鳩尾みぞおちに拳こぶしを埋うめ込まれて兵士は倒れる。

　兵士から鍵かぎを奪うばい取ると、リオンは勢いよく扉を開けた。光遁を解とき、叫さけぶ。

「たすけに来ました！」

　叫んでから部屋の中を確認して、リオンは啞あ然ぜんとした。

　中年の男女が一組、そしてその男女に良く似にた少女が一人いるだけだ。

　男女はバルツワード夫ふ妻さい、そして少女はアリシアだった。

「あの、あなたは……」

「シィナさんは⁉」

　男、バルツワード准じゆん将しようの言葉をリオンは聞いていなかった。アリシアが怪け訝げんに眉まゆを歪ゆがめさせた。

「リオンさん？」

「シィナさんは、ここにはいないのですか？」

　声だけで言い当てられてしまった事にどきりとしたが、リオンはなんとか言葉の勢いだけで押おし切った。

「いません。最初は別の所で一いつ緒しよにいたけど、そこから私だけこちらに……」

　そこまでで十分だった。アルハンデルの情報にもそれはあった。だがその時には黒くろ髪かみの少女もこっちに移うつされたと、アルハンデルの報告にはあったはずだ。アルハンデル──正せい確かくにはその手下だが──は見事に引っ掛けられたのだろう。

　そしてその情報に従したがったリオンも引っ掛けられた事になる。

　罠わなか……リオンがドアを振ふり返った時には廊下から溢あふれかえる足音が聞こえてきていた。逃にげ道は──窓は嵌はめ殺しだった──ない。

　舌した打うちした。まさか軍本部そのものを罠にしたのか。

　突つきつけられた銃じゆう口こうの群むれに、リオンは拳を握にぎり締しめた。
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　扉を蹴け破やぶるような勢いで、険けわしい顔をした兵士が入ってきた。廊下にはびっしりと兵士が控ひかえている。ドアを開けた兵士──隊長らしき男──だけが部屋に入ってきて、シィナに告げた。

「いまからここを出る」

　隊長はそれだけしか言わなかった。ここにいる間にとりあえず逆さからわないという方ほう針しんを話し合っていたので、リンはすぐにその言葉に従った。

「支し度たくをいたします」

「そんな余よ裕ゆうはない。すぐにきてもらう」

「しかし……」

　言いよどんだリンが見たのは、ベッドの上にある《卵オヴン》だ。隊長は苦い顔をしたが、すぐに首を振った。

「悪いがあれを運んでいる余裕はない。君たちだけ来てもらう」

　さらに何か言おうとしたリンの腕うでを、隊長は強ごう引いんに摑つかんだ。

「！」

　乱らん暴ぼうな扱あつかいに、シィナの柳りゆう眉びが逆立った。ベッドから飛び降りたシィナとリンにそろって銃口が向けられる。

「お前！」

「下へ手たなまねはしないでもらいたい。我われ々われも女子こ供どもを殺したくはないのだ。たとえその片かた方ほうが、人間ではないにしてもな」

　部屋に乾かわいた音が鳴り響ひびいたのは隊長が言葉を吐はいたすぐ後だった。シィナは驚おどろきで飛び出しかけた姿勢のままで止まって、冷たく怒おこるリンの背を見つめた。

　リンがまなじりを吊つり上げて、隊長を睨にらみつけていた。摑まれていない手が思い切り振りぬかれている。頰ほおが怒いかりで紅こう潮ちようしていた。

「お嬢じよう様さまを侮ぶ辱じよくするのは許ゆるしません」

　あくまで静かな口調のまま、リンが言い放つ。

「……これは失礼を」

　男は打たれた頰に頓とん着ちやくせず、それだけしか言わなかった。そのまま背はい後ごの兵士に顎あごで指し示じしてシィナを取り囲ませる。シィナを恐おそれる様子はない、それ以上にどこか必死な様子を見せてシィナを部屋の外に連れ出そうとする。

「時間がないので多少乱暴になるのは許していただきたい」

　単調な隊長の言葉に、引きずり出そうとする兵士たちの手に、シィナは抗あらがった。

　なぜか、抗っていた。

　とりあえずは従う方針でリンと話し合っていたはずなのに……

　自分が理り解かいできないまま、シィナは暴あばれた。無む駄だな抵てい抗こうだった。シィナの膂りよ力りよくはドラグ・ヘッドとは違ちがい、外見通りでしかない。屈くつ強きような兵士たちに抗えるはずもない。踵かかとが床ゆかを擦する音を聞き、兵士たちの隙すき間まから見える《卵オヴン》から引き離はなされているのを見た。

　部屋を出るか出ないか……それぐらいの時だ。

　胸むねが疼うずいた。心しん臓ぞうが強い鼓こ動どうを打ったのではない。心臓よりももっと中心、鳩尾の上に顔をのぞかせているシェルが震ふるえた。

　その中で、何かが──起き上がろうとしている？

　マシン・ドライブではない。〝ミストレス〟も〝ヴェイオウルフ〟も沈ちん黙もくを保たもっていた。ではなにが？　シィナのシェルが干かん渉しようできる裏り面めん空間内にはもはやなにもないはずだ。シィナには感知できない。感知できないものが存そん在ざいするはずがない。

（意図的に知覚できないようにされていた？）

　その可か能のう性せいに初めて気が付いた。自分は目的を持って作られた存在だ。そしてシェルもまた目的を持って作られている。何に？　この世界を喰くらいにきた《蛇タナトス》と戦うためだ。

　そのためだけではないのか？

　そしてまた、他の事も思い出してしまう。

　グリー基き地ちにマシン・ドライブはなかった。この世界にあるマシン・ドライブはすでに廃はい棄き状じよう態たいだった。まるで奇き跡せきのように〝ミストレス〟と〝ヴェイオウルフ〟があっただけだ。

　そんな状態なのに、マシン・ドライブのないマスターユニット（シィナ）など何の役にも立たないのに、なぜシィナだけがこの世界に残されている？

　ミランたち最終生産型ドラグ・ヘッドのような封ふう印いんされた指令などなかった。イェンのように、自ら願い出てこの世界に残ったわけでもない。

　イェンからレスフォールの言葉を聞いている。

（あたしがあの時、帰き艦かんしたいって言ったら、受け入れてもらえた？）

　自信がない。あの時はレアナやアリシアと一緒にいたかったから、帰る気なんてまったくなかったと言えばそうだ。だが、シィナにだってレスフォール時代には別の主がいたし、交友のあった同どう胞ほうやドラグ・ヘッド、下マ位ス模タ倣ー体ズもいた。彼らに会いたいと露つゆとも思わなかったのはなぜだ？

　そして……シィナはもう一度《卵オヴン》を見た。

　連れん鎖さが止まらない。無数の記き憶おくが一つの糸で繫つながってしまったかのように、引っ張ぱれば引っ張るだけ、思い出せば思い出しただけ、次々と記憶が浮うかび上がってくる。

　まるで、シィナに気付かせるためのように。

　自らの役目を、本来にして真実にして唯ゆい一いつの、他のマスターユニットではない、シィナがこの世界に残っているという事実の真の理由をシィナに知らしめるために、




　思い知らせるために思い出させようとしている。




　グリー基地にあった《卵オヴン》はダミーだった。

（本物はじゃあ一体、どこにあった？）

《卵オヴン》から目が離せない。恐ろしい考えに体が震ふるえた。

（最終生産型みたいにあたしにも隠かくれた指令があったら、あたし自身が意い識しきしないで、無意識下でそうするように設せつ定ていされている命令があったとしたら？）

　ギリギリギリギリと……シィナの胸は精せい神しん的に軋きしむ音を立てていた。もはや無意識下ではいられないものが意識の表ひよう層そうに現あらわれようとしていた。

　あの《卵オヴン》から、離れてはいけない！

　その想おもいは強きよう烈れつだった。そしてまるで自分自身の事ではないように、客観的にその気持ちを眺ながめている自分もまた、存在していた。

「レスフォール！」

　シィナは、決して届とどきはしない相手に向かって声を張り上げた。

「あたしになにをした⁉」

　その瞬しゆん間かん、シィナの意識は白の世界に叩たたき落とされた。
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　まるで深海にでも引きずられたかのような感覚に、レアナは口元を押さえた。内ない臓ぞうが裏返しになったかのような気持ちの悪さ。巨きよ鳥ちようの悲鳴が轟ごう音おん響ひびく夜を引き裂さきにかかる。バランスを崩くずしたので、レアナは破は裂れつしそうな頭の痛いたみに悩なやまされながら巨鳥を制せい御ぎよした。

「どうなさったんです？」

　セレンの心配げな声。気分が悪くなったのはレアナだけではなかった。後ろのナギリもまた……そしてすぐ近くで炎ほのおを吹ふき出してとんでもない巨体を空に浮うかせたクァグ・ネレイドーの肩かたで、ラングスとロイもまた体をふらつかせていた。

「なに、これ……？」

　レアナたちの視し界かいは紫むらさきに染そまっていた。紫色の海にでも叩き落とされ、その海の底で太陽を仰あおぎ見たかのような鮮せん烈れつな紫だった。白でも黒でも赤でも青でもない、だがその全すべての色が交じり合っているかのような不ふ可か解かいな色、紫……それは《混こん沌とん》を示しめす色だ。

　空気の代わりに《混沌》を吸すわされているかのような気持ちの悪さ。

「この濃のう度どは一体……」

　魔ま霊れいの時よりもはるかに濃度の高い《混沌》がウォレントの空に広がっていた。

「尋じん常じようじゃ、ないわね」

　今にも夕食を吐はき出してしまいそうなナギリ。レアナもそれとほとんど変わりがなかった。《混沌》の知覚力が低いセレンはなんともないようすで、二人の変化に戸と惑まどっている。

　世界の外から、まるで雨あま漏もりのように染しみ込んでくる、まだなにものにもなっていない要よう素そ、この世界を定てい義ぎする自然摂せつ理りという名の秩ちつ序じよとは相反する存そん在ざい……それが《混沌》。

「冗じよう談だんじゃないわ、こんな量……ああもう、頭痛い！」

　ナギリの悲鳴に、いまだに事態を理り解かいできていないセレンは首を傾かしげるしかない。

「早く退たい避ひしないと……」

　レアナは巨鳥に命じて高度を上げた。なんとか《混沌》から逃のがれると、レアナはほっと息を吐つく。

「あの、なにがあったんですか？」

　周りに付いていけてなかったセレンがそろそろと訊たずねてくる。

「《混沌》よ、って……ああ、見えないのか」

「ええ。《混沌》が、どうかしたのですか？」

「凄すさまじい量の《混沌》があの場に満ちていたのよ。……いけないわね。暴ぼう発はつでも起きたらただじゃすまないわ」

「暴発……ですか？」

「あんだけの量の《混沌》があったら、セレンだって真ま似ね事ごとしただけで術じゆつ理りが使えるってことよ」

「まぁ、そうなのですか」

　ナギリの言葉に、セレンは瞳ひとみを輝かがやかせた。レアナやナギリが術理を使う事を羨うらやましく思っていたのだろう。

　レアナは渋しぶい顔をしてナギリを睨にらんだ。

「その代わり、コントロールできなかったらウォレントが消し炭ずみに変わるわ。テルトアどころの騒さわぎではなくなるかも」

「そんな……」

　今度は顔を青くする。

「レアナ・バーミリオン！」

　ラングスの大声が荒あら々あらしく吹ふき荒あれる大気の中を貫つらぬいてきた。クァグ・ネレイドーの手の一つがこちらに向けられる。レアナは巨鳥をその手に乗せると、術を解といた。

　手が、レアナたちをラングスのところに運ぶ。

「ラングスさん、一体なにが？」

「儂わしにわかれば苦労はない。だが、もしかしたら儂はミスを犯おかしたかもしれん」

「え？」

「《混沌》の発生点らしき場所に覚えがある。あの場所にシィナ・バーミリオンがいたのかもしれん」

「！」

　レアナは息を吞んだ。

「手に入れた情じよう報ほうでは、そこからさらに軍本部に移い動どうしたという事だったのだがな、これはやられたか」

「でも……これは」

　シィナが何かしたわけではない。シィナにそんな能のう力りよくがあるなんて聞いていない。

「レンドラント軍の秘ひ密みつ兵器かなにか……む？」

　ラングスの声に、レアナも地上を見た。

「《混沌》が……」

　ナギリも驚おどろいた声を上げる。

　中央区を中心にウォレントを包んでいた《混沌》のドームが急速にしぼんでいった。膨ふくらんだ風船から空気が抜ぬけていくかのようなスピードで一点に収しゆう束そくしていく。

　その変化はあまりに急きゆう激げきで、レアナたちは瞼まぶたを瞬しばたたかせるしかできなかった。

　そして現あらわれた。

　そこにあった建物を内側から粉ふん砕さいして、それは姿すがたを見せる。
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　巨大な体たい軀くに被かぶった瓦が礫れきを振ふり払はらい、土つち煙けむりを撒まき散らしながら、それは吠ほえた。咆ほう哮こうは大気を震しん動どうさせ、距きよ離りを隔へだてたレアナたちの全身を揺ゆさぶる。

「な、なんですか……あれは」

　セレンの震ふるえる声に、誰だれも答えられなかった。

　夜の闇やみよりもなお暗い黒で全身を染そめた存そん在ざい。クァグ・ネレイドーに比ひする大きさをもった人型、〝ミストレス〟よりも細身で、しかし〝ヴェイオウルフ〟よりも荒々しい印象を与あたえる。

　全身は金きん属ぞくというより、甲虫の外骨こつ格かくに似にたもので覆おおわれている。針はり金がねのように細い体、甲こう殻かくの隙すき間まから、ねじり合わせたような黒い筋きん肉にくが蠕ぜん動どうしているのが見えた。

　焼けた鉄のような色をした瞳、剝むき出しになった歯列からは禍まが々まがしいイメージしか感じられない。

「シ……」

「レアナさん！」

　ふらりと、レアナが前に出た。ここが空中である事を忘わすれたかのような動きに、背はい後ごのセレンが慌あわてて手を伸のばしてくる。

　だが、遅おそかった。

「シィナ！」

　叫さけぶと、レアナは宙ちゆうに身を乗り出していた。

　咒しゆ音おんが渦うず巻まく大気の中でかき消される。再ふたたび現れた巨鳥がレアナをその背せに乗せ、急きゆう降こう下かを開始した。

「詐さ欺ぎ師し！」

　ナギリの怒ど鳴なり声で、クァグ・ネレイドーもその後を追う。

　レアナは背後の轟ごう音おんなど耳に入らず、ぎりぎりまで勢いきおいを殺さずに降下し、黒の巨きよ人じんの足あし下もとに着地した。

　建物であった物のなれの果て。

　啞あ然ぜんと、レアナは瓦礫の山を見た。巨人の片かた足あしが瓦礫の中に埋うまっている。人間らしきものが瓦礫の中から見え隠かくれしていた。

　全身から力が抜けていく……その感覚をなんとかこらえ、レアナは再び妹の名を叫んだ。

「シィナ！」

　巨人の存在はもう見えてもいなかった。瓦礫の山に飛びつき、小さな手で無む謀ぼうともいえる量を掘ほり起こそうとした。ガラス片へんが指を切り裂さく、手にまとわり付く血が自分の物なのか、それともすぐ側そばにある兵士らしき男の体から流れた物なのかわからない。

「シィナ！　シィナシィナ……そんな、そんな……」

　呪じゆ詛そのように呟つぶやきながら、瓦礫を除のけ続ける。爪つめが剝はがれる痛いたみも気にならなかった。逆ぎやくにその軟なん弱じやくさに腹はらが立った。目から零こぼれる熱いものが視し界かいを遮さえぎるのは邪じや魔までしかない。

　大きな瓦礫の下から呻うめき声が聞こえる。男のものではないそれに、レアナは覆い被かぶさっている壁かべの一部に飛びついた。ビクリともしないそれに肩かたを押おし付け、持ち上げようとする。持ち上がらない。肩に断だん面めんの尖とがった部分が食い込こむ。骨ほねの軋きしむ音が聞こえる。力が足りない。もっと、もっともっともっともっともっと、わたしに力を。

「ばかか、あんたは！」

　背はい後ごから伸びた手がレアナの服を摑つかみ、強ごう引いんに引っ張ぱられた。ナギリだった。

「剣けんよ」

　ラングスの野太い声がして、次の瞬しゆん間かん、地面から現れた無数の剣が瓦礫を跳はね除けた。

　その下から姿を見せたのは……シィナではない。

「……リン？」

　額ひたいに血の筋すじを張り付かせたリンが震えながら頭を上げた。

「レアナお嬢じよう様さま？」

　レアナは這はうようにしてリンをたすけ起こす。瓦礫の隙すき間まに収おさまったためか幸いにも軽けい傷しようで済すんだようだった。
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「お嬢様が……」

「シィナは、シィナはどこ？」

　リンの肩を摑む。ギリギリで理り性せいが働いて、頭を打ったらしい彼女を急せかすような真ま似ねはしなかった。

　そして、ほんのかすかにでも理性が残っていたがために、レアナはぞっとした。

　リンの茫ぼう漠ばくとした瞳ひとみに映うつった自分に……

　血走った瞳でリンを見つめる自分に、シィナのことしか考えていない自分に、死体の埋うもれた瓦礫の上で、ただシィナの安あん否ぴだけを考えている自分に。

「お嬢様は……」

　レアナの内心など知らず、リンは震える腕うでを持ち上げて、一つのものを指差した。

　レアナたちの頭上に存在する黒い巨人を、指差した。







　彼女の理想　彼女の現げん実じつ
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　その巨人は、名を〝ナイアルラ〟といった。

　シィナのシェルの中に《卵オヴン》とともに封ふう入にゆうされていた大量の《混沌》が結けつ晶しよう化かした存在。

　最終防ぼう衛えい兵器〝ナイアルラ〟。

　なぜその名であるのかがシィナにはわからない。シィナはどことも知れない場所で首を傾かしげた。

　いや、そもそも名前に意味などないのだ。それは単に音を集合させたものでしかないのかもしれない。シィナという名にはシィナ以上の意味はない。レアナという名にはレアナ以上の意味はない。

　意味は、その名が示しめす物体にこそあるのだ。その物が意味を作るのだ。

　ではこの、〝ナイアルラ〟という名が付けられた物体はどんな意味を作るのか？

　シィナは肉体から乖かい離りした意い識しきで、〝ナイアルラ〟という名を持ってしまった肉体を見つめた。




　リンの震ふるえる指先は〝ナイアルラ〟に向けられていた。

「え？」

　巨人を見る限かぎり、どこにもシィナがいる様子はない。

「どういう……」

　改めて問おうとしたところでリンの体から力が抜け、レアナの体に寄よりかかった。気を失ったのだ。

　わけがわからずに、レアナは巨人を見る。

　いきなり、異い音おんが空気をつんざいた。

「ぬう！」

　ラングスがうなる。異音のもとはクァグ・ネレイドーだった。全身をガタガタと震わせ、関節から紫むらさき色いろをした霧きり状じようのものが空気に溶とけ出している。

《混沌》だ。

「周囲の《混沌》を吸すい取る気か、いかん！」

　すばやくラングスがレアナに寄りかかるリンを抱かかえ上げた。

「一いつ旦たん退ひくぞ、このままでは逃にげる事もままならなくなる」

　ラングスの言葉で全員がクァグ・ネレイドーの手に乗る。呆ぼう然ぜんとしたままのレアナも、ナギリとロイによって運ばれた。

　クァグ・ネレイドーが炎ほのおを吐はいて上じよう昇しようする。

　遠くなる黒い巨きよ人じんを見つめて、レアナはリンの示そうとしたものを何度も反はん芻すうした。

（あれが、シィナ？）
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「動くな、怪かい盗とう」

　声がリオンに突つき刺ささる。背後にはアリシアとその父母がいる。下手に動いては流れ弾だまが当たるかもしれない。リオンは拳こぶしを握にぎり締しめたまま動けなかった。

　兵士の間から銃じゆうを持たないスーツ姿すがたの男が姿を見せる。

「イルザーム議員」

　バルツワード准じゆん将しようが苦々しく彼の名を呼よんだ。ハインツは准将を見る事なく、リオンにだけ視し線せんを注ぐ。

「バーミリオン家のお嬢じようさんの手の者か？」

　リオンは無言を保たもち、逃げ出せる機会をじっと窺うかがった。その顔が精せい彩さいを欠いているように見えたが、逃げ出す機会を与あたえるほど集中力を失っているようにも見えない。それどころか、瞳ひとみには病的な鋭するどささえ備そなわって見えた。

　リオンは仮か面めんの奥おくで眉まゆをしかめさせた。

　ハインツ・イルザームの雰ふん囲い気きが違ちがう。情じよう報ほう屋やのアルハンデルのコメントは『主神ガラヴァリの如ごとき男』だったはずだ。多くの軍神、戦神を率ひきいて敵てきの神族を打ち破やぶった英えい雄ゆう神、そして敵を討うち取る為ためならば人ひと質じちをとる事も、騙だまし討ちすることも厭いとわない冷れい酷こくさも兼かね備えている。それがガラヴァリだ。

　今のハインツはまるで、神に呪のろわれた妖よう術じゆつ師しの如き顔をしている。アルハンデルならば『堕だ神しんニードの如き』とたとえるか。

　咄とつ嗟さにルシアの姿が頭に浮うかんだ。あの会見の場で何があったか知らないが、ルシアの言葉がハインツを追い詰つめてしまったのかもしれない。

　しかしそのせいで、状じよう況きようが悪くなったとも思えない。

　これはおそらく、そうなる前からしかけられていた罠わなだ。

「どうやら、他の者たちは我われ々われへの協力を拒こばんでしまったようだ。だが、バルツワード准将、あなたはそうではないでしょう？　レンドラントの未来を憂うれう者として協力してくれるものと、信じているのですが？」

「なにをばかな」

　バルツワード准将は人の良い顔に嫌けん悪おを浮かべて、吐はき捨すてた。

「革かく命めいなどして、戦争を強行する。そんな連中に協力などできるわけがない」

「してもらわなければ困こまるのですが。いえ、もうこれは決定事じ項こうなのですよ。ただ、あなたが自らの意思で協力してくれるか、そうではないのか、ただそれだけの違いではありますが」

「レンドラントはすでに領りよう土ど内だけで国民を飢うえさせる事のないだけの農業生産力がある。こんな戦争に一体、何の意味がある？」

「純じゆん朴ぼくなお考えですな、准将。戦争は外交の一手しゆ段だんですよ。バーミリオン大だい統とう領りようが平和的交こう渉しようを提てい案あんし続けていたというのに、リィエンシーとエルブリアはその交渉に聞く耳すらもたなかった。そして大統領の弱よわ腰ごしが、ジオストックでの不幸を呼んだ。ならばこちらは、最後の手段に訴うつたえるのが、国民の命と財ざい産さんを守る上で、当然の結果というものでしょう」

　あくまでも態たい度どを崩くずさないハインツに、准将はぐっと息を吞み、押し黙だまった。

「そうは思いませんか？　そちらの怪盗殿どのは」

　問い掛かけられ、リオンは身み構がまえた。

「自らの身を守るために、最さい大だい限げんの努力をする。命を守るために銃を手にとる事は間違っている事でしょうか？」

「間違ってはいないでしょう」

　リオンは慎しん重ちように言葉を紡つむいだ。

「あいにくと僕ぼくはこの国の生まれではないけれど……僕の故こ郷きようが焼け野原になる事を考えれば、他人の国が焼け野原になる事の方がはるかにましだ。そうする事で故郷が守られるというのなら、僕は反対しない。

　だけど、僕は自分の故郷が焼け野原になる痛いたみよりも、愛する人が不当な扱あつかいを受けている事に怒いかりを覚える。

　だから僕は、あなたの言葉に共感を覚えはしても、協力する事は絶ぜつ対たいにない！」

　リオンの演えん説ぜつに場がわずかに静かになった。銃口を向ける兵士の何人かは頰ほおをゆがめた。顔を真っ赤にする純じゆん粋すいな者もいれば、口くち笛ぶえを吹ふいて感心したのか揶や揄ゆしたいのかわからない者もいた。拒きよ否ひした事に怒りを見せた者もいる。

　ハインツは、

「愛ですか。ならば仕方ない。愛は理り屈くつで説き伏ふせる事はできないからな」

　言って、兵士たちに指し示じを飛ばした。

「くっ」

　じわじわと、兵士がリオンを取り囲むように動く。

「逆さからえば発はつ砲ぽうも止やむなしだ」

「イルザーム議員！」

　ハインツの言葉に、准将が怒ど鳴なる。が、臨りん時じ大統領となった男は眉一ひと筋すじ動かさなかった。兵士たちの銃口はリオン越ごしに、バルツワード夫ふ妻さいとアリシアに向けられていた。避よければ、確かく実じつに三人の誰かに当たる事になるだろう。

　ハインツの冷たい瞳が、リオンたちを見ていた。

「私はこの国を愛している。愛しているからこそ、どんな汚よごれた事をしてでも、この国を守る覚かく悟ごがある」

「そんな覚悟……」

　ズン……

　リオンの言葉は地じ響ひびきで止められた。重い音が本部全体を揺ゆるがす。地じ震しんとはまた違う、ゆっくりとした、身に覚えのあるテンポの揺れがリオンたちを覆おおい尽つくしていた。

「なんだ？」

　ハインツの疑ぎ問もんに答えるように、兵士が一人、駆かけ込んできた。

「きょ、巨きよ人じんがこちらに向かってきています」

　ざわめく兵士たちの中で、リオンの脳のう裏りにクァグ・ネレイドーの姿が浮かんだ。そうだこれは、あの巨人が歩いた時の音だ。

　伯お父じがたすけに来てくれた。『なにをしている？』と冷たい目で見られることを想そう像ぞうしながらも、リオンは仮か面めんの奥おくで安あん堵どする。

　足音はすぐ近くで止まる。次の瞬しゆん間かん、廊ろう下かの壁かべが凄すさまじい勢いきおいで破られた。

「！」

　そこから覗のぞく顔。上の階ごと、抉えぐるようにしてとりさらわれて外と繫つながった場所から覗くのは、クァグ・ネレイドーではなかった。

「…………」

　驚おどろきで声も出なかった。

　クァグ・ネレイドーではない。マシン・ドライブでもない。

　バルツワード夫人が上げた甲かん高だかい悲鳴が、全員を現げん実じつに引き戻もどした。リオンを取り囲んでいた兵士たちは銃じゆう口こうを向ける先に右う往おう左往する。ハインツは周囲にいた兵士たちに引きずられるようにして逃にげ出した。

　リオンは……

（今しかない！）

　誰よりも早く冷静さを取り戻したリオンは周囲にいた兵士たちを薙なぎ払はらう。勝利者の腕うでで殴なぐり飛ばし、あるいは極高周波を叩たたきつけて昏こん倒とうさせる。

「こちらへ！」

　アリシアの手をとり、走り出す。バルツワード准将はすぐにそれに答えた。

「君は、一体何者なんだい？」

　ハインツが逃げたのとは反対の方向へ逃げる。

「レアナさんの友人です」

　端たん的な返答だったが、准将は頷うなずいたきり、それ以上の説明を求めてはこなかった。

　建物が破は壊かいされる複ふく雑ざつな破壊音に背せ中なかを脅おびやかされながら、リオンたちは走った。幸いにも兵士たちに呼よび止められるような事はなかった。連中もそれどころではないらしい。階かい段だんを下り、部屋に飛び込こむとその部屋の窓まどから外に飛び出す。

　足をもつれさせた夫人を引っ張ぱりながら塀へいに向かって走っていると、建物を真っ二つに引き裂さいて黒の巨人が姿すがたを現あらわした。

「こちらを追いかけてきている？」

　赤い瞳ひとみの視し線せんに押おし潰つぶされる錯さつ覚かくを感じて、リオンはアリシアを抱だいて塀を飛び越えた。

　すぐに戻り、こんどは夫妻をまとめて抱き上げて塀を越える。

　戻ってくると、アリシアが塀の向こうにいる巨人を、じっと見上げていた。

「シィナ……なの？」

　ぼそりとした呟つぶやきがリオンの耳に届とどいた。

「え？」

　いきなりアリシアがリオンたちから離はなれて走り出す。巨人を横目にしたまま、少し離れた場所で足を止めたアリシアは何かを決意した鋭するどい目をして、さらに走り出した。

　夫妻が止める声も聞かず、アリシアはそのまま走り続ける。

「僕が彼女を守ります。あなたたちも安全な場所に」

　言い残し、リオンはアリシアを追いかける。

　地響きがリオンの後を追ってくる。

　その時にはリオンもわかっていた。黒の巨人──〝ナイアルラ〟──がアリシアを見、アリシアを追いかけている事に。

　しかし、アリシアの呟いた言葉、『シィナ……なの？』

（どういうことだ？）




　　　　†




　レアナたちは一いつ旦たん、ラングスの工こう房ぼうまで退たい避ひした。

　リオンの寝しん室しつで、治ち療りようを終えたリンがぽつりぽつりと語るのをレアナたちは黙だまって聞いていた。

　シィナの部屋に現れた大きな《卵オヴン》。

「それが原げん因いん？」

　レアナが慎しん重ちように問いかける。

「はい、おそらくですが」

　包帯を巻まいたリンの姿は痛いた々いたしいが、彼女は毅き然ぜんとした態たい度どを崩くずす事はなかった。

「お嬢じよう様さまはあの《卵オヴン》に触ふれられる事──私やアリシア様は別でしたが──に拒きよ否ひ反はん応のうを見せておられたように、思えます。それにあの、お屋や敷しきを出る時にも、手放せないご様子でした。

　そして、兵士たちに力尽ずくで《卵オヴン》から引き離されそうになった時に、お嬢様の体から黒い光のようなものが溢あふれ、そして……」

「ありがとう、もういいわ」

　説明の難むずかしいもどかしさに揺ゆれるリンを、レアナは止めた。彼女をベッドに寝ねるように促うながす。

「あとはわたしに任まかせて、休んで」

「すみません、レアナお嬢様」

「あなたはとてもよくやってくれたわ」

　ラングスの飲ませた痛み止めの薬が効きいていたのだろう。リンはすぐに寝息を立て始めた。

「どういうことなのだ？」

　部屋を出たところで、ラングスが聞いてくる。

　レアナは首を振ふった。

「わからない。そんな《卵オヴン》聞いた事ないわ。ナギリ？」

「ご同様。そんなものがあるんなら、一目見てみたいわね」

　肩かたをすくめるナギリに、ラングスの唸うなり声が重なる。セレンは顔を青ざめさせ、ロイは事態についていけずに疲つかれた顔をして動こうとしなかった。

　レアナは一人、皆みなから少しずつ距きよ離りを取った。

　シィナの異い変へんは話を聞く限かぎり、特にシィナが最後に叫さけんだという名──レスフォール──からして、シィナ自身に隠かくされた能のう力りよくがあったということなのだろう。だが、その《卵オヴン》との繫つながりがわからない。

　危き険けんな想おもいがレアナを誘さそう。

　脳のうの片かた隅すみに封ふう印いんされているというフォルストーの記き憶おく。それを解かい放ほうすれば全すべてがわかるかもしれない。しかしそれは、自じ我がが合一すると、フォルストー自身が禁きんじていた。

　解答用紙がすぐそばにあるテストをしているような気分だ。が、レアナはすぐに誘ゆう惑わくを振ふり切った。その解答用紙がいまのテストの解答であると決まったわけではない。フォルストーが知らないという事実もありえる。

　いや、そもそも……その謎なぞを解とく事が、いま一番必要な事なのか。

　いいや、違ちがう。

　レアナにとって必要なのは、シィナをあの状じよう態たいから解放する事だ。そのために謎を解く必要があるかもしれないが、絶ぜつ対たいに必要であると決まったわけではない。

　しかし、どうやればシィナが元に戻もどるのか、まだわからない。

　それでも、レアナはここにとどまり続ける事に納なつ得とくができなかった。ただ呼よびかければ、元に戻るかもしれないのだ。

「レアナさん……」

　呼び止めたのは、セレンだった。

「どこに行かれるのですか？」

「少し、外の空気を吸すいたくなったの」

　振り返ってそう答えたレアナが見たのは、セレンの責せめるような瞳ひとみだった。

「噓うそですね」

「ああ、絶対に噓だ」

　ナギリがやってきてレアナを睨にらみつける。

「ま～た、一人でどうにかしようとか考えたろ？」

「…………」

　図星を突つかれて何も言えないレアナに、ナギリはさらに言い募つのる。

「あんたももう、たいがいにしときなさいよ？　なんでもかんでも一人でできるとか、そういう場合じゃないってわかってるでしょうが。この前みたいな怪け我がとかじゃすまないわよ」

「……場合じゃないからこそ、こんな所でじっとしてるわけにはいかないわ」

「だからって、一人でどうするのよ？」

「全員で行けば解決するとも思えない。あれがシィナだというのなら、戦うなんて選せん択たく肢しは論ろん外がい。術じゆつ理りだって、あの子の側そばに行けば使えなくなるでしょう」

〝ナイアルラ〟はクァグ・ネレイドーの内部にある《卵オヴン》から《混こん沌とん》を吸い取ろうとしていた。あれから推すい測そくすれば、〝ナイアルラ〟の近くでは術理が使えなくなるという結論になるのはそう難しい事ではない。

「そんな状態で、全員で行けば安全なんて考えはわたしにはできない」

「そういう事じゃなくて～」

　ナギリが苛いら立だたしげに髪かみをかき回す。ラングスとロイは完全に傍ぼう観かん者しやに徹てつしている。ナギリはそちらを睨みつけてから、改めてレアナを見た。

「だから、なんでこう考える脳のうみそだけはたくさんあるのに、一人でちゃっちゃと決めて、一人で動こうとするのか？　それをあたしは言いたいわけよ」

「情じよう報ほうが足りないから、結局は実じつ証しようのない推論しか出てこないじゃない」

　だんだんと、レアナの顔に苛立ちが浮うかんできた。いますぐにでもシィナをたすけに行きたいのに、ナギリはそれを邪じや魔まする。

「それなら、わたし一人でできることをできるだけする方が、全体の被ひ害がいが少ないわ」

　それを聞いたナギリの顔が朱しゆに染そまった。

「いい加か減げんにしなさいよ、あんた！」

　怒ど鳴なりつけ、ナギリがレアナの服を摑つかむ。

　その手を摑み、二人の間に割わって入ったのは──セレンだった。

　パン！

「！」「！」

　鋭するどい視し線せんがレアナに注がれた。

　レアナは熱が走った頰ほおを呆ぼう然ぜんと押さえた。セレンの背はい後ごで、ナギリも開いた口をそのままにして、セレンを見ている。

「レアナさん、いい加か減げんにしてください」

　レアナの頰を打った手をゆっくりと胸むな元もとに戻して、セレンが言った。

「シィナちゃんが心配なのはわかります。わたしが、こういう荒あら事ごとではなんの役に立たないというのだってわかっています。でも、いい加減にしてください」

　声を荒げないセレンの言葉には静せい謐ひつな威い圧あつ感があった。

「レアナさんがシィナちゃんを心配するように、私たちみんな、レアナさんを心配してるんです。レアナさんになにかあってはいけないからと、私たちは今日という日までなにもしなかったんです。ナギリさんだって、ずっと我が慢まんしてました。……リオンさんだって頑がん張ばってくれたんです。
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　それを、なんですか？　用が済すめば、もう邪魔なんですか？　レアナさんにとって、私たちはただのお荷物なのですか？　いい加減にしてください。だったら、最初から……誰だれにも頼たよらずに一人で生きてください」

　語気を荒げず、淡たん々たんと喋しやべり続けたセレンの瞳から涙なみだが一ひと筋すじ零こぼれた。

「…………」

　頰を張られるよりもはるかに重いものがレアナの中を突き抜ぬけていった。涙が零れている事も気にせずに、まっすぐにレアナを見る瞳は、どんな刃やいばよりも鋭かった。レアナに向けられた最後の一言は、最悪の殺人者が放つどんな言葉よりも冷れい酷こくに感じられた。

「あ……」

　唇くちびるが震ふるえる。喉のどに何かが詰つまったかのように、何も言えなかった。

　誰にも、イェンにも頼らないで生きられる力が欲ほしかった。そうなった時に、初めてイェンと対等になれるように思っていた。それが、符ふ術じゆつを習い始めたきっかけだった。

　成長し、符術をある程てい度ど扱あつかえるようになった頃ころには、人間がドラグ・ヘッドに匹ひつ敵てきする力を手にするのは不ふ可か能のうだと、わかってしまった。それでも、レアナは心のどこかで諦あきらめてなかった。いつかは、想おもいが届とどくと。一人で誰の迷めい惑わくにもならないように生きる事ができると。

　しかしそれもまた、否ひ定ていされる。バーミリオン家の血によって、叩たたき込まれる教えによって。人の行こう為いが生む影えい響きよう力りよくに、絶ぜつ対たい善ぜんと呼べるようなものは存そん在ざいしないという現げん実じつを叩きつけられた。

　それでも、レアナは足あ搔がいた。そうしないと、イェンの隣となりには立てないと思っていた。

《律りつ法ぽう》を手に入れても、その想いには届かない。

　そして今、セレンが止とどめを刺さすような一言を口にした。

『一人で生きろ』

　誰にも関かかわらず、誰にも頼らず……そうして生きていけば、何の問題も起こらないだろう。起こったとしても一人で片かた付づける事ができるだろう。いや、片付けなければ生きていけない。それが、一人で生きるという事。

「違ちがう……」

　かすれた声でそう呟つぶやき、レアナは首を振ふった。

　違う、一人で生きたいわけではない。みんなで生きたい。イェンとともに生きていきたい。

　生きたいから、強くなりたかった。誰にも頼らなくても、どんな難なん問もんにも立ち向かえる力が欲しかった。

「レアナってさ……」

　セレンに気き勢せいを削そがれた形のナギリは言い難にくそうに頭を搔きながら、喋った。

「な～んかえらい肩かた肘ひじ張ってるよね？　そりゃ、あたしだってなんでもかんでも自分一人でやれるんならそれに越こした事はないと思うけどさ。そういうのはぶっちゃけ、無理でしょ。あたしは、ほら、国に帰れば神み子こ様で下にも置かない扱いしてもらえるけどさ、その分、お勤つとめやんなくちゃいけないし、で、お勤めしてたって、それでなんでご飯食べられるかって言ったら、あたしのお勤めをありがたいって思ってくれる人がご飯作ってくれるわけで、ご飯作ってくれる人がお前いらないって言ったら、それでもうあたしは明日からご飯も食べれなくなるわけだ。だからあたしは頑張ってお勤めするわけよ。

　そういうもんじゃないの？」

　その通りだ。レアナは黙だまって頷うなずいた。

　それがわかっていても、どうしても、そうしたいという想いがあった。

「わたしは……」

　震える唇が止まらない。それでもレアナは言葉を紡つむいだ。ナギリとセレンに自分の言葉を伝えたかった。伝えなければいけないと思った。

「わたしは、イェンが好き」

　ナギリには知られている節があった。セレンも気付いてはいたに違いないと思ってはいる。だが、改めて言葉にするのには抵てい抗こうがあった。

　それから、レアナは語った。自分の中にある、『イェンの隣に立つにはこうするしかない』という想いを、飾かざらないまま語った。

　返ってきたのは、ナギリの呆あきれたため息だった。

「レアナ……いくらなんでも、そりゃ無む茶ちやだって」

「わかってるわ、そんな事。でも、そうしたかったの」

「……ていうかさ、まぁ、レアナの気持ちはわからないでもないんだけど。う～ん」

「レアナさんは、大事な事を忘わすれています」

「え？」

　あれ以来、ずっと黙っていたセレンが口を挟はさんだ。

「イェンさんの気持ちです。イェンさんは、レアナさんにそうなってほしいんですか？　そんな事は絶対にないと思います」

「イェンの気持ち……？」

　それを言われ、レアナは啞あ然ぜんとした。

　考えなかったわけではない。イェンがレアナをどう思っているのか、それはずっと気になっていた。だからこそ、あの日のイェンの言葉は涙が出るほど嬉うれしかった。

　ただ、それとレアナの気持ちは切り離はなして考えていた。まるで関係のないことのように、関連付けることはなかった。

　そんなことはないのに。

「そうね、それは……イェンに聞かないとわからないわよね」

「はい。それに、レアナさんがフラれてしまう可か能のう性せいだってありますものね」

　笑え顔がおでそんな事を言うセレンに、レアナはぎょっとした。

　セレンは唇を尖とがらせ、

「だって、私がレアナさんを慕したってるのをわかっててそんな事を仰おつしやるなんて、意地悪です」

　つんとそっぽを向く。

「あとさ……」

　どうでもいいという冷めた目でセレンを無む視しし、ナギリも言う。

「イェンが好き～ってのと、シィナを一人でなんとかするのと、どう繫つながるわけ？」

　レアナは顔を真っ赤にした。自分で言った事とはいえ、他の人に改めて言われると恥はずかしい。さらにあそこまで自分を晒さらしてまで言ったのにわかってもらえなかった。まるでレアナが道化ではないか。

「え？　そ、それはだから……ね？　わたしが……」

　戸と惑まどうレアナの反はん応のうに、ナギリがくっと息を吐つき、大声で笑った。

「あははははははは！　いや、わかってるわかってるって。イェンと対等になりたいって気持ちが暴ぼう走そうしてるわけだよね」

「～～～～」

　暴走という単語に反はん論ろんしたかったが何も言えない。レアナは顔を真っ赤にしたまま、ナギリを睨にらみつけた。

「まあ、これぐらいで勘かん弁べんしてあげるさ、な、セレン？」

「そうですわね」

　そっぽを向いていたセレンも、機き嫌げんを直したように笑顔を浮うかべた。

「と、いうわけであたしらも行くから。反はん論ろん無用。よろし？」

「…………」

　うんと言わざるを得ない雰ふん囲い気きがすでに出来ていた。論ろん破ぱされたというよりも力任まかせに押おし切られたという気持ちがないわけでもなかった。いまでも一人で行った方が、セレンたちがここにいてくれた方が安心できるという気持ちがある。

　しかし、いまレアナが何を言っても、二人は止まらないだろう。レアナが何を言われても止まる気がないのと同じように。

　だから……

「ありがとう。そして、ごめんなさい」

　そう言って、レアナは頭を下げたのだった。




　和なごやかな雰囲気に咳せき払ばらいが一つ。

「話し合いは終わったか？」

　遠とお巻まきにこちらを見ているラングスとロイの存そん在ざいを思い出して、三人は顔を真っ赤にした。

「黙れ詐さ欺ぎ師し」

「……まぁなんでもいいが。こちらも不出来な甥おいをたすけに行かねばならんからな。行くぞ」

　ナギリを無視してラングスが言う。

　レアナはもう何も言わなかった。

　全員で外に向かっている時、ロイが横に立った。ロイは手に簡かん易い儀ぎ器きを嵌はめていた。おそらく、ラングスが用意したのだろう。

「おれも、ミランに言わなければいけないことがあるので、同行しますよ」

　こっそりとそう言うロイには照れ笑いが浮かんでいた。生き真ま面じ目めな印象が強かったロイがこんな顔をしている事にレアナは驚おどろいたが、すぐに微笑ほほえみ。

「ミランを、幸せにしてあげてくださいね」

「できるかぎり」

「はい」ではないところが生真面目だなと思って、レアナは笑みを深くした。







　孵ふ化かの時
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　ノックの返事も待たずに入ってきた男を、老人は楽しそうに見つめ、揺ゆり椅い子すの動きを止めた。

「どうした？　イルザーム代理大だい統とう領りよう。ずいぶんと疲つかれた顔をしているようだが？」

「あなたのお孫さんに手を嚙かまれましてね」

「ああ、なるほど。騒さわがしいとは思っていたが」

「……それだけなのですか？」

「なにがだね？」

　底冷えのするハインツの視し線せんを悠ゆう々ゆうと受け流し、アルドスはセバスに手の動きだけで茶を要求した。

　セバスが部屋から消えると、ハインツは再ふたたび口を開いた。

「お孫さんはあなたを置いて行ったのですよ。それに、なにも感想はないのですか？」

「君は、自らの自じ己こ犠ぎ牲せいは声こわ高だかに言うわりに、他人の自己犠牲は信じられないのかね？」

「…………」

「冗じよう談だんだよ」

　髭ひげに埋うもれた口元にどんな表ひよう情じようが浮うかんだのか、ハインツにはわからなかった。

「時に聞くが、娘むすめは君の要求に応こたえたかね？」

「…………」

　沈ちん黙もくを続けるハインツにアルドスは一度、頷うなずいた。

「バーミリオン家とはそういうものだ。大事なのは先代でも後こう継けい者しやでもなく、当代なのだよ。だからと言って未来を見ていないわけではない。過か去こを振ふり返らないわけでもない。過去は資し料りようであり、未来は予よ測そくの世界であるだけだ」

　ハインツの口から疲れた吐と息いきが零こぼれた。

「思惑おもわくからずれた展てん開かいに疲れたかね？　だが、予想通りに物事が進む事など、そうそうありはしない」

「予想からずれたというのとは少し違ちがうと思いますがね」

　アルドスの楽しそうな声とは相反し、ハインツの声は低く陰いん鬱うつに響ひびいた。

「こうなる事は予想の範はん囲い内でしたよ。ええ、あなたがたバーミリオン家が私の思惑に乗らない。その可か能のう性せいは十分に考こう慮りよしていました。レアナ嬢じようがどのような人物か、十分に調べ上げましたし、こうなった場合の作戦ももちろん考えていましたよ」

「ほう？　ではなぜ、そんなにまで疲れている？」

「予想の外から物事が起こっては、どうにもできません」

　予想外の出来事がどのようなものか、それをハインツは語らなかった。アルドスは突つっ込こんだ質しつ問もんをする事なく、口を開いた。

「裏うら切ぎられるということは、そういう事だ。あらゆる事じ態たいに備そなえ、身み構がまえていたとしても背はい後ごから襲おそわれては、その備えも全すべて無む駄だになる。そして人間は全ての事象を計算し予測する事などできない。だからこそ、勝利した未来だけではなく、敗北をも計算に入れる。見通しが甘あまかったな」

　アルドスの口調は教師が生徒に向けるものになっていた。

「そうですね。その通りです」

　答えるハインツも、優ゆう等とう生せいのように従じゆう順じゆんに頷く。

　だが、改めてアルドスを見たその目は、すでに生徒のものではなかった。

「最悪の場合、レアナ嬢の命はないものと思っていただきたい」
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　リオンはひた走っていた。

「どうして、君を追っているのだろう？」

　呼こ吸きゆうが乱みだれるのを承しよう知ちで問いかける。

「わかりません」

　リオンの腕うでに抱かかえられたアリシアはそう答えた。抱えられて走る事に最初は恥はじらいを感じていたようだが、いまは落ち着いた顔でリオンの背後を見ていた。

　背後には〝ナイアルラ〟。

　黒い巨きよ人じんはゆっくりとした歩調でリオンたちを追いかけていた。

　対するリオンは全力疾しつ走そう、それでも距きよ離りの差は縮ちぢまらない。コンパスの圧あつ倒とう的な差が、均きん衡こうを生んでいた。

〝ナイアルラ〟はリオンたちを──正せい確かくにはアリシアを──追いかけている。リオンはウォレント市への被ひ害がいを考えて大通りへと出、後はひたすら、市外を目指していた。

「あれが、シィナちゃんだというのは、間違いないんだね？」

「はい。……根こん拠きよはないですけど」

「いや、信じるよ」

　驚おどろくアリシアに、リオンは仮か面めんの奥おくで片かた目めを閉とじた。

「なんだか、こういう事に慣なれてしまったみたいだし」

　軽口を言える内はまだ余よ裕ゆうがある。リオンはそう自分に言い聞かせ、筋きん肉にくが引きつりだした足を叱しつ咤たした。

　アリシアの左手が、襟えりから零れ出たペンダントを握にぎり締しめていた。リオンはそれを見、そして前を向いた。

　疎まばらになった建物と荒こう野やの切れ目……市外はもうすぐだった。
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「いた！」

　巨鳥の上でナギリが指差した。さらに大きさを増ました術じゆつ理りの鳥はレアナたち五人を乗せてウォレントの空を舞まい上がり、ナギリの指差した先めがけて滑すべるように降こう下かした。

〝ナイアルラ〟はウォレントの市外へ向けて、大通りを踏ふみ潰つぶしながら進んでいた。かなり距離が迫せまった所で、巨人の先にアリシアを抱えて走るリオンの姿すがたも見えた。レアナはさらに巨鳥の角度を傾かたむけて、降下速度を上げる。

「くっ！」

〝ナイアルラ〟の横を抜ぬけた時、巨鳥が大きく体を揺らした。その体を構こう成せいする《混こん沌とん》を〝ナイアルラ〟に吸すわれたのだ。レアナは《混沌》を吸われ続ける巨鳥の術理構成を維い持じし、バランスを保った。

「リオン！」

　ラングスが吠ほえる。太い腕うでがリオンの後ろ襟を摑つかみ、持ち上げた。レアナはすぐに巨鳥を上じよう昇しようさせる。

〝ナイアルラ〟が吠えた。

　その声はひどく哀かなしげに聞こえた。レアナは表ひよう情じようを哀かなしく歪ゆがませ、市外を目指す。

「レアナ様！」

「わかってるわ！」

　アリシアの訴うつたえに、風に負けないように大声で答える。

　巨鳥は市外に達して、さらにウォレント市から離れた。完全な荒野が眼がん下かに広がったのを確たしかめて地上に舞い降おりる。

「レアナさん、無事で良かっむぐぅ……」

　駆かけ寄よろうとするリオンをセレンが押しのけ、ナギリとともに〝ナイアルラ〟を見つめるレアナに問うた。

「どうするの？」

「わからないけど、やってみるしかないわ」

「戦われるのですか？」

「まさか」

　不安げなセレンに、レアナは首を振ふった。

「わたしがシィナを傷きずつけるなんてありえない」

「レアナ様……」

　レアナはペンダントを握り締めて懇こん願がんするように見上げるアリシアの手を取った。

「わたしとあなたでシィナに呼よびかける。確実ではないけれど、方法はそれしかないように思えるの。手伝ってくれる？」

　アリシアはほんのわずかだけ逡しゆん巡じゆんした。だが、迫る〝ナイアルラ〟を見て表情を固めると、頷く。

「はい」

「……ありがとう」

　力強く、レアナはアリシアを抱だきしめた。アリシアの顔が真っ赤になったのを見て、ナギリが口くち笛ぶえを吹ふく。セレンがちょっとむっとした顔をしていた。

「お姉さま道まっしぐらだね！」

「あら、わたしはシィナの姉よ。妹の友人に感かん謝しやしてなにが悪いの？」

「ん～感謝の仕方に問題あり？」

「お二人とも、緊きん張ちよう感が足りません！」

　セレンに怒ど鳴なられ、レアナは笑いながらアリシアの手を引き〝ナイアルラ〟──シィナ──に向かって歩き始めた。後ろの連中も距離を空けて付いてくる。

「あの……」

「ん、なに？」

「レアナ様には、なにか……勝算のようなものがあるのですか？」

　気負いのない笑顔を向けるレアナに、アリシアはおずおずと訊たずねてきた。

「あまりないわね。でも、大だい丈じよう夫ぶ。あなたに危き害がいがいかないようにはするつもりよ」

「でも、レアナ様、あまり深しん刻こくなようには見えませんし」

「そうね……」

　レアナは少しだけ考え、やはり笑えみを浮うかべた。

「無む駄だに気負うのをやめたのよ。別にそうすれば問題が解かい決けつするというわけではないのだけれど、同じ事をするにしても余よ裕ゆうがあれば、少しは別の、もっといい答えが出る可か能のう性せいが上がるかもしれないでしょ？」

「はあ……」

　納なつ得とくし切れていない顔のアリシアから視し線せんを外し、やってくる〝ナイアルラ〟に目を向けた。巨体は星空の生み出す蒼そう闇あんを拒こばんで、黒く浮き上がっていた。

　その存そん在ざい感と重量感……迫り来るそれを見て自然と体が震ふるえた。

　今までのレアナならば身内から溢あふれる脅おびえを、意思を堅かたくする事で弾はじき返していた。

　しかし今は、それを受け止める。恐おそれている自分を受け止める。

　受け止めて、どうすれば良いのか考える。

「逃にげられないのなら、立ち向かう。わたしの妹のために。あなたの友人のために。……シィナのいない明日なんて考えたくないから」

　同じようにイェンのいない明日も考えたくない。

　シィナがいないまま、イェンを迎むかえに行くなんてしたくない。

「私も、シィナがいないなんて、嫌いやです」

　アリシアはまた、胸むねのペンダントを強く握にぎり締しめた。二人を繫つなげた聖せい霊れいの眠ねむる《卵オヴン》……二人の絆きずなを握り締める。

　レアナは静かに頷くと、すぐ側そばまできた〝ナイアルラ〟に向かって、両手を広げた。

「さあ、帰ってきなさい！」




　　　　†




　両手を広げるレアナ、祈るようなアリシアを目の当たりにして、シィナは泣きそうになった。

「帰ってきなさい！」

　レアナの力強い言葉……帰りたい。その胸に飛び込みたい。アリシアと一いつ緒しよにいたい！だが、シィナの想おもいを体は無視する。

　赤いフィルター越ごしに見る〝ナイアルラ〟の視界はアリシアを中心に置いていた。その意図がシィナにはわからない。

（逃げて！）

　声にならない声を放つ。シィナの気持ちに反はん応のうしたかのように〝ナイアルラ〟が遠とお吠ぼえのような声を上げた。

　だが、それだけだ。〝ナイアルラ〟の歩みは止まらない。

　もしかしたら、このまま二人を踏み潰すかもしれない。そう考えると頭の中が真っ白になる。次いで思考が、火が付いたように熱くなる。

（止まれ！　止まれ！　止まれぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！）

　叫さけぶ。声の限かぎりに、声にならない声を上げる。喉のどの痛いたみなどない。声にならない想いのたけが磨すり減へって燃もえ上がり灰はいになってでも届とどけと、シィナは自分が存在していると感じる全てのものを想いに変えて吠えた。

（…………）

　何かが、聞こえたような気がした。

　それが何かはわからない。何かの意思だったような気もする。気のせいだったようにも思える。

　それでも、シィナはそれに訴うつたえた。この状じよう態たいになって初めての、何かの反応。それにすがりつくしかなかった。

（止まってよ！　死なせたくないんだ。なくしたくないんだ。もう一人は嫌いやなんだ！　だから、止まってよ！）

（……一人は、嫌？）

　明めい確かくな声が聞こえた。それは囁ささやくような、かすれるような声ではあったけれど、シィナのものではなかった。物もの陰かげに隠かくれて様子を見ている、内気な少女のようなか細い問いかけだった。

（嫌だ！）

　声の正体も気にせずに、シィナはただ声にすがった。

（じゃあ、ワタシと一つになろう）

　無む邪じや気きな提てい案あんに、シィナは言葉を失った。

（一緒になれば寂さびしくないよ。ワタシも寂しくない。寂しいのは、ワタシも嫌。ずっと怖こわかったの。優しいヒトに出てきちゃいけないって言われて、二次元でも三次元でもない不思議な場所に入れられて、ずっと寂しかったの。だからあのヒトは優しくなかったの。でも、シィナは優しい。ずっと感じてたよ。だからワタシ、シィナと一緒になりたい）

　鈴すずの転がるような楽しげな声がシィナの周りに響ひびく。

　二次元（面）でも三次元（空間）でもない不思議な場所……

　裏り面めん空間制せい御ぎよ体たい、通つう称しようシェル。

（お前、〝ナイアルラ〟か！）

（違ちがうよ）

　首を振ふるニュアンスが届いた。いまやシィナは、声の主の意思を間近に感じていた。

（黒い大きいのは、優しいけど優しくなかったヒトが一緒に入れてくれたの。どうしても危あぶない時はこれが守ってくれるって。そして、ワタシを成長させるための餌えさだって）

（餌？）

（とっても小さくなったけど、まだ強いんだね。ワタシの体、まだ、こんなに弱いんだ）

　体……何を指して〝体〟って言った？

〝ナイアルラ〟じゃない。じゃあ、なんだなんだなんだ？

　まさか……

　その時、左手が震えた。〝ナイアルラ〟が振り返る。

　兵士たちがいた。大たい砲ほうを乗せた符ふ動どう車しやが、たくさんの兵士を乗せて、群むれをなしてやってくる。

（ワタシ、強くなりたいの。あんな怖い思い。もうしたくないの。だから……）

　無邪気な明るい言葉に、シィナはないはずの背せ筋すじが冷たくなったように感じた。声の主の意思はすでにシィナを取り囲んでいた。

　無邪気だから怖かった。善よいも悪いもない、そうしたいからそうする。楽しいから、嬉うれしいから、怖いから、痛いから……動機だけでそれ以外はなにもない。正しいかどうかも、できるかどうかも問題ではない。妥だ協きようも誤ご魔ま化かしも諦てい念ねんも観念もない、自分の望みを世界に叫んで邁まい進しんする純じゆん粋すい願望。道理がないから罪ざい悪あく感もない。罪つみの存在を知らないからこそ邪心がない。

（弱いのは要いらないの）

　無邪気な意思。

（それにアレ、レアナお姉ちゃんたちをいじめようとしてるから、嫌い）

（お前、もしかして……）

　聞くのが怖かった。間違っていないという確信があったからこそ、怖かった。

　それでも確たしかめたかった。

（サイア・ミュウ？）

　あの《卵オヴン》。

（うん！）

　無邪気な返答。

（優しいけど優しくないヒト……レスフォールはワタシをそう呼よんだよ！）
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〝ナイアルラ〟が切なげに月に向かって吠ほえた。

　歩みは止まらない。

「レアナ様……」

　震ふるえるアリシアの声にレアナは彼女の肩かたに手を回して抱だき寄よせた。

「もう少しだけ我が慢まんして」

　レアナの声も我われ知らず硬かたくなる。巨きよ体たいが一歩近づく毎に、地響きで体が浮うきそうだった。

　背はい後ごでセレンが悲鳴と変わらない声でレアナの名を呼んでいる。後、二、三歩という所だろう。それ以上近づかれたら踏ふみ潰つぶされるかもしれない。

　全身を縛しばる緊きん張ちよう、自じ己こ保ほ存ぞん本能が働いて逃にげようとする足をしっかりと大地に繫つなぎ止める。

　シィナを信じる。

　レアナにできる事はそれだけしかなかった。

　力で太た刀ち打うちできないのなら、心に訴えるしかない。

　シィナの心が〝ナイアルラ〟の中に残っているのなら……

　残っていなかったら？

　その可か能のう性せいは考えない。考えたくない。シィナの心は厳げん然ぜんとしてあの巨体の中に眠ねむっている！　推すい測そくに意味はなく、実じつ証しようも不可能な、願望だけの想おもいを胸むねにレアナは〝ナイアルラ〟を見上げた。

　感かん情じようのわからない紅あかい瞳ひとみを見つめる。

（あの中にシィナはいる）

　信じる理由があるとすれば、それはレスフォールだった。シィナがああなったのには、間違いなくレスフォールが絡んでいる。

　ドラグ・ヘッドを作り、マシン・ドライブを作り、この世界を食おうとした《蛇タナトス》から守るために戦った、この世界と同位に位置する高位次元知性体。

　レスフォールは心を重要視していた。ドラグ・ヘッドにもマシン・ドライブを操あやつるマスターユニット（シィナ）にも心を与あたえていた。フォルストーの想いに応こたえていた。

　そのレスフォールが、いまさらシィナの心を無視するはずがない。

　そう信じるしかない。

「シィナ！」

　レアナは叫さけんだ。

「シィナ！　帰ってきて！」

　アリシアも震える声を精せい一いつ杯ぱいに張はり上げて、シィナに訴えかける。

　そうすれば、届とどくはず。

　届かなければいけない！

　信じて、レアナは動かなかった。

〝ナイアルラ〟がまた一歩、すでに首を一杯に曲げなければ〝ナイアルラ〟の頭部を見る事ができなくなっていた。

　緊張で心が張り裂さけそうになる。アリシアが俯うつむいて、ペンダントを強く握にぎり締しめていた。

「シィナ……」か細く妹の名を呼ぶ声が聞こえる。

（だめなの……）

　唇くちびるを嚙かむ。

　だが、その時……

〝ナイアルラ〟が足を止めた。

　ずっと続いていた余よ震しんが消え、夜が静せい謐ひつさを取り戻もどしていく。〝ナイアルラ〟はかすかな唸うなり声を零こぼしながら、完全に止まった。

　隣となりで、アリシアが声もなくその場に座すわり込こんだ。

　レアナも内心で安あん堵どの息を零した。

（だけど、まだ……）

〝ナイアルラ〟は〝ナイアルラ〟のまま、シィナに戻ったわけではない。シィナに戻らなければ、何の意味もない。

（どうすれば？）

　それを考えていると、

「レアナさん！　軍が……」

　ロイの叫び声にレアナは即そく座ざに反はん応のうした。〝ナイアルラ〟にばかり集中していた為ため、そして、巨人の足音が鼓こ膜まくを圧あつ迫ぱくしていた為に気付かなかった。

　無数の軍用の符ふ動どう車しやには大おお勢ぜいの兵士が乗っていた。

　屋根のない軍用の符動車、その荷台には大きな筒つつ状じようの物が載のせられていた。

　その一つが、轟ごう音おんとともに先せん端たんに赤い光を閃ひらめかせた。

　大たい砲ほうだ。

　空気を叩たたく振しん動どうが、先にレアナの体を揺ゆさぶる。闇やみに紛まぎれて迫せまる砲ほう弾だんがレアナには見えた。だが、体は反応しない。できない。

　まずい。そう思うのがやっとだった。

　迫る砲弾を、さらに黒いものが覆おおった。

　爆ばく炎えんが砲弾をさえぎった物の輪りん郭かくをレアナの目に焼き付けた。〝ナイアルラ〟の手だ。

〝ナイアルラ〟がゆっくりと振ふり返り、迫る軍用符動車を睥へい睨げいする。直進していた符動車はその場で即座に半円えん陣じんを組むと、砲口が〝ナイアルラ〟に向けられた。符動車から降おりた兵士たちは〝ナイアルラ〟を無む視ししてこちらに来ようとしている。

（狙ねらいはわたしたちか）

　ハインツの冷静さに、レアナは歯嚙みした。こんな状じよう態たいでも本来の目的であるレアナたちの捕ほ獲かくを忘わすれていない。

　おそらくは、〝ナイアルラ〟をシィナの制せい御ぎよ下かにあるマシン・ドライブだと思っているのだろう。マシン・ドライブかどうかもレアナにはわからないが、直ちよく接せつマシン・ドライブを見たことのないはずのハインツからしてみれば、ジオストックの街を焼いた化け物の同類と思うのも仕方がない。

　レアナを押おさえれば、〝ナイアルラ〟も身動きができない。そう考えたに違ちがいない。

（いえ、それだけじゃない）

　レアナを殺す事も念頭に置いていると見て、間違いない。あのままなら、砲弾は間違いなくレアナの体を引き裂いていた。

　他国に利用される可能性があるなら、殺してしまえ。

　そう考えていても、おかしくはない。

　ラングスの叫び声が聞こえてくる。

「下がれ！　ここでは術じゆつ理りが使えん」

「ここまで来て……」

　レアナは兵士の群むれを睨にらみつけ、アリシアの手を取った。

（大丈夫だよ、レアナお姉ちゃん）

　いきなり、その声が頭に響ひびいた。

　無む邪じや気きな、明るい声。

　聞き覚えのない、声だ。

「誰だれ？」

　レアナの問いに声は答えず、

　代わりに変化が訪おとずれた。




　シィナはその変化を見つめていた。

《卵オヴン》は《混こん沌とん》を吸きゆう収しゆうする。それはあたり前の事だ。では、シィナの中にあった《混沌》の結けつ晶しよう体たいである〝ナイアルラ〟は単なる最終防ぼう衛えい兵器としてだけの役やく割わりだったのか？

　そんなわけがない。

　グリー基き地ちで、世界の《卵オヴン》は孵ふ化かを始めたと言っていた。ならば、《卵オヴン》はシィナのシェルの中で《混沌》を吸すい続けていたという事になる。シェル越ごしに？　いいや、《混沌》はすでにシェルの中にあった。そうでなければ《混沌》の流れを追って、《蛇タナトス》はシィナの前にやってきていたはずだ。

　シィナの中には世界の《卵オヴン》とそれを育てるだけの《混沌》がすでに備び蓄ちくされていた。

〝ナイアルラ〟という名の、《混沌》の塊かたまりがすでにあったのだ。

〝ナイアルラ〟とはつまり、孵ふ化か以前に《卵オヴン》……サイア・ミュウに危き機きが訪れた時の最後の防衛手しゆ段だんであり……そして孵化するために必要な栄えい養よう源げん……そう考えるのが妥だ当とうだ。

　そしてその通りの光景が、目の前で繰くり広げられている。




〝ナイアルラ〟の全身が震ふるえた。

　次の瞬しゆん間かん、黒い巨きよ人じんの形が崩くずれる。音もなく、胸むねの中心に大きな穴あなが空いた。穴の中に淡あわい光を放つ楕だ円えん形けいの物体があるのを、レアナは見た。

　形を失った〝ナイアルラ〟を構こう成せいしていた超ちよう高こう密みつ度どの《混沌》は粒りゆう子し状となり、穴の中心で光る物に渦うずを巻まいて吸い込まれていく。

「《卵オヴン》？　あれが……」

《混沌》を吸い取る物……レアナの常じよう識しきではそれは《卵オヴン》だ。

　穴は見る間に規き模ぼを広げ、胸を食くらいつくし、下か腹ふく部ぶにまで至いたった。肩かたが消しよう滅めつし、頭部が下した顎あごの部分まで失われ、四し肢しが宙ちゆうに浮うく。

　その四肢も、時間をおかずに端はしから粒子に変わって《卵オヴン》に吸い取られていった。

　最後の一ひと筋すじが淡い光の中に溶とけて消えた後、そこには宙に浮く《卵オヴン》が一つ残るだけとなる。

　レアナの胴どう体たいほどもある大きな《卵オヴン》。

「シィナは……」

　耳に届とどいたアリシアの呟つぶやきに、レアナは自分が我われを忘れていた事に気付き、表ひよう情じようを険けわしくした。

　残っているのは、《卵オヴン》だけ。

（シィナはどこに？）

　レアナの思考がめまぐるしく動く。ここにはいなかった？　ではどこに？　まだ市内にいるというの？　ではリンの言葉は？　アリシアの言葉は？　まさか……まさかまさかまさかまさか……

　嫌いやな答えが脳のう裏りに溢あふれる。振り払はらいたいのに振り払えない。

「シィナ！」

　気が付いた時にはレアナは叫さけんでいた。余よ裕ゆうという言葉はどこか遠い存そん在ざいに変わっていた。異い変へんに気付いて足を止めた兵士たちも見えていなかった。ただ、《卵オヴン》を凝ぎよう視しした。

　バーミリオン家対ハインツ・イルザームという戦いの構こう図ずに割わり込んできた異分子。そしていま、事態の中心に立とうとしている、何か。

《卵オヴン》の殻からにひびが走った。

「生まれる」

　アリシアが呟つぶやく。なにが？　レアナにはわからない。シィナを巻まき込んだ《卵オヴン》から生まれるのが、ただの聖せい霊れいであるわけがない。

　そしてあの声……

　亀き裂れつは凄すさまじい速度で《卵オヴン》の全体に広がっていき、

　そして弾はじけた。透すき通った青に染まる殻が幾いく百ひやくの欠片かけらとなり、小さな星の如ごとく瞬またたいて地面に落ちていく。その過か程ていで、まるで雪のように溶けて消えた。

　殻の奥おくにいたのは。

「人間？」

　膝ひざを抱だいて丸くなった人間だった。




　　　　†




　腕うでを広げて、彼女は丸くしていた背せを思い切り伸のばした。全身を淡あわく包んでいた光は無数の線に……長い髪かみに変わる。爪つま先さきを越こした長さの、透けるような青さをもつ髪は風を無視して彼女の体を撫なでていった。

　細い体だ。普ふ通つうの人間としてみれば、病的ともいえる細さだった。

　それでも美しい。これ以上の感動などこの世に存在しないと誰もが思ってしまうに違ちがいない。

　目め眩まいがするほど美しい繊せん手しゆが、躍おどる髪の毛を一房ふさ摑つかんでいた。握にぎられた髪が中ちゆう途とからちぎれ、さらに変化して裸ら身しんを包む。腰こしと胸むねの周りを、宝ほう石せきで飾かざられた白布が覆おおった。

　ゆっくりと大地に、彼女は降おり立つ。

「あなたは、誰？」

　呆ぼう然ぜんとしたレアナの声に、彼女は振ふり返った。

「サイア・ミュウ」

「！」

　エメラルドの瞳ひとみがこちらを見る。レアナは驚おどろきに目を瞠みはった。

　名前に驚いたのではない。

　その顔、エメラルドに輝かがやく瞳……

「……シィナ？」

　今のシィナではない。大人に、理想的に成長すればこうなるのではないだろうか、そう思わせるものが彼女の面おもてにはあった。

「レアナ様、あの名前……私とシィナがあの《卵オヴン》に付けようって言っていた名前……」

　震える声でアリシアが告げる。

「ワタシはサイア・ミュウ。はじめまして、レアナお姉ちゃん、アリシア」

　サイア・ミュウは屈くつ託たくのない笑えみを浮うかべる。

「……シィナは、どこにいったの？」

（この子はなに？）

「シィナはここだよ」

　外見に似に合あわない少女のようなあどけない笑顔で、サイア・ミュウは自分の胸に手を当てた。

「ずっと一いつ緒しよ、もう寂さびしくないの」

「……なにを言っているの？」

　一緒？　ずっと一緒？　自分の胸に手を当てたサイア・ミュウは嬉うれしそうに、それこそ年とし端はもいかない少女が小さな喜びを示しめすように微笑ほほえんでいる。

　シィナがどこにもいないというのに。

（驚いている場合じゃない）

「なにをしたの？」

「？　レアナお姉ちゃん、どうして怒おこってるの？」

　怒いかりに目を細めたレアナを、サイア・ミュウは小首を傾かしげて見返してくる。

「だって、ずっと一緒だよ。寂しくないんだよ？」

　本当に理り解かいできていない様子のサイア・ミュウに、レアナはさらに口を開き……

「動くな！」

　気が付けば、兵士が迫せまってきていた。無数の銃じゆう口こうがレアナたちを威い嚇かくし、銃で作られた輪は完全にレアナたちを取り囲んだ。

　百人はいるだろう。さらに外側には大たい砲ほうが配置されている。レアナたちを取り押さえるにはあまりに多すぎる兵だが、マシン・ドライブやドラグ・ヘッドがいたならば、少なすぎるとも言える。

　サイア・ミュウは気分を害して頰ほおを膨ふくらませた。美しすぎる容よう姿しを台無しにするほどに幼よう稚ちな仕し種ぐさだ。

　そして一言。

「邪じや魔ま」

　それだけを呟いた。

　言葉が紡つむがれただけだ。《混こん沌とん》の動きも、何かレアナたちの知らない力が働いたようにも見えない。

　それなのに……

「なに？」

　呆ぼう然ぜんとしたアリシアの呟きは、レアナの感想そのままだった。

　熱も、光も、音もなく……

　兵士たちが消えた。兵士たちだけでなく、大砲を載のせた符ふ動どう車しやもまた、消えていた。

　まるで、初めからそこに何もなかったかのように。

　雲一つない星空の下、夜気に溶とけた黄こう砂さが顔を打つだけの、何の変へん哲てつもない光景に豹ひよう変へんしてしまった。

「嫌きらい、あの人間たち、レアナお姉ちゃんに意地悪するんだもの」

　唇くちびるを尖とがらせたサイア・ミュウの幼おさない怒りが、レアナを震ふるわせた。彼女が何かをしたのだという事がはっきりとわかった。

「……あなたは、なに？」

　そう問いながら、レアナの思考は答えに辿たどり着こうとしていた。

　レスフォールは何を守ろうとしてこの世界に現あらわれた？　《蛇タナトス》はこの世界にやってきて、何を喰くらおうとしていた？

《卵オヴン》は何に似せられて作られた？

　目の前にいるものは……

「世界」

　レアナの今いるこの世界、そのもの。

「やっぱり、レアナお姉ちゃん大好き！」

　自分が誰かわかってもらえたのが嬉うれしいのか、サイア・ミュウは明るい笑みを浮かべて、レアナに抱きついてきた。

　ほんの少し前に、イェンと話していたのだ。この世界が孵ふ化かしたらどうなるのか？

　レスフォールと同じように、自らで考えるようになる、自らの意思で何かをするようになる……だろうと話してはいた。

　だが、それでこの世界がどうなるのか、レアナには想そう像ぞうができなかった。

　今、レアナの前には変わる事なく大地があり、風に含ふくまれた黄砂があり、遠くにはウォレントの夜景がある。空には星があり、月がある。

　何も変わらない世界。

　それでも、目の前にいるのは世界そのものなのだ。彼女のただ一言で、兵士たちは消えた。抵てい抗こうも許ゆるされない強大な力で、存そん在ざいそのものを抹まつ消しようされてしまった。

　それが、世界に意思があるという事なのだろう。

　レアナが今見ている光景は、風景は、立っている地面は、息をしている風は、生活している場所は、サイア・ミュウにとってそういう形をしていたというだけで、自由に変えられるもの。

　そういう事なのだろう。




　サイア・ミュウ。

　この世界を守るために戦ったレスフォールの成果が、今ここに顕けん現げんした。




　そして彼女は瞳ひとみを無邪気に輝かがやかせて、こう言うのだ。

「さあ、レアナお姉ちゃん。創つくり変えよう！　弱いのも寂しいのも辛つらいのも苦しいのも哀かなしいのも痛いたいのもいらない。今度は完かん璧ぺきに完全に創ろう。誰にも負けないぐらい強くて、誰も寂しくないぐらい仲良しで、誰も哀しくない場所を創ろう。お姉ちゃんが思ってたような世界を創ろう。《蛇タナトス》なんか怖こわくない場所を創ろう。もう誰も要いらないよ。ワタシたち以外誰も要らない。誰にも頼たよらなくていい世界、誰にも邪魔されない世界。怖くない世界！」

　夢を謳うたうように、サイア・ミュウは息いき継つぎもなく一気に語った。

　だが、その言葉はサイア・ミュウにとっては夢ゆめではない。実現可か能のうな事。なぜならば目の前にいるのはこの世界そのものなのだから。

　サイア・ミュウの語る世界は、あらゆる宗しゆう教きようの聖せい典てんの中にある楽園、理り想そう郷きようの類たぐいに似にていた。生きているからこそ生まれる苦く悩のう、哀しみ、辛さ……人生の負的要よう因いんを取り除のぞき、ただ喜びしか存在しない世界。

　あればどれだけいいだろう……そう夢む想そうするだけで精せい一いつ杯ぱいの、人間にはおそらく到とう達たつ不可能な世界。

「シィナはもう一いつ緒しよだよ。ねえ、レアナお姉ちゃんも一緒になろう」

　否ひ定ていを想像もしていない無む垢くな瞳がレアナを捕とらえている。首に巻まかれた細ほそ腕うでの感かん触しよくは冷たい。熱が奪うばわれていく。

　熱だけではなく、なにもかもがこの細腕によって奪われるのだとしたら？

　悪意でも善ぜん意いでもなく、ただの無邪気な想おもいだけで。

　それが可能な存在が、目の前にいる。

「…………！」

　ギリギリの所で、レアナはサイア・ミュウを弾はじき飛ばすのをこらえた。持ち上がった手をそのままあどけなく見上げてくるサイア・ミュウの肩かたに置くと、ゆっくりと言い聞かせた。

「それはだめよ」

「えー」

　プンと頰ほおを膨ふくらませて不満を訴うつたえてくる。

　レアナはすぐに察した。

　サイア・ミュウは子こ供どもだ。

　それが、世界そのものが純じゆん粋すいな存在であるためなのか、それとも孵ふ化かしたばかりで精せい神しん年ねん齢れいが子供であるためなのか、それはレアナには判はん断だんできないが、これだけは確かく信しんできた。

「今消したあの人たちも元に戻もどして。いけないわ、こんな事」

「どうして？　レアナお姉ちゃんをいじめようとしてたんだよ。怖い思いさせようとしてたんでしょ？　イェンを持っていって怒おこってるんでしょ？」

「そうよ、間ま違ちがってない。でも、消してはいけない」
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「どうして？」

　レアナは言葉に詰つまった。子供の「どうして？」は、恐ろしいほどに際さい限げんがない。人々が社会を作り上げる上で譲じよう歩ほと妥だ協きようを積み上げて作り上げた社会通念や道どう徳とくというものを知らないからだ。

　しかし、それだけに純じゆん粋すいだ。良くも悪くも。

「あの人たちにだって痛みがある。辛い事だって哀しい事だって怖い事だってある。あの人たちだって生きている。無む下げにしてはいけないものなの」

　優やさしく語りかけながら、レアナは一方で虚むなしさも感じていた。

　果たして、人の道理がサイア・ミュウに通じるのか？

　人ではないというだけではない。

　目の前にいる美しい存在は、まさしく世界の中心なのだ。レアナたちこそがサイア・ミュウに生かされている存在なのだ。生かすも殺すも、まさしく彼女次し第だい。

　それでも、レアナは語る。

「サイア・ミュウ、あなたの一緒になるというのは、ここでみんなが一緒になるという事？」

　膨らみのない胸むねに指を当てられ、サイア・ミュウは戸と惑まどいながら頷うなずいた。

「ワタシの中で一緒になるの。寂さびしくなんかないんだよ」

「それは、今とどう違うの？　いまわたしたちがいるここもまた、あなたの中なのでしょう？」

「うん」

「どう違うの？」

「わからないことがなくなるよ。ほしい物がすぐに手に入るの。はなればなれなんてないよ、誰だれもはなれられないから。みんなで手を繫つないで一緒に、ずうっと一緒になるの！」

　漠ばく然ぜんとしたイメージしか伝わってこない。それでも、レアナはイメージの中心を摑つかんだ。

「それはだめ」

　だから、否いなと言う。

「どうしてよう！」

　サイア・ミュウの瞳に涙なみだが溢あふれた。

「喜びに満ちて生きる事は素す晴ばらしい事よ。生きる上で喜びだけしかないのは素晴らしい事なのかもしれない。でも、きっと……サイア・ミュウの言っている世界ではわたしは擦すり切れて死んでしまう」

「死なないよ、だって死も怖いもの。《蛇タナトス》は怖いもの」

「きっと、わたしが死にたいと思うようになる。他の人たちも、きっと似たような感じになるでしょうね」

「……どうして？」

「……辛いから、苦しいから、哀しいから、怖いから、寂しいから」

　レアナの言葉に、サイア・ミュウは涙を溜ためた瞳をきょとんと丸くした。

「永えい遠えんに喜びしか味わえないのなら、いつか、わたしたちは喜びとはなんだったのか、わからなくなる。人は慣なれていく生き物なの、良くも悪くも。わからないことは怖いことなの、苦しい事なの、哀しい事なの……そして喜びであったことを喜べないことに寂しさを感じるようになる。何も感じる事のない生が辛くなる。だから、死ぬわ。みんな、死んでしまう」

「でも、レアナお姉ちゃんは、イェンとはなれて寂しいでしょ？　辛いでしょ？」

　突つき刺ささる質しつ問もんに、レアナははっとし、そして表ひよう情じようを歪ゆがめた。

「……胸が苦しいわ。会えない事が哀しいわ。このまま会えなくなるかもしれない事を考えたら、怖くてたまらないわ」

「だったら！」

　それでも、レアナは首を振ふる。

「でも、この苦しさはわたしのもの、哀しさも、寂しさも怖さも、全部わたしのもの。他人にどうしてもわかってもらいたいものではないの。他の誰かに慰なぐさめてほしいわけじゃない。わたしのこの想おもいを癒いやしてくれるのはイェンだけなの、あなたに癒してもらいたいわけではない。あなたの力を借りる事を望む時があるかもしれない。でも、借りるだけ。わたしが、わたし自身でイェンを探さがしに行く。これは変わらない。わたし自身が望む事を誰かに任まかせっきりにはしない」

　この言葉を、離れた場所でリオンが聞いていた。

「たとえ、あなたの中で生かされているだけの矮わい小しようなわたしたちにも、自分が自分である事の誇ほこりがある。それは、わかって」

　サイア・ミュウはレアナの視し線せんから逃のがれるように目を伏ふせた。

「わかんない」

　溜めていた涙を振り撒まき、サイア・ミュウは喚わめき散らした。

「わかんない！　わかんないわかんないわかんないわかんない！　レアナお姉ちゃんが言ってくることなんかわかんない。寂しいのは辛いの！　一人は苦しいの！　哀しいのは嫌いやなの！　お姉ちゃんなんか……大嫌い！」

　サイア・ミュウの体が突とつ如じよ薄うすれた。向こうの景色が見える。

「あ、待ちなさい！」

　レアナは慌あわてて手を伸のばしたが、遅おそかった。レアナの手はサイア・ミュウの体をすり抜ぬけ、虚こ空くうを摑む。

　サイア・ミュウは泣き顔を残して、完全に姿すがたを消した。







　エピローグ～プロローグ
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　サイア・ミュウの消えた跡あとを、しばらくレアナたちは黙だまって見つめていた。

　唐とう突とつに現あらわれ、まるで全すべてをぶち壊こわしにするかのようにし、そして去って行った我わが儘ままな世界……真なる神。

「レアナ様……シィナが」

　我われに返ったアリシアがそう呟つぶやく。レアナは笑えみを浮うかべて、アリシアの肩かたを叩たたいた。

「わたしは諦あきらめていないわ。だから、諦めないで」

「でも、どうすんのよ？　地味ぃ～に世界の危き機きっぽい会話してた気がするんだけど？」

「……地味ではないと思うけど？」

　振り返ればナギリたちがすぐ側そばに来ていた。

　全員、微び妙みような表ひよう情じようだ。

「どういうことなんです？」

　ロイはわけがわからずにうろたえていた。

「あれがこの世界そのものだというのか？」

　ラングスはレアナとサイア・ミュウの会話で推すい測そくしたのだろう。それでも信じられない顔で兵士たちの消えた場所を見つめている。

「レアナさん、これから、どうするのですか？」

「市内に戻もどるわ」

　セレンの問いに答え、レアナは無言のままのリオンと向き合った。リオンは仮か面めんをしたままで表情がわからない。唇くちびるを固く引き結んでレアナを見つめていた。

「ごめんなさい」

　頭を下げたレアナは彼のマントが微び細さいに震ふるえるのを見た。

「あなたの想いに、わたしは応こたえられない」

「残ざん酷こくですね、こんな場面で」

　仮面の下で、リオンは唇を苦く笑しようの形にした。

「でも、もうここでしか言えないと思ったから。あなたの気持ちを利用したようなものだから……」

「ええ。僕ぼくはレアナさん、あなたが好きだから、お手伝いをした」

　そう、だからここでお別れだ。リオンはレアナから離はなれていくのだろう。だからこそ、言うのならば今しかないとレアナは思った。

「でも、報むくわれないとわかったからといってすぐに気持ちを切り替かえられるほど、僕はできた人間ではないですからね、まだお手伝いするつもりですよ」

　彼は仮面を外さないまま、冗じよう談だんめかしてこう言った。

「それに、振られたからこれでお終しまいっていうのは、カッコ悪いじゃないですか」




　　　　†




　レアナたちは再ふたたび術じゆつ理りの巨きよ鳥ちように乗ってウォレント市内に戻った。

　目指すのは郊こう外がいにある空港。

「でもさ、レアナのお母さんいなかったら、どうするの？」

　突風に負けないように声を張はり上げて、セレンが訊たずねる。ラングスとリオンは途と中ちゆうで降おりた。クァグ・ネレイドーを拾い、独どく自じの移い動どう手しゆ段だんでレアナたちを追うという話だ。

　レアナはルシアの飛行船でイェンを追いかけるつもりだった。

「その時は、他の飛行船を盗ぬすむしかないわね」

「誰が操そう縦じゆうするのよ？」

「おれができます」

　ロイが口を挟はさんでくる。

「軍で一通り訓練を受けています。大型はともかく、小型ならば操縦できますよ」

「それはたすかるわ」

「……この方がいなかったら、どうするつもりだったのです？」

　素そ朴ぼくなセレンの疑ぎ問もんに、レアナはごく当たり前に答えた。

「操縦者ごと奪うばうに決まっているわ」

「過か激げきだね、まぁ人生の内で一度はやってみたいけどね、飛行船とか列車の不法奪だつ取しゆ」

「……やりたくないです」

　すでに諦あきらめの境きよう地ちなのだろう、セレンはため息交じりに呟つぶやく。横でアリシアも同意していた。

　ウォレント市上空を滑すべるようにして進んだ巨鳥は、やがて強力な術理の光に照らされたエンプレス号を視し界かいに捕とらえた。

「レアナさん！」

「やはりというか、こちらにも手が回っていたわね」

　エンプレス号の周辺には無数の兵士が群むらがっていた。タラップ周辺をエンプレス内に待機していた財ざい閥ばつの警けい備び部ぶ──と称しようされた私兵集しゆう団だん──が固め、レンドラント軍との睨にらみあいが続いている。

「どうします？」

　セレンの問いに、レアナは思考をめぐらせた。

　エンプレス号の上空を旋せん回かいして様子を見る。レアナたちがここに来ることを予想しての配はい備びなのだろう。だが、会長専せん用よう船せんであるエンプレス号に銃じゆう弾だん一発打ち込こんだだけでも、財閥との全面戦争にもつれ込む可か能のう性せいがある。すでにエルブリア・リィエンシーとの間に戦せん端たんが開かれたような状じよう態たいで、バーミリオン財閥と本ほん格かく的に争うつもりがハインツにあるのか、レアナは悩なやんだ。

「悩んでも仕方ないじゃん」

「ナギリ？」

「やるって決めた以上、変えるつもりないでしょ？　だったらやっちまおう。後始末の事なんか後始末する時に考えればいいんだから」

「その考えは刹せつ那な的よ」

　そう返しながらも、レアナは気分が楽になったのを認みとめた。

「ナギリ、ロイさん。いざという時のために、防ぼう御ぎよをお願いします」

「まかせとき」「了りよう解かいです」

　二人が答え、ナギリは護ご法ほう童どう子じを出し、ロイも簡かん易い儀ぎ器きを使って防弾の術じゆつ理りを展てん開かいした。

「歯を食いしばっててね」

　セレンとアリシアにそう呼よびかけ、レアナは一気に降こう下かした。目指すはエンプレス号のタラップ。

　兵士のざわめきが聞こえたような気がしたが、周囲を覆おおう風の唸うなり声が全すべてをかき消した。タラップの踊おどり場部分にだけ意い識しきを集中する。狭せまいあの場所にうまく着地する事だけを考える。

　船体を支ささえる浮ふ揚よう部ぶが視界の端はしをかすめたと同時に、レアナは術理を解かい除じよして、巨鳥を消した。

「ひあっ」

　セレンが息を吞む音がすぐそばでした。レアナはセレンとアリシアに手を伸のばし摑つかまえる。腕うでの筋きん肉にくが悲鳴を上げる。

（汝なんじ、我わが界の律りつ法ぽうに則のりせよ）

　脳のうが焼けるような速度で術理を構こう成せいする。

「見えざる飛ひ翔しよう！」

　足あし下もとで大気が膨ふくらんだ。吹ふき上げる大気がレアナたちを乱らん暴ぼうに受け止め、落下の勢いきおいを削そぐ。

「きゃん！」

　隣となりで尻しり餅もちを付いたセレンとアリシアが声を上げる。ナギリとロイは危あぶなげもなく着地した。

「お嬢じよう様さま方がた！」

　入り口の奥おくに見覚えのある秘ひ書しよが立っていた。

「早く中へ、このまま離り陸りくします。乗船！」

　最後のはタラップを固めていた警備部の者たちに向けられた。彼らはレンドラントの兵士たちを警けい戒かいしつつ、秩ちつ序じよだってタラップを上ってくる。

「お嬢様も早く」

　セレンたちが中に入っても、レアナはまだタラップの踊り場に立ち、レンドラント兵たちを見下ろしていた。

　その中に、ハインツの姿すがたを見たからだ。

「ハインツ・イルザーム！」

　レアナの呼びかけに、ハインツは沈ちん黙もくを保たもった。

「わたしは必ずイェンを取り戻もどす。ドラグ・ヘッドはもう、戦いの道具ではない！」

　それでも、ハインツは何も答えない。

　やがて、符ふ動どう機関の鳴動が大気を叩たたく。樽たる状じようの浮揚部に符動機関によって精せい製せいされた軽気体が充じゆう塡てんされ、プロペラが大気を切り裂さく。排はい気き口こうから吐はき出される甘あまい蒸じよう気きが渦うず巻まく大気にかき回される。

　巻き上げられた髪かみをそのままに、レアナは飛行船に乗り込む。




　エンプレス号が大空に巨きよ体たいを持ち上げた。




　　　　†




　イェンたちの前には石いし畳だたみで舗ほ装そうされた道が続いていた。白味の強い空からは涼すずしげな陽光が降ふり注いでいる。建ち並ならぶレンガ造づくりの建けん造ぞう物ぶつはウォレントとは違ちがい、どこか垢あか抜ぬけない重い雰ふん囲い気きをまとっていた。

「は～ここがそうですか」

　ミランの口からなんともいえない感想が漏もれる。

　クルーザーで四日、沖おきで漁船と合流して乗り換かえたイェンとミランは、陸に上がり、さらに迎むかえに来た馬車で三日という行こう程ていをかけて、この地にやってきた。

「で、どうするんですか、あたしたち？」

　行き交かう人々のレンドラント人とは違う服ふく装そう──イェンもミランも今は似にたような服を着せられているのだが──を観光客そのままの好こう奇き心しんで満足いくまでぐるぐると見物し、──この時点で潜せん伏ぷくとか潜せん入にゆうとかいう単語は崩ほう壊かいした──そう訊たずねてくる。

　ミランの目はイェンを窺うかがうようにした後、その手に向けられた。

　イェンの手には一枚まいの紙切れが握にぎられていた。それは、馬車でここまでイェンたちを送り届とどけた御者がイェンに手て渡わたした物だ。

　そしてただこれだけで、後はイェンたちに接せつ触しよくしてこようとする者はいない。

（信用しているのか？）

　そんなわけがない。

　イェンは紙切れを握り潰つぶすと、建物の隙すき間まに投げ込んだ。飲食店に挟はさまれた隙間の奥には店の裏うら口ぐちがあり、すぐそばには木もく製せいのゴミ箱が置かれていた。石のように握り潰された紙は、紙とは思えない速度で宙ちゆうを飛び、途と中ちゆうで塊かたまりがほぐれて速度に制せい動どうをかけると、最後はゆるやかにゴミ箱の上に舞い落ちた。

　それを確たしかめる事なく、イェンは歩き出す。

「さて、行きますよ」

「え？　あの、で、あたしたち、なにをするんですか？」

　慌あわてて追いかけてくるミランに、イェンは気楽に言う。

「行きながら話しますよ」




　ゴミの上で半はん端ぱに開いた紙にはこう書かれていた。

『────────せよ。

　一週間以内に確かく認にんできなければ任にん務むは失敗したものと判はん断だんする』




　失敗すれば？

　なんとも幼よう稚ちな脅おどしだ。だが、その脅しに従したがわなければならないのが、今のイェンたちの現げん状じようだった。

　イェンはレアナを想った。

（お嬢様は、お怒いかりになるでしょうね）

　それがわかっていても、イェンは止まるつもりはない。

　再ふたたび、レアナの側そばに立つためにはこうするしかないのだから。

　イェンは石畳の道をまっすぐに進む。広い大通りの先には建物の群むれを覆うように大きな建造物の姿があった。

　追いついてきたミランに、イェンはその巨大な建物──宮きゆう殿でん──を見ながら言う。

「今日中にこの街は破は壊かいします。観光したいのならば、夕方までです」

「え、そうなんですか？　だったら美お味いしい物巡めぐりしましょうね。ロイさんへのお土産みやげも探さがしとかないと」

　慌てて建ち並ぶ店を物色するために走り出したミランを見て、イェンは微び笑しようした。ともすれば気が重くなりそうな雰囲気を払ふつ拭しよくしてくれるミランの行動を、いまほどありがたいと思った事はない。

　どんな状じよう況きようであろうと、ロイの側に戻る事を当たり前と思っているミランの心がイェンにも伝でん播ぱしてしまったかのようだ。

（そう……わたしはお嬢様の側に戻る）

　だが……

　目の前には都市がある。宮殿がある。

　これからイェンとミランで血に染そめて、炎ほのおに埋うめて、灰かい燼じんへと還かえすものがある。

　レッグモールよりもひどい事になるだろう。ジオストックのようになるだろう。カーニルの惨さん状じようをこれから幾いくつも生み出す事になるだろう。

　それら全すべて、レアナの側に戻るために……

（迷まよいなど、あろうはずもない）

　だが、イェンは思うのだ。

　そんな自分に、レアナの側にいる資し格かくがあるのだろうかと。

「ほらほら、イェンさん。あそこからなにやら美味しげな香かおりが！」

　遠くで手を振ふるミランにその疑ぎ問もんはないのだろうか？

　イェンは急せかされるままに、足を速めた。
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　あとがき




　あなたは白派は？　黒派？

　わたしは這はい寄る混こん沌とん派、雨あま木ぎシュウスケです（ぐだぐだ）。

　日曜朝のアニメは毎回見れないので（起きれないともいう）そんなに語りませんが、そんな感じです（ありえなーい）。




　え～、まあなんというか……上巻かんであります。上巻という事は下巻があるという事です。そして下巻が最終巻とあいなるわけですが。

　これが出るのが九月だそうですね。書いてる今は八月です。この本が出て、デビュー一年目を迎むかえるというわけですか、そうですか、16回の新人さん方の作品も一いつ緒しよに本屋に並ならんでいるわけですね。

　そうか～

　もう新人って名な乗のったらだめなんですか？

　なんというか二年目突とつ入にゆうって半はん端ぱなイメージですな。五年目、十年目ってなったらなんか貫かん禄ろくがありそうな気がしますが、二年目……微び妙みよう。

　もうこうなったら永えい遠えんに新人で良いような気がします。ネバーエンディング新人、エターナル新人、新人レジェンド、新人再び、帰ってきた新人、真・新人とか……そういえば昔、『新人類』ってゲームがあったな～（関係ない）。やってないし。

　ぐだぐだ言いながらも、マテリアルナイトで一年目を迎えられたのにはほっとしております。次の巻で終わりますが、雨木的には順じゆん当とうな感じです。レアナが主人公としてやる分には、やりたい事は全すべてやっただろうって感じがありますね（もう終わった気満まん々まん）。

　いや、まだ五巻の原げん稿こう書いてないですけどね。

　うん、終わった気になるのはまだ早いね。

　しかし、五巻に及およぶ長い話を書くというのは初めてなので（オリジナル限定）、戸と惑まどう部分もありますね。合計すると原げん稿こう用紙で一五〇〇枚オーバーになる予定なのか。うーん、ＰＣで書いているときは四〇×四〇で書いているので、そっちで計算すると、大体五〇〇枚ってとこ。おー、三分の一まで減へった。数字の魔ま術じゆつ。

　文字数で換かん算さんすると五万字前後。




　でかい数字には目をそむけたほうが良いという教きよう訓くんを得えました。




　ページが余あまってます。担当様から「今回五ページだから、ゆったりかけるね！」なんて言われましたが、今までのあとがきでもけっこう苦労してたのに、増えるなんて……

　余ってるので、這い寄る混沌の話でも。

　這い寄る混沌といえば、クトゥルー神話です。ニャルラトホテプ？　ナイアルラトホテップ？

　雨木が初めて読んだクトゥルーにはナイアーラトテップとありました。だから雨木にとっては這い寄る混沌はナイアーラトテップなのです。いまでもこの呼び方が一番カッコイイと思ってます。

　だからどうしたと言われるととても困ります。いや、ちょっと名前を拝はい借しやくしたもので（多少変えてるけど）。しかも借りただけ、別に深い意味はありません。「～～繫つながり」みたいな感じです。「あーあれか？」と思った方は「こんなんナイアーラトテップじゃねぇ！」とか言わないでくださいね。

　約束だぞっ！




　ホラー繫がりで。

　雨木は怪かい談だんが好きです。ただし霊れい感かんはありません。金かな縛しばり体験が中学の一時期に頻ひん発ぱつしてましたが、霊は見えませんでした。別に見たいとも思いませんが。ネットの怪談話を半日、だめな人の目でまったり見ている時に物音がするとびくっとなります。そんな夏はどうでしょう？　雨木の夏はそんな感じ。海に行かなくなってもうＸ年……ああ、なんかそんな事言ってると泳ぎたくなってくるね、海に。そして波にさらわれる。最後に撮とった写真には波なみ飛沫しぶきの代わりに無数の手が……

　そんな夏はどうでしょう？

　そもそも、撮られるのがあまり好きでないので、そんな写真は残らないという事実は無視する方向で。




　ようやくページが埋うまってきたので、今度こそまともな謝辞をやろうと思います。




　イラストの椋くら本もと夏か夜や様。毎回素す敵てき過ぎるイラストありがとうございます。レアナの絵を後二回しか見られないと思うと切ないです。

　担当のＴ様。次作でも担当が替わらないという話をなさった時、微妙に「いや～」風味な空気が流れたのは無視します。雨木的にはＯＫなので。

　五代ゆう師し匠しよう。「もうデビューしたから師匠じゃない」と言われてますが、あの時の打ち合わせでのお言葉は、いまいち納なつ得とくできていなかったあのプロットを直す上で大いに役立ちました。ありがとうございます。

　読者様方。マテリアルナイトが五巻まで続けられたのは皆様方がいたからです。感謝感謝。




　……謝辞になりきれてない部分があるけれど、それはそれで良し！　ということで。




『ＺＤＸ』が出るのを心待ちにしている八月某日。


雨木　シュウスケ　　






　追記

　コストが下がって性能が上がったハンブラビがいい感じです。メイン機体は相変わらずｍｋ２だけど。










マテリアルナイトⅣ




少しよう女じよは世せ界かいと歩あゆむ








雨あま木ぎシしュゆウうスすケけ
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